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この事業 は、競輪の補助金 を受 けて実施 したもの です。
KE'R'Noo







序

デ ータベ ースは,わ が国の情報化の進展上,重 要な役割 を果 たす もの と期待 されてい る。今後,

データベースの普及 によ り,わ が国にお いて健全な高度情報化社会 の形成が期待 され る。 さ らに,

海外 に対 して提供可能なデ ータベ ースの整備 は,国 際的な情報化 への貢献及び 自由な情報流通の

確保の観点か らも必要で ある。 しか しなが ら,現 在わが国で流 通 しているデータベ ースの中でわ

が国独 自の もの は1/3に す ぎないのが現状であ り,わ が国データベースサー ビスひいて はバ ラ ン

スある情報産業の健全 な発展 を図るためには,わ が国独 自のデー タベースの構築及 びデ ータベ ー

ス関連技術の研究開発を強力 に促進 し,デ ータベ ースの拡大 を図 る必要があ る。

このような要請 に応え るため,働 データベース振興セ ンターで は日本 自転車振興会か ら機械工

業振興資金の交付 を受 けて,デ ータベースの構築及 び技術開発にっいて民間企業,団 体等 に対 し

て委託事業を実施 して い る。委託事業の内容は,社 会的,経 済的,国 際的 に重要で,ま た地域及

び産業 の発展 の促進 に寄与す る と考え られているデ ータベ ースの構築 とデータベ ース作成の効率

化,流 通の促進,利 用の 円滑化 ・容易化 などに関係 した ソフ トウェア技術 ・ハー ドウ ェア技術で

あ る。

本 事業の推進 に当た って,当 財団 に学識経験者の方 々で構成 され るデータベース構築 ・技術開

発促 進委員会(委 員長 前 山梨学院大学教授 蓼沼良一氏)を 設置 している。

この 「データベース構築促 進及 び技術開発 に関す る報告書(要 旨)」 は平成6年 度の データベ

ースの構築促進及び技術 開発促進事業 と して・当財団が民 間企業・団体等に対 して委託実施 した

課題 にっいてそれぞれの成果の概要 をとりま とめた もので あ る。 この成果が,デ ータベースに興

味をお持ちの方 々や諸 分野の皆様方 のお役に立てば幸 いであ る。

なお,平 成6年 度デ ータベ ースの構築促進及 び技術開発 促進事 業で実施 した課題 と委託先 は次

表 のとお りで ある。

平成7年3月

財団法人 データベース振興セ ンター
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2携 帯型電子新聞プロ トタイプの開発 ㈱日本経済新聞社/㈱ 日経データ

社 会 3SPORTSPOWERINDEXの パ イ ロ ッ ト版 デ ー タベ ー スの 構 築 ㈱ ビデ オ ・ リサ ー チ

4画 像付 き地図資料データベースのプロ トタイプの作成 ㈲地図情報センター

5パ ソコンを利用 した副作用症例データベースの構築調査 協立医師協同組合

6関 西 イ ベ ン ト&プ ロ ジ ェ ク トデ ー タベ ー ス構 築 ㈱京都新聞社

中小企業振興 7ハ イビジョン大型映像 ソフ ト流通促進用データベース構築 (財)大阪科学技術センター

地域 活性 化 8分 散協調型データベ三スのための高度運用 システムの開発 ㈱ エ マ ー ズ

と学習支援環境への応用

9電 子デバイス情報の電子化 ドキュメントのプロトタイプ作 電子デバイス情報サービス㈱

海,外 成

10海 外ユーザ向けの国産データベース検索支援用端末ソフ ト カテナ㈱

ウェアの開発

ll連 想検索写真データベースのプロ トタイプ作成 シ ャー プ ㈱

12レ ーザ ー研 究 デ ー タベ ー スの 構 築 ㈲応用光学研究所

13砂 漠化防止技術データベース ㈱新産業創造セ ンター

技 術 14メ ディア変換型感性データベースの構築方法の研究 (財)イメージ情報科学研究所

15フ ォール ト トレラ ン スな 多 デ ー タベ ー スサ ー バ シ ステ ム に ㈱ シネ ジ ャー ナル プ ロ ダ ク シ ョ ン

関する調査研究

16創 出キーワー ドの自動付与に関す る調査研究 ㈱ エ レ ク トロニ ック ・ライ ブ ラ リー
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1報 道 ニュースのマル チメディアデータベース構 築

日本電子計算株式会社 名古屋支店





1.報 道 ニ ュー ス の マ ル チ メ デ ィ ア デ ー タ ベ ー ス構 築

1.1概 要

1.1.1目 的

現在,報 道ニ ューを捕え るには,新 聞,テ レビ,ラ ジオ,雑 誌 などの従来か らあ る別個の

メデ ィアで捕えて いる。今後,情 報通信技術,コ ンピュータハー ドウ ェア技術,ソ フ トウェ

ア技術が発達す るにっれて,報 道ニ ュース提供 のあ り方 も大 きく変 わる ことが予想 され る。

特 に,昨 今は米国の情報 スーパ ーハイ ウェイ構想が引 き金 とな って,わ が国 にお いて も情報

通信基盤の整備 を始 め として,マ ルチメデ ィアへ の取 り組みが活発化 して きた。われわれの

日常 において もマルチメディア,イ ンターネ ッ ト,CD-ROM,CATyな どのキー ワー

ドを耳に しない 日が ないほどであ る。

今回の委託研 究では,こ れ らの変化を予 想 して,異 なるメデ ィアを統合 した今 までにない

ニ ュース提供サー ビスの可能性 をプロ トタイ プ作成を通 じて見いだす ことを 目的 と した。

CD-ROM1枚 に新聞記事 とテ レビニ ュースをそれ ぞれ約20項 目登録 した。新聞か らは

紙面をめ くる感覚で,テ レビか らはヘ ッ ドライ ンを選ぶ方法で,記 事 を選択 し,新 聞記事 と

テ レビニ ュースを同一画面 に表現 した。更 に,新 聞記事 をアナ ウンサー又 は機械音声変換 に

よって読み上げ ることによ り,目 の不 自由な人 も新 聞記事 に接す ることがで きる。.

このシステム はマ ウスで手軽に操作で きるので,将 来,パ ソコンが一般家庭 に普及 した場

合,誰 で も,見 たい,聞 きたいニ ュースにア クセスす ることが可能 とな る。

1.1.2実 施 内容

本研究 では,以 下の 内容を実施 した。

(1)ニ ュースデータベ ースの現状把握

まず,テ レビニ ュース及 び新聞記事ニ ュースのデータベース化の現状 が どうな っている

のか,ま た,現 状で どのよ うな問題点が あるのかを各業界の専門家 よ りヒア リング及 び説

明を受 け把握 した。

(2)将 来 の報道ニ ュース提供のあり方 を討議

将来,報 道ニ ュースが どのよ うな形態で提供 され るか,ま た,そ の望 ま しい姿 はどのよ

うな ものか を討議 した。

(3) 、報道 ニ ュース提供 の完成イメージ作成

(2)の内容 をベ ースにプロ トタイプに組み込 むべ き機能及び,音 声,動 画,写 真 などをど
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のよ うに配 置す るか,画 面構 成を どうす るかを検討 し,プ ロ トタイプの完成 イメー ジを作

成 した。

(4)デ ータの収集

期間を限定 して新 聞記事ニ ュー ス,テ レビニ ュースデー タを収集 した。また,同 時 に報

道写真,効 果音,用 語解説等のデ ータを収集 した。

(5)プ ロ トタイプ システム作成

(3)の完成イメージを具体化す るた めにシステム設計書を作成 し,プ ログラム化 を行 い,

プロ トタイプシステムを作成 した。

(6)シ ステム評価

完成 したプロ トタイ プシステムのデモ ンス トレー シ ョンを行 い,ア ンケー トを実施 した。

回収 したア ンケー トを集計分析 し,シ ステムの評価を行 った。

(7)今 後の課題 と計画

プロ トタイプ作成を通 じて得た課題 とシステム評価を参考 に,今 後,ど のよ うに本研究

を発展 させ るかを検討 した。

1.2実 施 結 果

将来 の報道ニュース提供のあ り方 を論 じ,テ レビニ ュース と新 聞記事ニ ュースを融合 させ

た新 しい形態めニ ュースメデ ィアを想定 したプロ トタイプ システムを作成 した。 プロ トタイ

プの作成過程及 び完成後のア ンケー トによ る評価を通 して問題点 を明 らかに した。

1.2.1プ ロ トタイプの作成

プロ トタイプ システムの作成 に当た り,シ ステムの機能を次の五つに分割 した。

(1)ホ ッ トニ ュース検索

(2)分 野別ニ ュース検索

(3)キ ・一一ワー ド検索

(4)株 式情報検索

(5)天 気情報提供

システムに登録す るデータは,CD-ROMの 記憶容量の限界を考慮 して,対 象ニ ュース

を1994年8月15日(月)～19日(金)の5日 間か ら20件 を選択 した。また,一 部のニ ュース

に関 しては,新 聞を英語及 び機械音声変換で読み上 げた。更 に,新 聞記事の用語解説 もシス

テムに加 えた。

プロ トタイプシステムの全体構 成図を図1-1に,各 機能 における内容を(1)～(5)に示す。
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図1-1プ ロ トタイプシステム全体構成図

(1)ホ ッ トニ ュ ー ス検索

テ レ ビ と新 聞の 融合 とい うね らい か らテ レビ,新 聞 の両 方 か ら検 索 で き る内容 と した。

ま た,1994年8月19日 を,現 在 とい う設 定 で,8月19日 の ニ ュー ス を ホ ッ トニ ュース と し

た。

② 分 野 別 ニ ュー ス検 索

8月19日 以前 のニ ュ ー スを,「 政 治 ・経 済 」,「 社会 」,「 国 際 」,「 スポ ー ツ」 の4

分 野 に分 け,分 野 別 に検 索 可能 と した。
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(3)キ ー ワー ド検索

ニ ュースの中か らキ ーワー ドを選択 し,そ のキー ワー ドが含 まれるニ ュースの検索 を可

能 とした。 キーワー ドに関す る資料 な どはアニ メーシ ョンで表示 した。ただ し,20件 の対

象 ニュースの中で複数ニ ュー スに存在 す るキーワー ドが,今 回は,「 渇水」だけであ った

ため,キ ー ワー ド検索 は 「渇水」のみ とした。

(4)株 式情報検索

新 聞に掲載 されている株式情報を業種分野別 に検索で きるように した。株式情報 に関す

るシステムは,今 日,ホ ス トコ ンピュータな どで開発 されて いるため,こ こで は複雑 な検

索方式 を とらないことに した。

(5)天 気情報提供

今 日(8月19日)の 天気,及 び週間天気予報 を表示 できるよ うに した。

1.2.2プ ロ トタイプ作成上の問題

プロ トタイプを作成す る上 で次 のよ うな問題が発生 した。

(1)テ レビニ ュースと新聞記事 の不 一致

今回の研究で は,テ レビと新聞の融合 を目的 としてい るため,ニ ュースの内容を映像 と

文字の両方で表現す る必要があ る。そのため,テ レビと新聞の両方 で取 り上 げ られてい る

ニ ュースを題材 と して選択 した。

全国的なニ ュースの場合,テ レビで も新 聞で も同 じように取 り上 げ られてい るので ほと

ん ど問題 はなか ったが,ロ ーカルニ ュースにな ると,両 者の扱 う項 目には大 きな違 いがみ

られた。 また,同 じニ ュースで あ って も,そ の切 り口(視 点)が 違い,時 には全 く違 った

内容 にな っていることもあ った。一例を上 げ ると,同 じ渇水 に関す るニ ュースであ って も,

一方 は産業界 の対応にっ いて扱 い,他 方 は一般 家庭の対応 につ いて扱 っているとい った こ

とがあった。 そのため,両 者の 内容を確認す る必要が あ った。

(2)書 き言葉 と読 み言葉の違 い

プロ トタイプ システ ムでは,視 覚 障害者が新聞 に接す る一 つの方法 と して新聞記事の音

読を行 っている。 ここで は書 き言葉 と読み言葉の違いが問題 とな った。略語 や当て字,記

事 の見出 しなどは,そ の まま読 んだのでは意味が通 じない ことが多 いため,分 か りやす く

直す必要 があ った。表1-1に 問題 とな った書 き言葉 と読み言葉の違 いの主だ った ものを

示す。
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表1-1書 き言葉 と読み言葉の違 い

種 類 新聞での表現 読む際の表現

略 語 四球 フ ォア ボ ー ル

中前打 セ ンタ ー前 ヒッ ト

五輪 オ リ ン ピ ック

米 ア メ リカ

午後四時一同十時 午後四時か ら同十時まで

()表 現 「(木 戸が)担 架で～」 「木戸が担架で～」

ビー トた け しさん(47) ビー トた け しさん,47歳

見 出 し 靖 国参拝 自 ・さ7閣 僚 自民 ・さきが け7閣 僚,靖 国参拝

(3)著 作権(二 次使用 の問題)

著作権 は,マ ルチ メデ ィア時代 における大 きな問題 の一つであ る。今回の研究 は実験 を

目的 としていたため,各 方面 の理解が得 られたが,外 電発のニ ュースや,音 楽を使用 して

い るニ ュースなど,著 作権処理が難 しい項 目につ いては使用を見送 らざるを得 なか った。

コマー シャル(CM)に ついて は,制 作会社 ・広告主 ・放送局の三者があいまいな関係

のまま権利を所有 してい るため,著 作権 のク リアには煩雑 さを極めた。更 に,CMに 使用

されている音楽は,こ の三者 とは別に,JASRAC(日 本音楽著作権協会)な どが権利

を所有 してお り,CMの 二次使用の問題を複雑に してい る。 このため,今 回の プロ トタイ

プで はこれ らの処 理が容易にで きるように,東 海テ レビ放送の関連会社のCMで,な おか

っ使用 されてい る音楽 にっいて も,JASRACな どに登録 されて いないオ リジナルの音

楽を,作 曲者の了解 を得た上で使用 してい る。

(4)作 業負荷 にっ いて

(a)新 聞記事デ ータの収集作業

新聞記事単位の文字情報 にっいて は新聞記事デ ータベースか らキー ワー ド,日 付 など

か ら検索すれば特定 できる。該当記事をホス トマ シ ンデ ータベースよりダ ウンロー ドす

ることによ り比較 的簡単 に文字情報 は得 られた。

新聞一面 あるいは記事単位の入 力にっいては,今 回 はスキ ャナーによ る入 力を行 った

が,新 聞製作か ら直接 デ ジタル情報 として得 る ことは,先 行各社で は,既 に完 成 してい

る社 もあ り,シ ステム的な課題 は解決 してい るもの といえ る。

(b)報 道写真データの収集作業

写真につ いて は,写 真部,資 料部,通 信社などか ら写真を入手 した。部署 によ って,
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扱 う写 真,保 存期 間,管 理方法が異 な り,一 元化 されて お らず,シ ステム的取 り組みが

求 め られている。

今回 は,こ の事情 が反映 し,資 料集 めは,シ ステム的な ものは一部 しか機能せず,ほ

とん ど手作業で収集 した。

(c)映 像デー タの収集作業

プ ロ トタイプに使用 したニ ュース映像 は,テ レビ放送内容を録画 した ビデオテープか

ら,一 つ一つ手作業で内容を確 認 して コンピュータに取 り込む作業 を行 ってい る。 この

作業 は非常 に手間 と時間がかか るため,短 時間 に大量のニ ュース項 目を処理す ることが

難 しい。 このため,将 来的 には新 聞記事のオ ンライ ンデータベ ースのよ うに,適 当なキ

ー ワー ドか ら映像を 自動的 に抽 出で きるような システムの構築が待たれ る。

1.2.3プ ロ トタイプの評価

プロ トタイプシステムの評価方法 と してア ンケー トによる評 価方式を とった。

情報関係 に携わ る会社員36名 を対 象 に,1995年1月13日(対 象14名)と1月18日(対 象22

名)に 分 けて,プ ロ トタイプシステ ムのデモを行 い,ア ンケー トを実施 した。

ア ンケー トによる評価結果 をま とめ ると以下のよ うにな る。

(1)新 しい形態のニ ュースメデ ィア と しての使用意向が高い。

(プ ロ トタイプのよ うな システムを使 ってみたい と回答 した人の割合が63%)

② 「自分 の仕事のため」,「 教養 を高め るため」に利用で きる。

(30%の 人が 「自分の仕事のため」,「 教養 を高めるため」 と して利用 で きると回答)

(3)現 行の新 聞,テ レビとの競合 は少 な く,全 く新 しい形態のサ ー ビスとな る可能性が高 い。

(新 聞は52%の 人が,テ レビは38%の 人が今まで通 り,新 聞,テ レビは見 ると回答)

(4)シ ステムの月間使用料金 は5,000円 以下 が望 ま しい。

(91%の 人が1ヵ 月当た りの使 用料金 は5,000円 以下が適 当 と回答)

(5)シ ステムの中に広告(CM)を 入れ ることは,使 用料を安 くす るためには,あ る程度必

要であ る。

現在の技術及 び制度上で は,異 な るメディアを統合データベ ース化 し,即 時 に,新 しい形

態 のニ ュースをサー ビスす るには,多 くの課題が残されてい る。 しか し,今 回の実験 は,将

来,新 しい情報提供手段の可能性 を秘 めた ものであ ったといえ る。
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1.3今 後 の 課 題

報道 ニュースのマルチメデ ィアデータベ ース(異 な る報 道ニ ュースメディアを統合 した新 し

いメディア)の プロ トタイプを作成 した。今後,実 用化 を 目指す には次のような多 くの課題が

あ る。 テ レビ映像データベースの課 題 新 聞記事 データベ ースの課題 データベース作成上の

課題 データベースサー ビス提供上の課題 などである。

1.3.1デ ータベース作成上の課題

(1)デ ータベース自動 作成の開発

日本 におけるテ レビ映像,新 聞記事データベ ースは,そ れぞれの放送局,新 聞社 によ っ

て作成されっつ あるが,ま だ完成 された ものはない。ニ ュースを特定するための手法が完

成 されていない。 したが って 自動的に放送ニ ュース と新 聞記事ニ ュースを ドッキ ングで き

ない。データベ ースの 自動作成 の技術開発が実用化 の前提 とな る。それまで は人手 によ る

作業が多 くあ り採算の合わ ない もの とな ってい る。

(2)圧 縮技術,電 子媒体の研究 開発

今回のプロ トタイプの データベ ースは,CD-ROM上 に製作 したが,文 字,音 声,静

止画,動 画を取 り込む たあの容量が不足 してい る。約600MBで 約20項 目しか構築 で きな

か った。圧縮技術 の開発が必要 である。また別な電子媒体の開発応用が求め られ る。

(3)機 械音声変換,機 械翻訳 の研究 開発

文字情報か ら音声情報 への機械音声変換の採用に は品質改善が必要である。専門の アナ

ウンサーの読み と比 較 して まだ技術は低 く実用化に はほど遠 い。 また,現 在は 日本文の英

文機械翻訳 には相当の人手をか けない と実用にはな らない。

(4)検 索方式の開発

検索 は,ご く一般的な メニ ュー方式で あ り,検 索の容易性の面 か ら更に研究開発が求 め

られ る。 どのよ うな検索方式が よいか今後の開発が待 たれ る。

1.3.2デ ータベースサ ー ビス提供上の課題

(1)通 信回線整備

「ニ ュース ・オ ン ・デマ ン ド」(必 要 に応 じて,誰 にで も,安 価にニュースを提供 す る)

にす るためには,CD-ROMだ けで はその一部の 目的を達 した にす ぎない。通信回線を

通 してオ ンライ ンでの提供が求 め られ る。オ ンライ ン提供 のためには通信回線 の整備が必

要 である。
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(2)著 作権の課題

新聞記事に して も,放 送映像 に して も,単 独 メデ ィアと しての著作権 はク リア して いる。

それぞれのニュースの二次利用 についての著作権 問題 の解決がサー ビス提供の前提 である。

(3)採 算の課題

採算の合 うデータベ ース構築 ・提供を 目指 した コス ト低減が課題 である。提供サー ビス

料金 は,ア ンケー ト調査 によると月3,000円 程度 でない と利用 されない。

(4)視 聴の明確 さ

一つのディスプ レイに,常 時二つ以上の メデ ィアを強調表示す ることは検索 の とき以外

好 ましくない。選ばれたメディアである文字,音 声,映 像の媒体 を強調 し,表 示す ること

よ りメディアの判読が明確 になる。い ったん選 ばれ たテ レビ放送,新 聞記事,音 声ニ ュー

スを より強調 した形態で利 用できるように し,他 の ものの扱いは小 さ くて よい。

(5)鮮 明度の向上

今回のディスプ レイは17イ ンチであったが,新 聞紙面の場合文字の判読が難 しか った。

より大 きなディス プ レイ又 は鮮明度 向上が求あ られ る。

(6)利 用端末の普及

新 しい電子情報 メデ ィアの成否 は利用端末 の普及 にかか っている。 い くら適当な料金で

サー ビス して も初期投資(利 用端末投資)が 高 くては成功 しない。多 くの家庭での総合端

末(現 在のテ レビ受像機 ファクシミリ端末,ワ ープ ロ機器,パ ソコン機器,電 話機器な

どの総合機器)の 普及が課題 である。

最後 に,最 近の コンピュータの発達 は,マ ルチメデ ィア化 の方向に発展 しよ うとしてい る。

報道ニュースについてみると,一 つ の情報メデ ィアだ けでな く,多 くの情報 メデ ィアを同時

に捕えることも可能にな るだ ろう。必要な ときに,最 新のニ ュースか ら過去のニ ュースまで

遡 って,新 聞ニ ュース,ラ ジオニ ュース,テ レビニ ュースを容易 に手 に入れ ることが可能 に

なるであろう。 これを 「ニ ュース ・オ ン ・デマ ン ド」 とい うことができるで あろ う。

21世 紀 には 「1.3今 後 の課題」 は解決 され ることになろ う。 ここで挙 げて いるの は技術

的課題である。そのほか社会的課題(著 作権,社 会 的ニーズなど)が あ る。 「1.2.3プ ロ

トタイプの評価」による と,こ のよ うな 「報道ニ ュース」サー ビスがオ ン ・デマ ン ドで提供

された場合,あ なたは どうしますか?と の問 に対 し,「 ぜ ひ使 ってみたい」,「 使 ってみ

た い」の2回 答で63.9%を 占めた。 これは注 目すべ き結果であ る。今後,実 現化への課題 を

クリアす るための研究開発 と市場への実験が重要 となろ う。
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2携 帯型電子新聞 プロ トタイプの開発

株式会社 日本経済新聞社

株式会社 日 経 デ ー タ





2.携 帯 型 電 子 新 聞 プ ロ トタ イ プ の 開 発

2.1開 発 の 背 景 と 目 的

昨年度実施 した委 託事業 「新 しい電子情報サー ビスに関す る調査研究」結果か ら,新 しい電

子情報サ ー ビスの形態別,ア プ リケーシ ョン別の21世 紀 におけ る将来市場 の展望及 びそれ らが

社会に普及す るため に必要 な要件が明 らかにな った。特 に,"電 子新聞"に 対 す る新 しいメデ

ィアと しての期待 は大 きい。 しか し,マ ルチメデ ィアをベ ースに したイ ンタラクティブな電 子

新 聞の具体 的なイメー ジが分か らない。購読料金 を安価 に抑え,消 費者市場 に対応 させ るため

の広告掲載のあ り方 な どの問題点が指摘 された。 このよ うな前年度委託事業の結果 を踏 まえて,

近 い将来実現可能 とな る電子新聞の具体像を描 くため,特 に消費者市場 をターゲ ッ トとした携

帯型電子新聞の プロ トタイプを作成 し,操 作 ・実演す ることを通 じて電子新 聞 としての情報 コ

ンテ ンツ,利 用形態等 を詳細 に検証する。

また,携 帯型電子新 聞の事業化を進めるに当た って は,コ ンテ ンツとと もに,消 費者へ の配

信(Delivery)を どのよ うにす るか も大 きな問題 である。2010年 ごろまでを視野 に入れて,マ

ルチメデ ィア関連情報 の伝達方法,携 帯型端末機 や ソフ トウ ェアな ど技術動向,デ ジタル化 さ

れた情報の著作 権問題,及 びマルチメデ ィア取材 ・編集体制 のあ り方 を探 り,携 帯型電子新 聞

実現へのタイムテ ーブル を作成す る。

2.2実 施 内 容

開発実施に当た って は委員会設置 とともに,携 帯型電 子新 聞の コンテ ンツ と携帯型電子新聞

のサー ビス形態 とに分 けて ワーキ ンググループを組織 し,プ ロ トタイプ開発及 び携帯型電子新

聞を実現す るための技術的,社 会的要件の考察を行 って きた。

(1)日 本経済新 聞社並 びに関連会社のデータを中心 に,記 事,写 真,映 像,図 表,音 声な どマ

ルチメデ ィア新 聞情報 の素材 を収集 ・編集 し,携 帯型電子新聞 と して魅力 ある情報 コ ンテ ン

ツを作成 した。愛 称をNIKKEINEWSBOY(日 経携帯型電子新 聞)と した。記

事,広 告な どの検索 は,ア イ コン表示をペ ンタ ッチで簡単 に操作で きる。記事 を ク リッピン

グ してフロ ッピー等 にダウ ンロー ドす ることも可能であ る。また,慶 応義塾大学湘南藤沢 キ

ャ ンパ スのMMM(MultiMediaModeling)プ ロジェク トの学生か らも,携 帯型電子新聞 とい

う枠を外 して新 しいメディアの創造 とい う大 きな視点か ら斬新なアイディアを出 して もらい,

スペ シャルメニ ュー と して情報 コンテ ンツを作成 した。
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(2)携 帯型電子新聞を新 しいメディア と して実現す るたあの技術 的,社 会的要件を検討 した。

① 携帯型電子新聞端末,ハ ー ドウ ェアの展望 －CPU,通 信用IC,DRAM,フ ラ

ッシュメモ リー,デ ィスプ レイ,バ ッ

テ リー,電 源電圧等

② ソフ トウェアの展望 圧縮 技術,オ ーサ リング技術,マ ルチメディア通信プロ トコ

ル等

③ データ伝送手段 とコス トの見通 しBS/CS,文 字放送,CATV,B-ISD

N,移 動体通信 ・PHS等

④ マルチメディアデータベ ースの著作権

⑤ マスメデ ィアのマル チメデ ィア取材 ・編集体制のあ り方

なお,わ れわれが イメージす る携帯型電子新 聞は,図2-1の よ うに描 ける。即 ち,フ ラ ッ

シュメモ リーカー ドなどの外部記憶媒体 に,夜 間に電話回線又 は電波放送な どを経 由 して,翌

日分の新聞記事 ・関連映像等 を電子宅配 し,朝 には携帯端末で電車 の中で読む ことがで きる。

新聞社セ ンター側

マルチメデ ィアデータベ ース

(マ ルチメデ ィア取 材 ・編 集体制)

電波放送(片 方向)

(CS,BS,FM

文字放送 など)

トランザ クション

データベ ース

(社 内外複数)

CATV網

電話 回線又 は

デ ータ通信回線(ISDNな ど)

マルチメディア 情報通信 ソフ トウェア

端末側マルチメデ ィアデ ータベ ース

/ト ラ ンザ クションソフ トウ ェア

検索/表 示/ク リッピング ソフ トウエア

i← 一一携帯型電子新聞端末

A4判(な い しB5判)

厚 さ1セ ンチメー トル

重量500グ ラム以下

カラー液晶デ ィスプ レイ

デジタル移動体通信機能

メモ リーカー ドス ロッ トル

図2-1携 帯型電子新 聞のサ ー ビス概念図
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すべての操作 はアイ コンをペ ンタ ッチす るだ けで,誰 で も手軽 に読みたい ジャンルの記事,写

真,グ ラフや音声を引 き出せ る。満員電車の中で も新聞を小 さ く折 る必要 もない。 イヤホー ン

で読みたい記事の図表を見なが ら,聞 くこともで きる。 自分 の行 きたいイベ ン ト情報を発 見 し

たときは,即 座 に トラ ンザ クシ ョン機能を使 って,商 品を注文 した り,チ ケ ッ トを予約 ・購入

で きるとい った消費者市場を意識 した もので ある。

2.'3実 施 結 果

2.3.1携 帯型電子新聞 プ ロ トタイプのコンテンツ作成

(1)コ ンテ ンツの基本的 フ レーム ワーク

今回開発す るプロ トタイプの コンテ ンツの ファイル構造は,図2-2に 示 したよ うに①

定時情 報,② 速報情報,③ 遡及(ク リッピング)情 報,④ 用語解説,⑤ サ ウン ド(BGM)

か ら成 り立 って いる。

① 定時情報エ リアには,ニ ュース及びニュースのバ ック情報,広 告な どが収録 され る。

紙メデ ィアの新 聞が毎朝宅配 されて くるよ うに,携 帯電子新 聞 も文字,写 真,CG,映

像,音 声 などか らな るマルチメディア編集情 報が,衛 星通信 あるいはB-ISDNな ど

によって夜 間の うちに電子宅配され る。ユ ーザは文字を読 む代 わ りに図表や写真を見 な

が ら音声 で聞 くこともできる。今回は音声情報 として アナ ウンサーが朗読 した情報を別

途収録 し,オ プ シ ョンによ りテキス ト情報 と音声情報を選択 で きるよ うに した。将来 は

携帯型電子新 聞端末機 に内蔵 されるソフ トウェアによ って,テ キス トか ら音声への 自動

変換が考 え られ る。

② 速報情 報エ リア には定時情報を受信 した後 新 しく発生 したニ ュースが収録 され る。

現在発生中のニ ュースは,自 宅やオ フィスであれば衛星通信や電話 回線で,屋 外であれ

ば移動体通信な どで リアルタイムに見 ることがで きる。

③ 遡及(ク リッピング)情 報 エ リアには,新 聞購読者が必要な記事 を切 り抜 いて フ ァイ

ルす るよ うに,電 子新聞の定 時 ・速報情報を クリッピング して収録 で きる。 テキス ト情

報で あれば3ヵ 月 間は蓄積可能であ り,い つで も必要に応 じて検索で きる。長期 間にわ

たる遡及記事 は,別 途用意 されるフラ ッシュメモ リーカー ドやCD-ROMな どのパ ッ

ケー ジ情報を利用す ることもできる。あ るいは新 聞社のデータベ ースか ら直接検索す る

こともで きる。

④ 用語解説エ リアには,日 経 の経済新語字典 や人名 ・地名などを収録 し,定 時情報 や速

報情報の記事の用語解説を参照で きる。
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内 容

①定時情報

(ニ ュース ・広告)

②速報情報

③遡及(ク リッピング)

情報

④用語解説

⑤サウンド

(記事と連動)

メ モ リ ー カ ー ド

',- ,,'

雛 構

更新頻度

毎 日,夜 間配信

リアルタイム,移 動体通信

逐次ユーザ更新

3ヵ 月間蓄積可能

1年,追 加,削 除,修 正

夜間配信

契約 ・購入時

図2-2プ ロ トタ イ プデ ータ フ ァイ ルの 構 造

⑤ サ ウ ン ド(BGM)は テキス ト情 報 と連動 してお り,ニ ュース画面 のバ ックグラ ン ド

ミュージ ック(BGM)と して利 用 され る。BGMの 切替えはオ プ シ ョン指定 により,

ユ ーザが 自由に操作で きる。

② 素材デー タ及びフ ァイル容量

携帯型電子新聞プロ トタイプの コ ンテ ンツ作成 に当た っての素材 は,紙 メデ ィア新 聞と

の比較を可能に し,そ の特徴 を明確 にす るため,次 の特定 日付の 日本経済新聞を使用 した。

①1994年8月20日(土 曜 日)付,日 本経済新聞朝刊の一部

② 各記事 に関係す るニュース映像(テ レビ東京による提供協力),CG等

③ 各記事 に関す る遡及記事データ

④ その他(広 告,1995年1月 のテ レビ番組欄等)

記事本数 はフルテキ ス トで約140本,遡 及記事約160本,写 真及 びCGは 約100枚,動

画 は11記 事で約12分34秒,音 声情報 はヘ ッ ドライ ンが62本 で約13分,ナ レー シ ョン(記 事

の朗読)が25本 で約25分 である。 これ らを合わせて フ ァイル容量 は約223メ ガバイ トであ

る。
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(3)広 告の扱 い方

現在の新 聞が 家庭 への配達料金を含めて月 額4,300円(日 本経済新 聞)と 低 価格 で提供

できるの は,掲 載 され る広告に負 うところが 大 きい。携帯型電子新聞が,現 在の紙メデ ィ

ア新聞 と同 じよ うに消費者市場 に浸透 してい くためには,で きるだけ低廉 な価格設定が必

要であ る。 そのため には,広 告の扱い方が大 きなポイ ン トとな る。

電子新聞 に収録 され る広告 は,紙 メデ ィア新 聞の ようにめ くって い くことによって 「思

いが けない 出会 い」 とい った広告効果は期待で きない。ユーザが広告 を参照す るとい う行

動は,情 報 と して の 目的意識を もっての検索 であろ う。その一つのサ ー ビス形態 として ト

ランザ クシ ョンサー ビスが考え られ る。また,4thWave,Inc.のJohnLatta氏 の調査 に

よると,米 国で は最近,CD-ROMを 起動 した際 に製品の ビジュアル広告 を3～4秒 間

画面表示す る,い わゆ る雑誌の裏表紙広告 のよ うなカメオ広告が登場 してい るとのことで

ある。 この広告 に対 す る消費者の反感 はない との ことであ る。本プ ロ トタイプでは,ウ イ

ン ドウ画面 を設 けて絶えず広告を流 し,ク リックす ると広告の詳細が 表示 され る方法 と,

広告データベ ース と しての新製品情報をメニ ューに加え る方式を とってい る。後者 は,今

回実験で きなか ったが,新 製品情報 メニ ューか ら トラ ンザ クションサー ビスへ の連動を考

慮 した もの であ る。
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(4)全 体 の フ ロー チ ャー ト

全 体 フ ロー

国 テキス ト

国 図表 ・静止画 ・写真

囮 音声

匝1映 像

プログラム起動

1
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国 画

↓
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(5)基 本的な画面構 成

1

メイ ンウイ ン ドウ プル ダ ウ ンメ ニュ ー

常 に表 示 され る。

見 出 しウ ィン ドウ

ボ タ ン

画像 表示 等 の多用 す る機 能 は、

ボ タ ン も表示 す る。 ボ タ ンは表

示 しな い こと もで きる。

見 出 しウイ ン ドウ

記 事 の見 出 しや 自分 の い る

位 置 を表 示。 文 章 の長 さに

よって文 字サ イズ を変 え 、

1行 ない し2行 で表 示 。

記 事 ウ イ ン ドウ

テキ ス ト、動 画等 はそ れ ぞ れ

ウイ ン ドウを開 いて 表 示。 静

止 画 メ ニュ ー等 の場 合 は全 体

を使用 。

広告ウインドウ

広告コピーが左右にスクロー

ルし、更にクリックに応 じて

詳細広告情報(静 止画、テキ

ス ト等)を 表示する

メニ ュー表 示例

がぼ あエ

己事の参 照 一主 要 見 出 しか らtg4年8月20日

本文(記 事)表 示例

メニュー 参照 検索 その他

総人ロ|億2432万 人、3月 末の住民基本台帳一 格差2.

拡大。

226倍 に

(概要)自 治省が十九日発表した住民基本台帳に基づく今年三月三十一
日現在の人口、世帯、人口動態の調査結果によると、全国の人口は一億
二千四百三十二万二千八百一人で、前年より三十六万五千三百四十三人
増加した。増加率は○記一 の〇 三〇%を 下回り六七年度
の制度発足以来、最低

li`禦轟謝
謝との人口格差が二倍

(一部推3t)に 増える

平均人数も二 八五人と過去最
回った。また、今匹⊇-

il芙議 § 惑1

、 い 一 ヂ

番組呼出し時

本文(静 止画)表 示例 広告表示初

電ゾ診療≡ざ麹 遮 陣すぴ
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2.3.2携 帯型電子新聞端末の基本構成

電子新聞端末の基本構成 を模式図 にまとあたのが図2-3で ある。携帯型電子新聞プロ ト

タイプ開発 ワーキ ング(サ ー ビス形態検討)委 員会で詳細に検討 した情報伝送手段(片 方 向

・双方向)の ほか ,ハ ー ドウェアの カギとなる表示装置,並 びに外部記憶装置 にっいて,考

え られる選択肢の組み合わせを示 した。

おおまかにいって,電 子新聞端 末ハー ドウェアは次の2形 態に分 けて考え ることがで きる。

一つ は基本的に家庭やオ フィスの決 まった場所に据 え置 いて
,有 線 での通信が可能 なシステ

ム。 もう一つが,今 回 メイ ンに考えて いるかばんの中に入れて簡単 に持 ち運べ る薄型軽量の

電子新聞端末で,無 線方式での情報収集が可能 なタイプの ものであ る。

われわれの構想す る電子新 聞の基本的な利用形態 は,こ の据え置 きの端末 に夜 間に翌 日の

新 聞の大量のデ ジタル情報 を電子宅配 してメモ リーカー ドなどに情報を蓄積 し,翌 朝 メモ リ

ーカー ドを脱着 して携帯型端末(ビ ューア)で マル チメディア情報を検索 ・表示 させ るとい

うものである。 もちろん,こ の二つ の端末 は一つ のハ ー ドに統合す ることがで きる。

まず,据 え置 き型端末で は,利 用可能 な通信手段 として,通 信衛星(BS/CS),CA

TV網,B-ISDN,そ して もちろん公衆電話網 などが考 え られ る。衛星通信 は無線方 式

であ るが,BS/CSア ンテナ は指 向性 が強 くサイズ的 にも持ち運 びは困難なので,実 質的

に は有線通信 と同 じく,据 え置 き型端末での利用 となる。BS/CSを 利用すれば,リ アル

タイ ムで,し か も規模の経済性が はた らきユーザ数が増え るほど通信料金 は安 く,大 量の マ

ル チメディア情報を伝送す る ことが可能である。持ち運ぶ ことを考えないので,表 示装置 は

従 来のCRTや,又 はTVモ ニ ターで もかまわな い。外部記憶装置 はメモ リーカー ドの他,

ハ ー ドディスク ドライブ(HDD)も 利用できるだ ろう。 もし,家 で しか新聞 は読 まない,

しか も決 まった場所で読 めれば いい,と い うユ ーザがい るな らば,今 回の携帯型電子新 聞の

基 本 コンセプ トか らは外れ るが,こ の据え置き型端末だけで も用が足 りることにな る。

次 に,携 帯型電子新 聞端末で は,利 用可能な通信手段 として,FMデ ータ伝送,PHSな

どの携帯電話 システムが有望で ある。表示装置は携帯性を考 え ると,2000年 頃までの技術動

向か らみて現実的なデバ イスは液 晶 しかないだろ う。外部記憶 装置 として はハー ドデ ィスク

と同様 に書 き換え可能で,電 源を切 って も記憶内容が失われない フラ ッシュメモ リーカー ド

が軽量小型で理想的だが,ハ ー ドデ ィス クよ りかな り高価 にな るので,採 用 にはコス トとの

兼 ね合いが必要 と思われ る。

先に述べたように模式図で はこの ように2形 態に分けて考え たが,実 際の端末 は携帯 型の

一 つのハ ー ドで あり,有 線又 は衛星 とア ダプターを介 して接続可能 なイ ンタフ ェースを備え

ていればよい。携帯 中に もリアル タイムで情報を取れ るFM,PHSな どはオ プ ションと考

え ることがで きる。
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BS/CS

文 字 放 送

;ATV網

B-ISDN

公衆電話噸

FM

片方向通信 表示装置

家庭用 ・電子新聞端末

(PC,セ ットトップ)

双方向通信 外部記憶装置

片方向通信 表示装置

携帯型 ・電子新 聞端末

(A4判,厚 さ1セ ンチ)

双方向通信 外部記憶装置

図2-3電 子新聞端末の基本構成
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TVモ ニ タ ー

CRT

HDD

フ ラ ッシ ュ

メモ リー

カ ー ド

カ ラ ー 液 晶

デ ィス プ レイ

フラ ッ シュ

メ モ リー

カ ー ド



2.4今 後 の 課 題 と 展 望

2.4.1は じめに

昨年度の 「新 しい電子情報サー ビスに関す る調査研 究」の結果 を受 けて,今 年度 は携帯型

電子新聞のプロ トタイ プを開発す ることにな った。 コ ンピュー タの出現 とと もに進 むか と思

われたペイパ ー レス化 は,む しろ反対 に紙使用の増加 とい う結果を生 じて しまった。 しか し

近未来には,遠 か らず紙 メデ ィアの新聞か ら電子 メデ ィアの新聞に移行す るなど,本 格的な

ペイパー レス化を指 向 して いる。特に,ノ ー トパ ソコ ンやパ ーム トップ コンピュータやPD

Aな どの普及に よって,携 帯型の電子新聞が現在 の紙 メデ ィアの新聞の役割 の一部 に置 き代

わ る可能性 は小 さ くない。

本委員会で は,電 子新 聞のコンテ ンツと電子新 聞のサー ビス形態 とに分けて ワーキ ンググ

ループを組織 し,プ ロ トタイプ開発 を行 って きた。特 に コ ンテ ンツにっ いて は,携 帯型 とい

う枠を外 して,近 未来の電 子新聞のイメージ作 りとい う視点 か ら,慶 鷹義塾大学湘南藤 沢キ

ャンパス(SFC)のMMM(MultiMediaModeling)プ ロジェク トの学生 メ ンバー達か らも

アイデ ィアを出 して もらう形を取 った。

2.4.2電 子新 聞の コンテ ンツ

最初 に電子新聞の位置付 けを明確 に してお く必要 があ る。電子 メディアの新聞は紙 メディ

アの新聞 と共存すべ き ものか,そ れ とも置 き代わ るべ き ものか。 あ るいはまた,電 子メディ

アの新聞 とテ レビとはどのよ うな棲み分 けをすべ きか,わ れわれが これまで に議論 した範 囲

では,電 子メディアの新聞はネ ッ トワーク社会での新 しいジャーナ リズムの一つで あ り,従

来の紙 メデ ィアの新聞やテ レビなどの果 た して いる役割 と一定の部分 は重複す るけれ ど も,

それ らに置 き代 わる もので はない。即ち,テ レビの もつ ニ ュースの速報性 や,新 聞の もっ質

の高い報道や教養 文化 の啓蒙 とい った機能を部分的 に含 む。 また,ネ ッ トワー ク上 でア クセ

スできるデータベースへのイ ンタフェースの役割 も果 たす。

電子新聞 は,次 の よ うなキーワー ドで特徴付 けすべ きであ る。まず第一 に,楽 しくわ くわ

くす るよ うな メディアで あること。新 しい技術が可能 にす る電子新聞が,社 会 に定着 し生活

に浸透す るには,相 当の魅力を もった ものでなけれ ばな らない。意外 と保守的な ジャーナ リ

ズムの世界 に新 しい切 り口を もち込む には,わ くわ くす る楽 しさ とい う性格を欠 くことはで

きない。

二番 目に,イ ンタラクテ ィブな メデ ィアであ ること。情報の供給側 が一方的 に利用者 に情

報を流すだ けのメディアな ら,ネ ッ トワーク環境を利用す る意味が少ない。 マルチメデ ィア
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の もつイ ンタラクテ ィブな性格 を,電 子新 聞で もフルに生かすべ きであ る。

第三に,前 項 とも関連 してい るが,利 用者が カスタマイズで きるメデ ィアであること。イ

ンタラクティブで あれ ば,利 用者が それぞれの好みに応 じたサー ビスを受 けることがで きる

はずであ る。 そ うしたカスタマイズの仕掛 けを用意 してお くことで,こ れ までの紙 メデ ィア

の新聞 とは異 な ったメディアにな る。既 に1980年 代半ばに,MITの メディアラボのニ ュー

ズ ピークの研究 グループが,そ のよ うなコ ンセプ トを取 り込んだ プロ トタイプを制作 して い

る。

第四 と して,視 覚情報 をよ り重視 し,動 く新聞 という形であること。紙 メディアで あ って

もコンピュー タデ ィスプ レイで あって も,二 次元の情報表現であるとい うことは同 じで ある。

しか も新聞紙 に比 べて,コ ンピュータディスプ レイの方 はず っと画面が狭 い。そ こで,画 面

に表示す る情報に動 きを もたせ ることによ って,三 番 目の次元 を導入 し∫ 限 られた画面 の大

きさを有効 に使 うべ きであ る。 また,文 字 中心の情報表現では,ま だ紙メディアの方が電子

メデ ィアよ りもず っと優位にある。む しろ映像 などの視覚的な情報表現を多用す ることで,

電子メデ ィアの優位性を確保 できる。

ここで動 く新聞 とは,単 に ビデオ映像 を多用す るとい うだけではない。む しろ,従 来 の新

聞記事の一次元的な書 き方でな く,電 子新 聞向きの平面 プラス動 き とい う三次元的な書 き方

を,新 しく確立 して い く方向を考 えるべ きである。 この点 に関 しては,慶 応義塾大学SFC

学生の明田守正君が,最 初のアイディアとプ ロ トタイプを出 している。 ここを出発点 と して,

電子 ジャーナ リズムのあ り方を新 しい視点か ら見直 してみる ことは,極 めて大 きな意義があ

る。

電子新聞が視覚情 報を重視す るとはい って も,音 声音響を利用す ることもまた大切で ある。

音声音響 もまた,も う一つの次元を与えて くれるか らで ある。単 にBGMを 流すだけ とい っ

た使い方だ けでな く,部 分的に記事内容 の朗読 を伴 うなど,積 極的 な利用方法 を講 じるべ き

であ る。一般 に耳で聞 いた内容 は意識のなか に停留す ることが多 い。 そ うした残留 した情報

の断片 を画面上の情報表示 と重ね る ことによ って,人 間の体験記憶 を強め,記 事を立体 的に

伝達する ことがで きる可能性がある。

2.4.3サ ー ビス形態

電子新 聞の普及で最 も大 きな問題は,情 報伝達方法 と,財 政的な経費 回収方法である。情

報伝達に関 しては,テ レビの ような無線方式,電 話のよ うな有線方 式,本 やCD-ROMの

ようなパ ッケー ジ方式 をすべて採 り入れ た多面的な ものにすべ きであろ う。新聞の縮刷版や

用語辞典の ような内容 は,CD-ROMの パ ッケー ジと,イ ンターネ ッ トのよ うな回線 とを
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使 い分 ける。定時情報 につ いて は,や は り回線か ら夜間にダ ウンロー ドす る。そ して速報性

のある情報 は,移 動体通信 ・PHSの よ うに無線通信によ る。それ らを合わせた複合体 と し

て,一 つの電子新聞を形作 ることになる。サー ビス形態の ワーキ ンググループでは,そ れぞ

れの方法 ごとに,現 在か ら近未来 にか けての技術 水準を見積 り,そ れぞれの役割分担 を考察

している。

経 費回収の しくみ と しては,紙 メディアの新聞では講読料 と広告料があ る。 テ レビの場合,

NHKは 視聴者か ら一律料金 を徴収 しているが,民 放 は広告収入ですべて まかなってい る。

また有料テ レビにっ いては,使 用頻度 に応 じた料金徴収をす ることができる。それでは電子

新聞 はどうすべ きか。 カス タマイズ機能が強力であれば,読 者が特に興味を もたない広告 を

強制的に見せ ることは困難 にな る。 もちろん見た くなるよ うな広告を工夫すべ きで はあ る。

しか し紙 メディアの新聞の特徴の一 つであ る,思 いが けない出会 いとい った性質 は,電 子新

聞で はあまり大 きな期待 はで きない。む しろ,特 定の情報 を求 あて検索す る型での広告の方

が,電 子新聞で は重 みを増す ことであろ う。

それでは講読料の方 はど うか。紙の新聞 とい う 「もの」 と比べて,電 子新聞 とい う手で触

れ ることができない 「ソフ ト」 に対 して,講 読者 は本当に適正 な金額を快 く支払 って くれ る

か。 日本の社会の慣 習で は,ま だまだ ソフ トに対す る経 済価値 を低 めにみ る傾向が残 って い

る。それでも最近 は,家 庭用 コンピュータの ソフ トなどを始 め,ソ フ トが有料の情報 である

とい う概念が,よ うや く一般 に浸透 して きた。二十年前 とは大 きな違 いだ といえ る。電子新

聞の講読料 について も,そ れを認知す る風土 に落 ち着 くことは,時 間が解決 して くれる こと

を期待 しい。

2.4.4お わ りに

電子新聞はニュースを伝 え るための ものか,そ れ ともデ ータベ ースか ら情報を検索す るこ

とが主 な役割か。昨年度 の調 査結果 では,遡 及情報 の検索の方 に大 きな期待を もってい る人

が多いとい う結果が 出ていた。一般 に何 か新 しいものが,二 つの異な る性格の どち らで ある

かを論 じる場合,ち ょうど現代物理 学で光が粒子か波動か を論 じたの と同 じ結論になるよ う

に思 う。即ち,光 は粒子で もあ り,波 動 で もあ った。同様 に,電 子新聞 はニュースを伝え る

ための もので もあ り,デ ータベ ースか ら情報 を検索す るための もので もあ る。 この両面性 を

生か したデザイ ンをす ることで,紙 メデ ィアの新聞やテ レビにはない,電 子新聞独 自の性質

を確立す ることがで きるので あろ う。

今回のプロ トタイプ開発結果,今 後5～6年 の間にコス ト的に も実用化可能 と思われ る,

一般家庭向け携帯型電子新聞 の コンテ ンツ
,ま た,情 報伝送手段を柱 とす るサー ビス形 態が
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徐 々に明 らか にな って きた。 しか し,携 帯型電子新聞のプロ トタイプ開発 は,ま だ その端緒

についたばか りであ る。 まだまだ多 くの アイデ ィアが出て くる余地が あ り,そ の可能性 も高

い。今後 もう何年かの試 行錯誤を経過す ることによ って,本 当の電子新 聞 とは何か,何 で あ

るべ きかが見 えて くることであろ う。
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3SPORTSPOWERINDEXの

パ イ ロ ッ ト版 デ ー タ ベ ー ス の 構 築
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3.SPORTSPOWERlNDEXの

パ イ ロ ッ ト版 デ ー タ ベ ー ス の 構 築

3.1は じ め に

3.1.1SPORTSPOWERlNDEX(ス ポーツパ ワーイ ンデ クス)と は

「スポー ツパ ワーイ ンデ クス」は,当 社(㈱ ビデオ ・リサ ーチ)が スポーツ ビジネスをサ

ポー トす る情報サ ー ビスとして,平 成5年 度 よ り調査,デ ータ収集,ま た一部販売を実施 し

て いる ものであ る。

Jリ ーグの発足 とその爆発的な人気 の獲得 は,ス ポーツが社会現象 の一 つの流れを生 み出

す ことを改 めて示 し,ス ポーツが新たな脚光 を浴 びた ことは記憶 に新 しい ところであ る。現

在 国内で は,毎 日何 らかの スポーツイベ ン トが 開催 されてお り,そ の件数 は年 間5,000件 以

上 に も及 んでい る。 また,新 聞 ・テ レビ等のマスメデ ィアを通 じてスポー ツについての さま

ざまな情報 が届 け られてお り,そ の数 は,TVの スポーツ中継番組 で は年間4,000本 以上,

TVニ ュースでは年間20,000件 以上,ま た,新 聞では一般紙1紙 当た り年間10,000件 以上 と

いった膨 大な情 報量 に及んで いる。 これ らの情報がスポーツの人気 や普及 に大 きな影響を も

た らして いると考え られ るが,そ れを総合的 に裏付 けるデータはこれ まで に存在 してお らず,

特 にTVニ ュースに関 してはその内容 ・パ ブ リシティ量を把握す る ことは困難で あった。

一方,ス ポーツにはさまざまな企業 や団体が支援を行 ってお り,資 金援助 か ら商品提供,

人的 な支援 までその幅は広 く,一 説 にその市場規模は全体で4兆 円を超 え るともいわれてお

り,今 後 とも成長 が予想 されている。更 に地方 自治体で も 「地域 興 し」の施策 と してスポー

ツを活用 す るケースが増えてお り,ス ポーツに関する総合的な動向や,ス ポーツイベ ン トの

効果測定が求め られて いる。

「ス ポーツパ ワーイ ンデ クス」 はこれ らのニ ーズに対応す る もので,ス ポーツイベ ン トの

開催情報 を核 として,TV中 継やニ ュースの紹介状況 や,ス ポーツイベ ン トへ の企業の協賛

動 向を イベ ン トごとに体系付けてデ ータの収集 を行 ってお り,観 客動 員,TVの 視聴率 を始

め としてTVニ ュースでの各スポーツイベ ン トの紹介状況,協 賛企業別 の集計 な ど,さ まざ

まなマーケテ ィ ング指数の提供 を可能 とす るものであ る。 また,一 般 生活者を対象 としたス

ポーツ意識調 査 も実施 しており,競 技別の支持層のプロフィールや,各 々の スポーツイベ ン

トの認 知,ス ポ ンサ ー企業のイメー ジとい った側面か らの情報の把握 も行え る。

更に 「スポーツパ ワーイ ンデ クス」で は,こ うした各種データの総合的 な分析 と検証を通

して,ス ポーツイベ ン トにっいての統一 的な指標の提供を 目指 して い る。 これによ り,ス ポ
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一ツイベ ン トの相対的な位置付 けや ,イ ベ ン トへ の協賛の効果の測定を行 うツールと してだ

けでな く,統 一的 な指標 をベ ースに した 「スポーツイベ ン トビジネ スの活性化 」及 び 「競技

の振興」 に貢献す るサー ビスの提供を意図 してい る。

3.1.2ス ポ ーツパ ワーインデクスのデ ータベ ースの構築 について

前述の ようなサー ビスの提供 に当た って は,多 方面,か っ膨大 な情報の一 元的な管理がそ

の前提であ り,ま た,実 際の活用 シー ンと しては,そ れ らの情報か ら必要 とす る部分を抽 出

し,相 互の比較 ・検討 とい った分析 とな るであろ う。 これ らの たあには,情 報のデータベ ー

ス化,及 びそれ らのデータベ ースを効率的 に管理す るシステムの存在が不可欠であ り,ま た,

実際のユ ーザ と して想定 されるマーケテ ィ ングの担 当者が 自ら活用が可能な操作性 を もっの

でなければな らない。

したが って,今 回のパイ ロッ ト版の データベース構築 において は,開 発が比較的容易で仕

様の修正 ・変更において も柔軟,か つ低 コス トでの対応が可能 なスタ ン ドアロー ンのパ ソコ

ン環境 で動作す るシステム として開発を行 った。 この システムの実 際の運用を通 じて,顧 客

のニーズの把握や,ス ポーツイベ ン トに関す る指標 の整備や検証,ま た,今 後の より本格的

なデータベース構築への ステ ップ となるべ く作業を開始 させた。

3.2仕 様 の 検 討

3.2.1パ イ ロッ ト版データベースの目的

「スポーツパ ワーイ ンデクス」を事業 とし確立 し成功させ るため には,各 々の情報を効率

的 に管理 し ・運用す ることが可能 なデータベ ース管理 システムの開発が不可欠 であることは,

企画の当初 の段階か ら確認 されていた ことではあるが,ど の ような情報をデータベ ース化す

るのか,ま た,そ れを定期的かっ効率 的に収集す る方法など,全 くの新規事業 とい うことも

あ り多 くの面で課題があ った。

そこで今回のパイ ロッ ト版データベースの構築 に当た って は,こ うした課題 を解決す ると

ともに,実 際の社内での運用を通 じて,業 界の統一的な指標 として のあ り方や,情 報の顧客

のニーズ に対応 した分析方法等を検 討す るためのツール と しての開発が開始 された。 ここで

提示 されたデータベ ース システムの要 求仕 様を集約す ると下記の よ うな もの とな る。

① 任意のスポーツイベ ン トを検 索条件 と して,抽 出されたデータを 「試合別」 「競技 カ

テ ゴ リ別」 「競技種 目別」な ど任意の単位での集計が可能 な こと

② 任意の企業を指定 して,そ の企業が協賛 したスポーツイベ ン トが検索で きること
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③ データベースの知識 のあま りない一般のユーザで操作が可能 な こと

④ 今後予想 され る仕様の変更 ・追加に対応が容易かつ低 コス トで ある こと

⑤ 必要 に応 じて他のア プ リケー ションでのデ ータの活用が可能 な こと

⑥ 将来的 に,「 検索 システム+デ ータ」を組み合 わせたパ ッケー ジ販売 を想定 した開発

を行 うこと

3.3検 索 ・集 計 シ ス テ ム の 基 本 構 成

① 「ス ポー ツパ ワ ーイ ンデ ク スの パ イ ロ ッ ト版 デー タベ ー ス」 の動 作 環 境

・本 体=日 本 語MS-Windows3 .1以 上 が 動作 す る機 種(1486以 上 の 機 種 を推 奨)

・メ モ リ:8M以 上

・OS=日 本 語MS-Windows3 .1以 上

② デ ー タベ ー ス 開発 環 境

・検索 プ ログ ラ ム 開発 言 語:MicrosoftVisualBasicVersion2 .0

・デ ー タベ ー ス フ ォーマ ッ ト:Btrieve形 式

3.4パ イ ロ ッ ト版 デ ー タ ベ ー ス の 機 能

3.4.1検 索 ・集計 プ ログ ラムの概要

「スポーツパ ワーイ ンデ クスのパイ ロッ ト版 データベース」の検索 ・集計プ ログラムの機

能は,「 検索対象 とす るスポーツイベ ン トの指定」 と 「抽 出された スポーツイベ ン トの表示

・再 集計」 に大別 され る。

まず,ス ポーツイベ ン トの検索指定では,

・競技 の開催情報(競 技名 ・日付 ・チーム名等)

・スポーツイベ ン トに協賛 した企業

を組 み合わせて指定 し,検 索結果 を画面に表示,又 はフ ァイル保存す ることがで きる。 また,

検索結果に対 して,

・イベ ン トのパ ワーの指数(観 客数 ・メディアでの露出など)に よ るラ ンキ ング

・競技の単位(種 目/競 技カテゴ リ/シ リーズ ・大会な ど)に よ る各指数 の再集計

などの集計処理が可能 である。
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3.4.2検 索 ・集計 プログラムの処理手順

(1)検 索条件の指定

① 企業 を検索条件 とす る場合

・ 「業種」,又 は 「企業名(漢 字)」 を指定 し,検 索候補 となる企業を絞 り込む

・候補企業か ら検索の対象 とな る企 業を指定 ,検 索を実行(画 面 出力 を ク リック)

② 競技(ス ポーツイベ ン ト)を 検索 条件 とす る場合

・検索 対象 とす るスポーツイベ ン トの開催 期間

:検 索 対象 とする 「競技名」 「競技 カテ ゴ リ」 「大会名」 「チーム名 」等 を指定

・最大5件 までの検索条件の指定が可能(そ れぞれ 「OR条 件」 とな る)
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③ 検索結果の一覧表示

・指定 した検索条件 に該当す るスポーツイベ ン トが表 示 され る

・抽 出 された項 目の うち,各 データにおいて共通す るものは画面上部 に表示
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図3-3検 索結果表示

④ 集計単位の切 り替え

・検索結果に対 して表示する単位(競 技種目/競 技カテゴリ/シ リーズ ・大会別/試 合

別)で 再集計をすることが可能

・集計結果は各画面ごとにファイルに保存することが可能
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3.5今 後 の 課 題

今 回の 「スポー ツパ ワーイ ンデ クスのパイ ロ ッ ト版 デ ータベ ースの構 築」 によ り,従 来の

「記録」を中心 と したスポー ツのデー タベース とは異 なる,ス ポーツに関連す る 「ビジネス」

をサ ポー トす るデータベース とい う新 だな情報提供 サー ビスの第一歩を踏み出す とい う当初の

目的に は達す ることがで きた もの と考 えてい る。

しか し,仕 様 ・機能の双方 ともにまだ不十分 な点 もあ り,今 後 とも改良を続けていきた いと

考 えている。具体的な開発 の課題 と しては下記の よ うな点を検討 して いる。

3.5.1機 能の拡張

今回のパイロ ッ ト版の開発では,ス ポーツという未知 の領域 をテーマ と した こと もあ り,

扱 うデータの領域,各 機能の仕様の決定 などにか な りの時間を費や して しまい,シ ステム開

発 の進行に大 きな影響 を及ぼす結果 とな って しまった。以下 の点 は早急 に改良 したい ポイ ン

トである。

・検索結果の プ リン トアウ ト

・検索結果の グラフ表示

・検索速度の向上

・ユーザイ ンタフェー スの見 直 し

3.5.2デ ータベース内容の拡張(意 識調査 のデータベース化)

パイロ ッ ト版 においては 「スポー ツパ ワーイ ンデクス」で調査 ・収集 して いる情報 の うち
,

スポーツイベ ン トの 「開催情報」 「メデ ィア露 出」 「企業協賛」についてデ ータベース化の

作業 を行 う一方,「 スポーツへの関与度」 「協賛企業の認知 ・イメージ」な ど意識調査の情

報にっ いては,調 査項 目が多岐にわた ること,ま た,日 数 の不足 などの理 由か らデータベ ー

ス化を見送 らざるをえなか った。意識調査の情報をデータベース化す ることで,既 存 のデー

タベースと連携す ることによ り,「 メデ ィアへ の露 出状 況 と競技への関与度 との関係」 「企

業の協賛状況 と企業認知度 ・イメー ジとの関係」等,よ り多角的視点か らの分析 ・検証が可

能 となる。

3.5.3新 たなサー ビス提供形態の検討

現在の 「スポーツパ ワーイ ンデ クス」 のデータベ ースは,単 体のパ ソコ ン環境 でのみ動作

す るものであ り,今 後,よ り有効かっ広範囲 な情報活用を 目指 して,次 に挙げ るよ うな形態
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でのデータ提供サー ビスの実現性 を構想にいれてい る。

・検 索 システムとデータを組 み合わせたCD-ROM等 によるパ ッケー ジ販売

・パ ソコン通信や イ ンターネ ッ トでのオ ンライ ンデータ提供サー ビス

・ 「TVニ ュースの 内容データベース」の構築(ス ポーツに限定せずニ ュース全般を対象)

・TV中 継 やニ ュースにおいて画面 に登場 した 「ロゴマー ク」の露 出量の測定サー ビス

3.6ま と め

㈱ ビデオ ・リサーチでは,テ レビ視聴率調査を始 めと して,各 種の メディア,及 びマーケテ

ィング分野での リサーチ事業を中心 と してさまざまな形態の情報サ ー ビスに携わ って きた。

今回の 「スポーツパ ワーイ ンデ クス」は こうした中で,イ ベ ン トなど新 たな事業展 開への第

一歩 と位置付 け られ
,ま た,パ イ ロ ッ ト版 データベースでの経験が新 たな情報サー ビスの開発

につ なが るもの と期待 している。
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4画 像付 き地 図資料デ ータベ ースの

プ ロ トタイ プの作 成

財団法人 地図情報セ ンター





4e画 像 付 き地 図資 料 デー タベ ー スの プ ロ トタ イ プの作成

4.1画 像 付 き 地 図 資 料 デ ー タ ベ ー ス と は

4.1.1本 データベースの基本的考 え方

地 図資料 のデータベ ース化は,地 図資料の 内容 ・形式があま りに も多岐 にわた るため,一

般 図書 と比 べ るとはるか に遅れてい る。

従来,㈲ 地 図情報セ ンターを始 め,さ まざまな機関が地図資料の データベ ース化 に対 して

アイデ ィアを提供 し,あ るいは技術 開発 を行 って きた。 しか し,そ のほ とん どは文字情報 に

よ るものであ る。 もちろん,文 字情報 の有用性 は極めて高 く,更 に研 究を進 める必要が あろ

う。

しか し,地 図 とい う極めて ビジュアル な資料を,い かに詳細 に文字 で表現 して も限度が あ

る。 この点,絵 画や写真な どの画像情報 のデータベース化技術が大 いに参考 にな る。本研究

では,さ まざ まな形 の地図資料 に合 わせて,文 字 ・画像両情報 の長所 を生か したデータベ ー

ス構築 を研 究 しよ うとす る ものであ る。

現実 問題 と しては,画 像を主 とす るデータベース化 ではな く,文 字情報を主,画 像を従 と

す るデー タベース化が有効であ ると考え られた。通常 のディスプ レイで検索す ることを想定

した場合,画 像 を主 とす る ものでは現在の技術では不十分 であると考 え られ るか らで ある。

こう して画像付 きの データベース化 を想定 し,研 究を進め ることとした。

4.1.2本 データベースの意義 と特徴

(1)地 図の もっ特異性

地 図 は,例 えば,国 土地理院発行 の1万 分1・2.5万 分1・5万 分1地 形 図,20万 分1

地勢 図な どの,い わゆる シリーズ地 図(こ こでは,統 一 された縮尺,図 式規定 に従 って作

成 された地図を指す)で は,例 えば 日本国際地図学会30周 年記念r近 代 日本地図集成』 に

おけ る分類項 目(一 部加筆修正)を み ると,

0:整 理番号1:発 行機関2:図 の番号

3:シ リーズ名,図 葉名4:縮 尺5:紙 の外寸

6:色 数7:測 量年 ・改測 ・補測な ど8:発 行年 ・印刷年な ど

9:購 入 ・閲覧場所10:備 考

の よ うにな ってい る。

これ は,シ リーズ地 図には十分な項 目であるが,主 題図の多 くは,シ リーズ化 されてい
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ない。 この シ リーズ化 されていない地 図類 では,地 図1枚 に1枚 ごとの シー トの項 目が必

要 にな って しま うことがある。

明治 時代以降 に作成 された地図類で は,比 較的統一 のとれた傾 向を もっ規格 が多 いので,

何 とか分類項 目を1～2増 やす こ とによ り解決 され るが,明 治時代以前のいわゆ る古地図

(以降,明 治 時代以前 に測量 ・印刷 ・発行 された地図を古地図 と称す る)で は,そ の規格

が まちまちで統 一性 に乏 しく,統 一化 された シー トで は,備 考,又 は,そ の他項 目に多 く

の情報が入力 され,逆 に,分 類項 目未記入 が増えて しま う。

(2)コ ーディ ング シー トの作成作業

㈲地図情報 セ ンターで は,シ ー ト作成 に当た り,上 述 の地図の特異性を考 慮に入 れた シ

ー ト,特 に,入 力すべ き項 目の選定 に,項 目策定 のたあの委員会を設置 し,多 くの時間を

費や した。

多 くの時間が必要であ った理由 は,上 述の問題点を踏 まえなが ら,従 来か ら,多 くのバ

ラエテ ィに富 む主題図,一 般図な どが印刷 され,学 校,図 書館,博 物館,資 料 館,文 書館

な どの諸施設で地図が所蔵 されて いるに もかかわ らず,統 一 された地図デ ータベースのた

めの シー トの項 目が定 まっていないたあ,標 準 的な基準作 りを も考慮 に入れ た シー ト並 び

に,項 目作 りを試みたか らであ る。

(3)画 像情報の必要性

地図情 報はデ ジタル的 ・アナログ的視覚資料であ るとい うことか ら,文 字情報ばか りで

はな く,画 像 の情報 に関す るデータベ ース も必要 にな って くる。

地図 には異な った種類の地図であ って も,ほ とん ど似た ような情報を もつ地図があ り,

見なければ区別がっかないとい う地 図 もあ る。 このよ うな場合 には,シ ー トを見なが ら,

地図見本をパ ーソナル コンピュー タデ ィスプ レイで見 ることがで きれば,学 問研 究 ・教育

の一助 となる ことは間違 いない。現在のデ ィスプ レイ上での色彩の豊富 さ,色 再現の正確

さはかな りの レベルにあ る。

一32一



地 図 資 料 の 選 定

↓

1
↓

撮 影 準 備コーディ ング シー ト設計1

テキス トデータベース設計
■ ■

画像
r

(地 図資料) 撮影
1コ ー デ ・ ン グ シー ト記 入 、

テキス トデータベース司
■

画 像 ス キ ャ ン

1
↓

画 像 デ ー タベ ー ス 設 計

1
↓↓

テ キ ス トデ ー タ 登 録 画 像 デ ー タ 登 録

1 1
↓

画 像 デ ー タベ ー ス完 成

図4-1作 業の流れ

4.2テ キ ス ト デ ー タ ベ ー ス の 構 成

4.2.1キ ーワー ドの検討

一般 に地図 には
,欠 かす ことので きない要素 ともいえ るものが ある。それ らは図名,1枚

の地図 に収 め られて いる範囲(地 域),縮 尺,発 行年,測 量年,発 行所,色 数,形 態その他

製作者,印 刷所等 々で ある。 しか し,本 研 究の対象 とな る地図資料=主 題図及 び外国の地 図

について,そ の特性 を十分に勘案 して シー トへの記入項 目の取 り決めを行 い,図 名 ・地域 ・

縮尺 ・発行所 ・発行年 ・測量年 ・形態 ・色数 とす ることと した。 これ ら以外 につ いて は備考

欄を広 く設 け,す べ て この欄 に記入す ることと した。更 に,地 図資料 自体の項 目以外に も整

理番号 ・保管場所 ・地 図資料受入年月 日 ・寄贈者等地図資料所蔵機関 として必要 な項 目を設

けることと した。
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整理番号 保管場所

図

名

(シ リーズ名)

地域名

縮 尺1=

寸 法 × ×

発
行
所

発行年 年 月 日(年)

測量年 年 月 日(年) 寄 贈 者

髭 一枚 もの 彩色 単 ・多 受入年月日 年 月 日(年)

備 考

図4-2コ ー デ ィ ング シー ト

4.2.2テ キス トデータベースの設計 ・記入

地図データはまず前述 した コーディ ングシー トに記入 された後,後 述す るような方法で写

真撮影 され る。 したが って,書 誌 データの記入 時期 と画像データの記入時期の間 にはタイム

ラグが存在 す る。 したが って,最 終 的な画像 デー タベースを作成す る以前 に,書 誌情報のみ

を記入す るテキ ス トデータベ ースを作成す る必要が あった。

テキス トデ ータベ ースの設計 と しては,使 用 アプ リケー ションが文字 ・数値形式や 固定長

といった概念 を もってお らず,レ コニ ドセル の中で体裁を整 えるために,改 行 を許す とい う

特異なスペ ックが あ り,最 終 的なハー ドコピー出力にお いては整 った印刷が で きるものの,

DOSア プ リケー シ ョンとの連携 においては多少 の こっを有す る。
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表4-1テ キ ス トデ ー タベ ースの フ ィー ル ド

フ ィ ー ル ド名 デ ー タ 形 式 デ ー タ 内 容 備 考

番 号 数字(可 変長) 5桁 シ リアル 空白値不可

保 管 場 所 文字 ・数 字(可 変 長) 地 図 情 報 セ ンタ ー定義 空白値不可

シ リ ー ズ 名 文字 ・数 字(可 変 長) 空白値,複 数値容認

図 名 文字 ・数 字(可 変 長) 原本に準拠 空白値,複 数値容認

地 域 名 文字 ・数 字(可 変 長) 地図範囲を含む地域名,地 図情報センター定義 空白値,複 数値容認

縮 尺 文字 ・数 字(可 変 長) 空白値,複 数値容認

寸 法 文 字 ・数 字(可 変 長) 縦 ×横 ×NUL(実 地 計測) 空白値,複 数値容認

発 行 所 文字 ・数 字(可 変 長) 原本に準拠 空白値,複 数値容認

発 行 年 文字 ・数 字(可 変 長) 西暦(年 号併記) 空白値,複 数値容認

測 量 年 文字 ・数 字(可 変 長) 西暦(年 号併記) 空白値,複 数値容認

形 態
文 字 ・数 字(可 変 長)

文 字 ・数 字(可 変 長)
94年 度 は一 枚 もの の み を対 象 と した

す べ て 同 一,空 白値 不

可

彩 色 数 文 字 ・数 字(可 変 長) 多 色 ・単 色 の2値 空 白値 不 可,2値 選 択

寄 贈 者 文 字 ・数 字(可 変 長) 地 図情 報 セ ン ター定 義 空白値,複 数値容認

受 入 年 月 日 文 字 ・数 字(可 変 長) 寄贈者に連動 空白値,複 数値容認

備 考 文 字 ・数字(可 変 長) 図 名等 が 旧字 体 の場 合,こ ち らに記 入 空白値,複 数値容認

4.3画 像 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム の 構 成

4.3.1画 稼 人力 システム

画像入 力 システムと して今回最大 の 目標 としたのは,

・システム全体が低価格で設置が容易 である。

・誰で も簡単に撮影や データベース化 ができ,特 別 な技術を要 しない。

・専門の スペースを用 いない。

・汎用性のあ る市販 アプ リケー ションを連携 させ る。

とい うことであ る。大 規模博物館や図書館な どは所蔵物 の撮影を行 う部署 やスペ ースが あ り,

専門の技術者や学芸員がその知識 と技術 により高度な撮影 を行 ってい る。 しか し,中 小 の博

物館 などで は,そ のよ うな資材 も人材 も技術 も乏 しく,し か も外部に委託 す る場合,多 額の

撮影料が必要 となる場 合が多 い と考え られ る。

4.3.2基 本 的な コン ピュータハー ドウ ェア

ハー ドウェアと して通常のパー ソナル コ ンピュータを使用す る ことに した。 これは最近 の

RISC技 術 によるCPUの ス ピー ド,メ モ リ空間の向上,メ モ リチ ップの急激な価格 低下

によるユーザメモ リの拡大な ど,比 較的低価格のパ ーソナル コンピュータが数年前 の大 型汎

用機や十数年前 のスーパ ーコ ンピュータに匹敵す る能力を有す るよ うにな って きたためであ

る。
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4.3.3画 像入力

(1)撮 影装置

地図資料 には,切 手やハガキ(切 手 ・ハガキ に印刷 されてい る地図)の よ うな小 さな も

のか ら,国 絵図のよ うに大広間でない と広 げ られ ないよ うな大 きさの もの まである。 しか

し当セ ンターに所蔵 されている地図資料 は,A4サ イズか ら四六サイズ(約78×109㎝)

の ものが多 い。 したが って,今 回 は四六のサイズに余裕を もたせ,90×120cmの 撮影装 置

を設計 した。

図4-3撮 影台の概要
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(2)ス キャニ ング

スキ ャニ ングについて は撮影方法 も含め幾つかの方法が考 え られた。

表4-2ス キ ャニ ングの手法

入 力 時 間 鮮 色
デ ー タ入 力 最 大 原 稿 最 小 判 読 デ ー タ

利用解像度 (セッティングは 明 表 特 記 事 項
方 法 サ イ ズ 文 字 容 量

含まず) 度 現

一 般 フ ラ ッ A4以 上の原稿の読み取
普 通A4 A4原 稿

トスキ ャナ 300dpi程 度 5分 程度 1～40M ◎ ◎ りは困 難 。 リ トライ は容
以 下 1㎜ 角

ダイ レ ク ト 易 。部 分 入 力 に適す る。

大 きさ に制 限 な し。 解 像

40万 画 素 程 四六原稿 度 は 最 も低 い。 リ トライ
電 子 カ メラ 制 限 な し 2分 程度 0.5～lM △ ○

度 50mm角 は 容 易 。 コ ン ピ ュー タ と

接 続 の必 要 あ り。

出来は撮影技術に依存。
制 限 な し 800dpi程 度 写真撮影

四六原稿 メディアの 再編 修 は困難 。
PhotoCD (光学 カ メ (フ ィ ル ム +CD焼 き 20M以 上 ◎ ○

20mm角 最大解像度ファイルは印
ラ使 用) 換算) 込み時間

刷 レベ ル 。詳 細 は後 述 。

スキャナと 読 み 解像度は印画紙サイズに
制 限 な し

写 真 ・印刷 取り範囲に 四六原稿 写真撮影 依存 。 整 理 が容 易。 ラ ン
(光 学 カメ 1～20M △ △

紙 スキ ャナ 依存(普 通 20mm角 +5分 ニ ン グコ ス トは高 い。 間

ラ使 用)
300dpi) に介 在 す るメディアが多 い。

印 画紙 スキ ャ ンよ り鮮 明
写 真 ・一般 制 限 な し 1200dpi程

四六原稿 度は高い。撮影条件は最
フ ィ ル ム ス (光学 カ メ 度(フ ィル 同 上 1～20M ○ ○

20mm角 も シ ビ ア 。 ラ イ ニ ン グ コ

キ ャナ ラ使 用) ム換算)
ス トは 高 い 。

(3)入 力解像度

地図資料の スキ ャニ ングにおいては,入 力解像度 は大 きな問題である。 ここでは35ミ リ

フィルムを基準 と して考え る。35ミ リフィルムは有効画像面積 は長辺35ミ リ短辺24ミ リで

ある,し たが って,短 辺 は約1イ ンチで ある。入力解像度を1200dpiと す ると24ミ リにっ

いて約1200ピ クセルの解像度 ということにな る。 これを全画面 に地図を撮影 した とす ると,

地図サイズによ って判読で きる文字サイズが決 まって くる。例えば主要 なサ イズであ る90

×70cmの 地図の場合,短 辺70cmが1200分 割 され るわけであるか ら,1ピ クセル 当た り地 図

上で約0.6mmの 解像度 とい うことにな る。実際 は有効面積上の誤差な どもあ り,1ピ クセ

ル当た り0.7mmの 解 像度 であろ う。それでは実際の地図上 の1cm角 程度 の文字が1200dpi

で判読可能か とい うと一概 にそ うとは限 らない。それは コン トラス トによ るハ レーシ ョン

や文字 の形態等に よるか らであ る。一方,解 像度を上げていけば,よ り細 かい文字が判別

で きるか とうい とこれ も問題 である。 まず,カ メラ レンズの解像度の問題 があ る。更 にフ

ィルムの粒状性,フ ィルムのラチチェー ドなど,阻 害要因は数 限 りな く存在 す る。例えば,
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白地 にグ レーの コンター(等 高線)な どはフィルムの表現範囲を超 えて いる。 また,使 用

したスキャナー(NIKONCOOLSCAN)の 最高解像度で はISO100程 度 のポ

ジフィル ムの粒状性 まで拾 って しまう。

表4-3PICT画 素数 とフ ァイル容量

PICT画 素数 24bit(PICT/JPEG) ユ6bit(PICT/JPEG) 8bit(PICT/JPEG)

840×1200dpi 2.9/0.2MB 1.7/一 0.9/一

1260×1800dpi 6.49/0.3 4.07/一 2.12/一

2520×3600dpi 26,0/1.2 16.4/一 8.4/一

また,フ ァイル容量 も大 きな障害にな る。PIcTで は1260×1800dpiで さえ も約6.5

MBと い う大 きなサイズとな って しまい,フ ロッピーデ ィスクで は分割 しなければ入 らな

い。

(4)画 像 フォーマ ッ ト

フ ァイル,特 に画像系 のフ ァイル はその性 質上,巨 大 データ量 を要求す る。JPEG

(JointPhotographicExpertGroup)は フルカラーを非常 に効 果的に圧縮で きる技術で あ

り,最 高で ソースデータの1/100程 度 まで圧縮が可能 である。JPEGが 他の圧縮アルゴ

リズム と最 も大 きく違 うのは非可逆的な圧縮方式 であ るとい う点であ る。っ ま りJPEG

アル ゴ リズムはソースデータを劣化 させ ることによ って高い圧縮率を保つので ある。ただ,

劣化 とい って も人間の視覚的特徴を十分 に研究 してい るため,1/10や1/20の 圧縮度で

はデ ィスプ レイ上での劣化は確認がで きないほどの優秀なアルゴ リズムであ り,印 刷す る

場合で も1001pi程 度 の解像度ではほ とん ど劣化 は確認で きない。

結論 と して,今 回 は840×1200pixer(約800dpi)のPICTフ ァイ ルをJPEGで

1/20程 度 に圧縮 し,1フ ァイル当た り約200KB程 度,500画 像で約100MB程 度 とし

た。

画像 フ ァイル名 として,地 図名 などを使用す ることはファイル単体 と して使用す る場合

は便利 であるが,今 回はそれぞれ別個の シーケ ンシャルな番号 を付与 してい るため,フ ァ

イル名称は5桁 の番号 とした。また これ はMS-DOSの ように ファイル名に制限の多 い

システムで も表示が可能であ る。
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4.3.4画 像 デ ー タベ ー スエ ン ジ ン

「ビ レッ トEX」(㈱ クボ タ)は 低 価 格 な が ら複 数検 索 を 実行 で き る画像 デー タ ベ ー スで

あ る。 この ア プ リケ ー シ ョンの特 徴 はPowerMacintoshに 対 応 したパ ワー ア プ リケ ー シ ョン

で あ る とい う点 で あ る。 これ に よ りパ ワ ーマ ックで 高速 な ライ ンタ イム が行 え る。 今 回 は こ

の ア プ リケ ー シ ョ ンを用 い て画 像 デ ー タベ ース を 構築 した。 特 に,ラ ンタ イ ムが作 成 で き る

こと によ り,ア プ リケ ー シ ョンを もた な い他 の コ ン ピ ュー タで の ブ ラ ウ ジ ングや検 索 が行 え

るこ とか ら,CD-ROMに よ るデ ー タベ ー ス の 配布 の道 が 開 け る こ とに な る。

4.4今 後 の 課 題

(1)コ ーディ ングシー トの再構築

これで満足せず,よ り汎用性の高 いシー トの完成 を目指すべ く,多 種多様な地図資料 を

シー トへ記入 し,問 題点 を摘 出 して いきたい。

本研究の対象 と した一枚 ものの地図以外に も,地 球儀 地図帳,立 体模型地図,掛 け図

など地図資料 はさまざまであるが,こ の ような状況 に も耐え られ るシー トの追加 構築 ・改

変 も考慮す る必要があ る。

しか し,枚 数を無限に広 げない ことであ る。

② 画像入力

画像情報を入力す ることは現代の技術では簡単 であ り,こ れを加工す ることも簡単 にで

きて しま う。 ここで生 じる問題点 は,著 作権 の問題で ある。パ ーソナル コンピュー タにデ

ジタル情報 と して入力 で きれば,デ ジタル情報 として,ま た,ア ナ ログ情報 と して加工 ・

編修 し出力で きることはあた りまえであ る。 この加工品を個人の利用範 囲か ら逸 脱 し,販

売 して しまうこともで きるのであ る。

この よ うな ことを考 えた場合,地 図の画像情報 はどこまで入手が許 されるのかを検討す

る必要が ある。個人 で利用す る範囲であ るのであ るな らば,引 用 した原図名 ・作成機関な

どを発表す る論文な どの末尾 に記載すれば済む ことなのか,ま た,加 工 し発表す る前 に作

成機関などへ届け出をす るべ きなのかな どが未 だ不 明で ある。

考え られ る状況を整理 し一つ一つ判断 していかな くて はな るまい。

(3)パ ーソナル コ ンピュータプラ ッ トフ ォーム

近年のパ ーソナル コンピュータは,機 種を限定 しないアプ リケーシ ョンソフ トや データ

の互換が可能 とな って きているが,デ ータベース構築のために利用 したパーソナル コ ンピ

ュータ システムと他 の機種 との互換性を どのよ うに整合性を もたせ るか も,地 図デ ータベ
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一スの普及の鍵 とな るところであ る。

特定の機種 ・アプ リケ ーシ ョンソフ トに偏 らない,普 及を図 るデータベースの構築 を考

えなければな らない。最近 はハイ ブ リッ ドタイプのCD-ROMな どが存在 し,こ れ らの

採用 も考え るべ きで あろ う。

データベースは情 報 として売買 され る対象 となる。デ ータベ ース作成者が個人使用 の範

囲で利用 している場合 には問題 はないが,こ れに関与 しない第三者 によるデータベー ス閲

覧の申 し出が あった場合,デ ィスプ レイ上 ・プ リン トア ウ ト・デ ィス クなどを有料 ・無料,

パーソナル コンピュータ通信 に乗せ るのかな ど第三者の閲覧 に関する取 り決めが必要 にな

るであろう。

などが,今 後の課題 として残 されているもの と考えて いる。一つ一つが重要 な内容 であ

るだけに,じ っくりと考察を重ね吟味 してい きたい。
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5パ ソコンを利用 した副作用症例

データベ ースの構 築調査

協 立 医 師 協 同 組 会





5.パ ソ コ ン を利 用 した 副 作 用 症 例

デ ー タ ベ ー ス の 構 築 調 査

5.1は じ め に

ソ リブジン薬禍 のよ うに,医 薬品情報の不適切 な伝達 により,不 幸 な事件 の発生が続 くこと

は,日 本の医療 ・医薬品業界 にとって第一 に改善せねばな らない ことであ る。現在,日 本で使

用 され る医療用 医薬 品は14,000品 目を超えて いる。薬事法 によってメーカた対 して義務付 け ら

れて いる医薬 品添付 文書 による情報提供 は,こ まぎれで画一的な内容 のため,情 報の洪水 に拍

車 をか ける状態 であ る。また,有 効性を宣伝す る情報は繰 り返 し大量に伝え られて も,製 品の

販売 にとって不利 益 とな るとみ なされ る安全性情報 は,メ ーカか ら積極的 に提供 され ることは

少 ない。

協立 医師協同組合 は,医 薬品 の適正使用 につ なが る情報整備 に努あて きた。 そ して これ まで

も,医 薬品情報室を整備 して実践活動を して きた。特に,副 作用モニ ター情報 の収集では,厚

生省のモニター活動 とは別 に独 自の活動を続 けて きた。情報活動の結果は,ニ ュースと医薬品

情報誌 の発行 と,電 話 ・FAXで の質疑応答活動 として,組 合員 に返 して きた。

近年,パ ソコンを始 め とす る情報機器の医療機 関への普及 に伴 って,医 薬品情報を印刷物 で

はな くコンピュータで利用で きる形 態で供給す ることを求め られるよ うにな って きた。また情

報交換 と分析の効率 化を図る目的で,副 作用モニ ター情報をパ ソコンのデータベースで整理す

ることが,医 療機 関か らの 自発的活動 として開始 された。 このよ うな状況の中,情 報活動の統

一 的な整備が求め られていた。

副作用症例デ ータベ ースの構築 と運用を協 同組合内の事業 として実現 し,他 の医療関係者 へ

も普及す る ことをめ ざ して きた。

今回,機 会を得て副作用データベ ース構築調査 の活動 を行 うことがで きたので,そ の成果 を

報告す る。

5.2目 的

データベース構築 の過程で,今 回は以下の3点 につ いで明 らかにす る ことをめざ して,調 査

研究を行 った。

(1)医 療現場で実用的に使 える副作用データベ ースの要件

副作用情報を入手す るためのデ ータベ ースと しては,現 時点で も複数 の ものがあ る。 しか
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し,医 療現場で は文書の形態での情 報収集 と交換が いまだに主流のままで ある。普及 の遅れ

の原因を探 り,診 察室や薬局で求め られてい る実用的なデータベースのあ り方を検討 した。

② 登録データの水準を保ちなが ら,ユ ーザか らデー タ提供 を受 ける方法

現在,当 組合 に加盟 してい る医療 機関の うち副作用モニター契約を行 っている124施 設か

ら集 中す る副作用の症例件数は,年 間2,000件 を超 えている。

信頼で きるデータベースを作 るたあ に,情 報の質 を保 ちなが ら更 に量の拡大 を図る必要が

あ る。副作用情報が発生す る各医療機関での的確 な情報収集,十 分な訓練 を受けた専門家 グ

ループによ る情報評価,確 実な情報の選択 と登録をす るために要求 され る業務規範 の作成を

検討 した。

(3)低 コス トで運用す るデータベースを作成す る方法

将来にわた りデータベースを維持す るために,機 器 や コー ド体系 などを保守 し続ける必要

が ある。 その費用をいかに少 な くす るかは,民 間医療機 関での情報活動 に とって重要 な課題

で ある。 また,組 合員が分散 してい る中で通信 コス トの節減 も重要 である。今回 は特に,デ

ータ内容 の整備だけでな く
,低 コス トで運 用で きるデータベ ースの設計 を試 みた。

院内情報 リンケー ジと院外情報 リンケージ

支払い基

①
@

商業データベース

大学

医療機関

副作用 モニター,

◎

険請求

品営

営管

良薬指導 情報公匪

医療機関
患者本人

薬局

図5-1医 療 と情報の結合
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5.3調 査 方 法

調査 は,薬 剤師の ワーキ ンググルー プを集 あて現状の問題点 を明 らかにす ることか ら始めた。

医薬品業界や医療 関係 で広 く使われているコー ド表や,調 査票 と報告書の類を収集 し分析 し

た。厚生省の副作用 モニ ター報告用紙の改善 を主な題材 と しなが ら,デ ータベース収載項 目の

設計 を進めていった。

更に調査結果を実務の中で検証 し,実 用 システムに仕上げ るために,プ ロ トタイ プを作 りな

が ら設計を進めてい った。

5.4調 査 結 果

5.4.1医 療現場が求め る副作用情報

製薬企業か らの緊急安全性情 報や,学 会誌の情報 は散発的で,重 要な情報を予め伝え られ

て いて も,臨 床判断が必要な ときにはなかなか見つ けることがで きな い。

また,索 引が整備 され た文献 は発行 間隔が長 く,速 報性がな い。

一方,医 療関係で利用で きるデータベース と しては,MEDLINEやEMBASEの よ

うに古 くか らある文献 データベースが代表的な ものであ る。 また,近 年にな って 医薬品卸が

中心 にな って整備 されてきてい るARISの よ うなオ ンライ ンの副作用情報や,こ れか ら公

開され る厚生省の公 的情報な ど選択肢 は増えてい って いる。

われわれは,既 存 の文献 データベースに不足す る速報性 と事実伝達 の中立性 を重視 した,

症例 フ ァク トデータベースの構築をめざす ことに した。文献 データベ ースと症例 ファク トデ

ータベ ースは,そ れぞれ補足 しあ って情報の完全性を保 障す るもの と考え る。
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表5-1文 献 デー タ ベ ー ス と症 例 フ ァ ク トデ ー タベ ー ス との 比較

文 献 デ ー タ ベ ー ス 症例 フ ァ ク トデ ー タベ ー ス

情 報 の 質 公表されるまでに十分な検討が 検討不十分なもの も途中経過で

されるため正確。 登録 され る。

著者の関心ある範囲で情報が取 比較的偏 り無 く広 く集 まるが,

情 報 の 偏 り
捨選択 され,加 工 され て しま う。調査計画を事前に設計 しない限

り調査対象の実態を反映 しない。

情 報 数 比較的少な い。 多 い。

タ イ ム ラ グ 投稿されてか ら審査編集を受け 出版の過程がなく,事 実経過が

出版 され,な おかっその後 に登 簡単なチ ェックだけでそのまま

録 され るので遅 い。 登録 され るため早 い。

公 開 の 有 無 種 々の媒体 において公開 中。 現在は組織内で公開され,対 外

的には非公開。

利 用 方 法 教訓や対応,処 置方法をまとめ 速報的に副作用発現のシグナル

た資料 とす る。 を検出す る。報告者 と違 った視

点で分析 す る。

5.4.2デ ータベース登録項 目の選定

(1)項 目の選定

アメ リカFDA,ス ウェーデ ン,イ ギ リスの副作用報告用紙及 び 日本の幾つかの施設で

使用 して いる用紙を厚生省の用紙 と比較検討 した。

医療現場で利用 に必要 と要望 された事項の中か ら検討の上,副 作用報告用紙 に記載する

もの,そ の中で の必須項 目,デ ー タベ ースに登録す る項 目,デ ータベ ースの運用上で事務

局が使用す る項 目の4種 類に整理 した。94項 日中,報 告書に入れ た ものが64件,デ ータベ

ースに登録す るものが58件 ,入 力必須項 目が30件 であ った。

原則 として,同 じ内容 を厚生省薬務局安全課 に も報告す るよ うに したため,厚 生省の報

告用紙 と同等の項 目内容を本データベ ースに も収集す ることと した。

② 登録 データの レベルを引き上げ る入力 フ ォームの作成

決定 した項 目を入れて,副 作用報告用紙 とそれに対応 したパ ソコ ンでの入力 フ ォームの

画面を作成 した。その中で,以 下の ような設計方針 を とった。

① 副作用を報告す る者が記入 しやすい 「項 目配列」 とした。
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② 分 析 に必 要 な情 報 を洩 らさな いよ うに,記 入を誘 導す る 「項 目名 」 の設 定 。

③ 既 知 で 軽微 な副 作 用 は略 して 記 載 が で き る よ うに,「 必 須 項 目」 を 明 らか に した。

④ 詳 細 症 例 の報 告 用 に コ ン ピュ ー タ用 とは別 に薬 歴 形 式 の記 入 票 を 作 成 した。

⑤ この 用 紙 の まま で厚 生省 副 作 用 モ ニ ター に も報 告 で き る,「 標 準 化 」 の遵 守 。

帳耗鵡黙 示 四11.轟頸綱..。,向1索引:帳 票形鵡集:蒜ft:e:正|sumJe… 弓1・
囲医書 県連唖=]院 所』]細 管年月[亘亜 職種匿コ

重症度〔=コ

:〔===コ

晒

副作用CDhio94
‡一フード,`;旨 同

県連CD・圃 院所CB'■ 担当者 瞳辺 受付tot.

鐡
0.・1▼ 、,

→
㎜ 恒磯監 臨 オ圃 桐ロ醐 ㎜ 目西 脚 ・蘭 →鰹団 団誓『』 翻 印㎜ 桐田口 疏 通 ■臼獅 ㎜

図5-2パ ソ コ ン入 力 画 面ハ ー ドコ ピー

5.4.3用 語 とコー ドの標準化の試行

(1)コ ー ド化の基本的考え方

今 回,デ ータベ ース構築に当た って コー ドの利用 を検討 したのは,医 薬品(商 品名 ・一

般名),薬 効分類,副 作用名,病 名 につ いてである。

WHO・ 厚生省 ・学会で標準化が されてい る用語 ・コー ドを使 用す る。 コー ド化,標 準

化が す ぐにで きない ものは規格化 を急がず,ま ず自由文で入力 ・蓄積 して,あ る程度の情

報が蓄積 された階段で基準化を行 うこととす る。

コー ド表が,ど この医療機関で も安価 に入手で き,し か も簡単 な訓練 で コー ド引きがで

きるよ うな分か りやす いものを求め る。

この観点で医療現場で使用で きるコー ド体系のあ り方 を調査 した。

② 現状 と問題点

一般 に使用 されているコー ド表 に関 して,以 下のような問題点が存在 した。

① 標準 コー ドがない

容易 に入手で きるコー ドは,厚 生省関係 で も薬務局経 済課 ・安全課 ・保険局 医療課が

管掌す る別 々の コー ド表が使用 して いる。

オ ンライ ンデータベ ースには 日本語 の シソーラス も整備 されてい るが,安 価に実務の

現場 で入手で きない。

② 継 続性 の欠如

長期にわた って一貫 して保守 され ている医薬品のIDコ ー ドが ない。薬価 コー ドも再
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審査 コー ド,レ セプ ト電 算化の薬品 コー ドもすべて薬効 コー ドを内部 に もってお り,分

類 コー ドと して設計 されているため,薬 効分類が改訂 され るとコー ドに変更が発生 す る。

③ID機 能の欠如

薬品 コー ドは薬品の識 別がで きるIDと しての登録番号 だけにすべ きである。前記の

欠点のため,IDと して使え るものが標準 では存在 しない。

④ 階層構造 の欠如

薬品 コー ドでは,成 分名(一 般名)一 薬 品銘柄名(メ ーカ別 のブラ ン ド)一 商品 コー

ド(規 格 ・容 量 ・包装別)の よ うな一貫 した階層構造が ほ しい。

薬効 コー ドでは,対 象疾病別 一治療 メカニズム別 と化学構 造的分類の二つの分類を混

同せずに作 って ほ しい。

(3)改 善へ向けての対 応策

① 医薬品 コー ド

医薬品 コー ドと して は独 自コー ドを使 う。業界標準の他 のコー ドとは,自 社の薬品マ

スター内部 で変換表を もっ ことにす る。

② 薬効 コー ド

薬効 コー ドは葉 菜時報社の保険薬事典の コー ドを使 う。現行 の87分 類が改定 されたと

きは,過 去のデー タも更新す る。

③ 副作用名

副作用名 とコー ドは小 田島のHYTARDを 使用 す る。

④ 病 名

病 名の標準化 は今回 は見送 る。現時点 では,日 本語で入手で きる標準 コー ドが ない。

5.4.4プ ロ トタイプの作成 と配布

データベ ース関係 は リレー ショナル型デ ータベースソフ トウェアであ る桐Ver.5を 使用 し

て作成 した。可変長 の文字 データを標準で扱え るため,デ ータ設計は簡単で あった。今回は,

データベースの基本 とな る表 の設計,デ ータ送付 と回収 の一括処理 プログラム,デ ータ入 力

用のフ ォーム画面,最 低限のプルーフ リス トの作成を行 った。

通信関係は コス トの関係で,ク ライア ン ト側 は件数が多いためフ リーソフ トウェアを中心

に システムを構築 した。通信 ソフ トウ ェアのオー トパ イロ ッ トのマ クロプログラム と,桐 の

チ ャイル ドプロセスで起動す る通信 のバ ッチプ ログラムの作成を行い,モ ニ ター施設に配布

した。
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通信 関係 で以下の ソフ トウェアを使 って開発 した。

パ ソコン通信 ホス ト局 プログラム 「BIG-MODEL」

通信 ソフ トウェア 「WTERM」(H.INOUE)

高圧縮書庫管理 プログラムrLHA」(吉 崎栄泰)

バイナ リーテキス ト変換 ツール 「ISH」(石 塚匡哉)

(ナ ツメ社)

副 作 用 症 例 デ ー タ ベ ー ス

緩きNo 副作用名 自問C ε杖鱒 重症度 垂τ 輔囎 被疑薬名 薬名CD 薬効CD 成分名 成分CD 梗 剤型 一日 置 開始 終了 鯉口良工 併用薬 処置 詮` 転帰

俳徊 A109

4

3 1 有 1D ハルシオン Ol349 1124 トリアゾ ラム DO930N 内 錠 0.25亘8

●1

92.5.11 ガスター 減量 無 回復

93193 発疹 AO11

0

1 1 有 1ヵ 月 パ フヂル,小 児

用

05795 1143 アスピリン,ダイぴ

ミネート

DOO174

N
内 錠剤 1τ81 92.10.22 92.IL27

'邦 ジン
、セダカ

ストン頼粒 、メコハ

ラミン、レソト。恥 ン

中止 回復

940728 徐脈 AO40

7

8 1 有 47D ジプシン 00701 2U3 ジ プキシン DO586 内 錠 0.25ロ9

■1

94.02.28 94.04.15 ソラン,アロチーム,ワ

ファ1ル,チ ラージ ン

.ウ レックス

減量 無 回復

図5-5出 力帳票例

(1)デ ータ流れ

デー タの流れの各段階でチ ェックが かかるように し,事 務局 の負担が加重にな らず に精

度を保 て るよ うに工夫 した。また,点 検 済みで加工 されたデー タのみを公開 し,そ れまで

のデー タは非公開 と した。

① 医療現場 のモニター員がモニター レポー トを報告用紙に記入す る。

② 各施設の担 当者が記入洩れ項 目を点検の上,コ ンピュー タに入力す る。

③ パ ソコン通信の電子 メールでデー タをセ ンターに送 る。

④ 送付データは事務局 で簡単な点 検の上,セ ンター内部のデ ータベ ースに仮登録す る。

⑤ 専門家 グループに内容の点検 を依頼す る。

⑥ 点検済みのデータをま とめ,テ キ ス トデータに して通信 ホス トの掲示板 に公開す る。

⑦ 各施設 は,電 子掲示板か ら新規の データを随時ダ ウンロー ドす る。

⑧ 各施設の管理者がダウ ンロー ドしたデータをローカル データベ ースに変換 し,現 場で

の利用を図 る。
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組合員の隠所薬局

察

1医 師

、.一,川_

1薬 剤師

一

副作用
づ 一夕ペー。

抽出 登呂

1院 内モニ残 任者1
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診

同

一§麗筆報

壬く 已)… ・

l
BBS

1

雅量到

〉

EMAIL

協立医師協同組合

吏5廻 ス

バイザー

医師 、薬剤師

1脇立医眺 醐 舗 鯉
△
1

1 1一

図5-4組 合員と協立医師協同組合 との間のデータフロー

5.4.5デ ータ集約 と登録データへのアクセスの効率化

(1)パ ソコン通信の利用.

運用 コス トの低廉 さと,守 秘義務の面で安心 で きる独 自の電子掲示板 システム(BBS)

を開設す ることと した。一次情報を電子 メール にす ることで,加 工済みのデ ータ しか一般

のユーザ はア クセスで きないよ うに した。

データのダ ウンロー ドなどは,通 信 ソフ トウ ェアの 自動実行機能でユーザに複雑な操作

を要求 しないで実行で きるように した。

更に このBBSの 掲示板機能を用 いて,医 薬 品情報 の質疑応答結果や各施設の薬事委員

会で行 った新薬の評価活動 の成果などの交流 も可 能 とな った。

② オ フライ ンでのデ ータ検索

オ ンライ ンで検索 まで行 うシステムの構築 は,通 信費用が高 いことと検索 ソフ トウェア

の開発難易度が高 いため,今 回は見送 った。新規登録のデータはユーザの責任 でダウ ンロ

ー ドして,ロ ーカルデータベースに追加 して利用す る ことと した。

これにより,通 信費用 を気 にせず十分 なデータ検索がで きることが本 システ ムのメ リッ

トと して特徴付 け られた。

なお,今 回開発 した ものは桐の会話型処理で検索す るところまでで,検 索語 の入力か ら

自動検索す る一括処理 プログラムの開発 は,来 年度の課題 と した。
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5.5到 達 点 と 今 後 の 展 望

本事業課題 の中で実用 にたえるプロ トタイプを作成す ることがで きた。設計上 の不備は,試

験的運用の中か ら洗 いだ して改善 して いきたい。

5.5.1副 作用症例データの迅速な収集 と提供

データをパ ソコン通信 で集約 しすみやかにフィー ドバ ックで きることか ら,副 作用情報を

必要な ときに,必 要な場 所で利用で きるよ うにな る。

5.5.2処 方設計 などの臨床現場での医師への情報サ ー ビス向上

コンピュータで利用で きるデータを,診 察室や薬局の現場 に返送す ることによ り,重 篤な

副作用発生の防止のための処方設計の改善 に も活 用できる。

これか ら蓄積す るデ ータを,だ れで も利用で きる,分 か りやす い資料 に加工す る方法を こ

れか ら検討 して いきた い。

5.5.3薬 剤評価への発展

医薬品の製造承認前 の評価の限界か ら市販後調査 の充実が必要 とされてい る。 また薬物療

法を適正に進 めて い くための薬剤使用評価(DUE)が 注 目されてい る。本データベースが,

そのための重要 な資料の供給 源 とな りえ る。

しか し,疫 学調 査に使 えるデー タの要件を満たす 内容 にす るためには,更 に検討 と整備が

必要であ る。

5.5.4患 者への情報公 開とル ールの検討

患者の 「知 る権利 」 ・カルテの公開など,医 療 をめ ぐって情報公 開の要求が急速 にたか ま

って きている。それに備 えて,医 療機関の情報整備が必要 とな ってい る。今回 コー ド体系 の

整備を始 めた ことで,い ままで医療機関の中だけにあ った薬歴を共同 して利用す る道を開 く

ことがで きた。

患者 はさまざまな疾病 を もち,複 数 の医療機 関で受診す る。 その場合で も患者 自身が 自己

の投薬歴情報を もつ ことによって,医 薬品の相互作用 による副作用などを未然に防 ぐことも

で きるよ うになる。

患者本人へ のデータ提供,地 域 に広が る医療連携の中で医療機関同士の情報交換などで,

プライバ シーを守 りなが らどこまで情報を公開 できるか,議 論 を重ねてい く必要があ る。
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今回の調査研究によって,医 薬品の安全な使用を進あ る活動の促進 と ともに,患 者の人権

に係わ る重要 な課題 に取 り組む きっか けを与え られた ことを感謝す る。

5.5.5更 なる標準化の追求 と提言

日本の保 険医療分野 で情報業務を充実す るためには,コ ー ドの整備 がボ トルネ ックとなっ

て いることを,今 回の調査研究で強 く感 じた。そ こで,関 係各機 関に以下 の ことを要望 した

い。

(1)標 準化機構 の設立に政府の指導 と財政補助を

コー ドの基本設計 と保守には経 済的保 障が必要 である。現在,各 省庁で個別 に行 ってい

るコー ド化を一元化 して,国 民共有 の財産 として公開で きるよ うに して ほ しい。

(2)薬 品のIDコ ー ドでのデファク トスタ ンダー ドの作成

薬品のIDコ ー ドの標準化を,大 至急実現 して ほ しい。

この ことを実現すれば,医 療情報の面 における 日本の重大 な遅れ を取 り戻す ことがで き

るだ ろう。
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6関 西 イ ベ ン ト&プ ロ ジ ェ ク ト

デ ー タ ベ ー ス構 築

株式会社 京 都 新 聞 社





6.関 西 イ ベ ン ト&プ ロ ジ ェ ク トデ ー タ ベ ー ス 構 築

6.1概 要

阪神大震災によ る被災地の復興や,京 都 ・滋賀を中心 に,地 域経済の活性化情報 となる,地

域に関係す る近未来(現 在か ら5年 先)に 予定 され るイベ ン トや プロジェク トな ど,各 種プ ロ

グラム情報のみを蓄積す るデータベースを構築 し,地 域社会 の近未来情報 の共有化を進める。

これ までのデータベースは,過 去の情報をベース と してお り,こ れ らの事例,事 象情報 を利

用す る形態が一般化 してい る。全国的に公開 されてい る記事データベースは,マ クロ的には十

分 その目的を果た して いると思われ るが,地 域情報をみた場合,拾 い きれず十分 とはいいがた

く,ミ クロ的な弱点をみせてい る。

これを補完す る意味か らも,地 域独 自の情報,特 に近未来情報を集約,記 事 のみな らず関連

資料を付加 した各種 プ ログラム情報をデータベース化す る ことによって,現 在の記事 データベ

ースの拡充強化を図 る。

これ らの情報を活 用す ることによ って,更 に確度 の高 い市場 開発の可能性が見込 まれ,地 域

の経済活性化を支援 す ることが できる。 これを現代社会 に浸透 しっっ あるパ ソコン通信 とフ ァ

ックスを介 して提供 して い くことを本データベ ース構築の狙 いと した。

6.1.1目 的

新聞社 はこれまで 「新聞」 を第一義 とし,紙 面化 され て しまえば,そ の情報 は省 み られ る

ことはほとん どなか った。また紙面化され るの は,集 め られた情報の ご く一部であ り,大 多

数 は 日の 目を見ない ことが多か った。 さすが にこれで は もったいない,と データベ ース化 し

て既存情報の保管を始 めた。同時に,情 報 の多重活用,情 報提供の多角化が研究 され るよ う

にな り,そ の観点か ら生 まれたのが記事データベ ースで あ り,今 回の 「関西イベ ン ト&プ ロ

ノ

ジェク トデータベ ース」計画であ る。

また,平 成元年(1989)か ら蓄積を開始 した記事 データベースは,昨 年4月 か ら一般 に公

開 してお り,そ のデータ は本社の汎用 コンピュー タシステムで集 中管理 してい る。本社や支

局 は,取 材上の必要 か ら,近 未来の事業計画,イ ベ ン ト情 報を求 める'ことが多 く,タ イム リ

ーな情報検索がで きない場合 は,電 話で これ らの情報 に関す る資料 を請求す る,と い う方法

を とっていたが,一 般ユ ーザか らは リアルタイムに情報検索す る方法が なか った。 これをな

ん とか解決 したい,と い う気持ちをかねてか らもち続 けて いた。

更に,こ れ ら近未来 の情報を新聞社 内で利用す るだけで な く,広 く一般 に公開す ることに
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よ って,地 域経済 の活性化 に寄与で きないか,過 去情報の蓄積であ る記事 データベース と併

用す ることによ って,新 しいデータベース活用 の道が開け るのではないか,こ う した考えの

もとに 「関西イベ ン ト&プ ロジェク トデータベース」の構築計画をスター トさせた。

6.1.2実 施 内容

(1)シ ステム要件

前章 の目的か ら次の基本的な システムの考 え方をま とめた。

① 新 聞事業を補完す る情報発信 とす る。

② 記事 データベ ース と同様に商用化を図 る。

③ システムは シンプルな構成 と し,ワ ー クステーシ ョンと汎用 コンピュータで稼働す る

パ ッケージソフ トウ ェアを採用 し,費 用負担 を抑え る。

④ 提供情報の入 力は リライ トの負担を軽減するため,既 存の記 事データベ ースの活用や

出稿後にバ ックア ップで フロ ッピーデ ィス クに収録 された情報を活用す る。

⑤ 情報提供 は京都発信 の情報 に加え,地 域情報 も充実を図 る。

⑥ 情報提供 は有償 サー ビスを前提 に会員制 とす る。

⑦ 他のパ ソコ ン通信 ホス ト局 との ネ ッ トワーク化を図 る。

⑧ 情報提供 はパ ソコ ン,ワ ープロ,フ ァックス,電 話な ど既存の機器利用 を前提 とす る。

② 機器 システム構成

基本的な考え方を踏 まえて,経 済的 な システム構成でサー ビスを可能 とす る,現 行の記

事データベースと同様の システム形態 を採用す ることにな った。

これは従来の汎用 コ ンピュータ システムをゲー トウェイで接続 した,ワ ー クステー ショ

ンをフロン トマ シ ンに,光 ファイ リング システムやFAX配 信 システムをLAN(Local

AreaNetwork)で 接続 し,課 金 システムはパ ソコ ンで行 うな ど,既 存 システム と連携 を進

め,軽 量化 と経済性を図 った システム とした。

(3)ソ フ トウェア構成

ソフ トウェアプロダ ク トは既 設のパ ッケー ジシステムを採用。汎 用 コンピュー タによ る

関西イベ ン ト&プ ロ ジェク トデー タベースの構築,及 び検索 システム には,㈱ 平和情報セ

ンターのrSuper/Bride」 を採用,ワ ー クステーシ ョンのパ ソコ ン通信 ホス トシステム

には,イ ンター リンク㈱ のrSCOPE21」 をカス トマイズによ りシステムの構築を図 っ

た。

(4)デ ータエ ン トリー方法

登録対象の近未来 関連情報 は,汎 用 コ ンピュータを使 った新 聞組版 システムか ら,端 末
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側のパ ソコ ンの操作 で 自動切 り出 しした記事 や,本 社,支 社,支 局 の出先機 関か ら入手 し

た情報の ほか,行 政情 報や地元企業情報などを加え た もの とした。 また,関 西 イベ ン ト&

プロジェク トデ ータベ ース構築までの近未来情報 は,社 内でパ ソコン単体 に蓄積 して きた。

これ らの情報 につ いて も,デ ータ変換 して取 り込む。

量的 には確度 の高 いデ ータベース との観点 か ら,現 在以降5年 後迄を条件 と して,1ヵ

月200件 か ら500件 程 度を予定 した。

(5)出 力方法

関西 イベ ン ト&プ ロ ジェク トデータベ ースは,社 内的にはオ ンライ ンで フル スク リー ン

モー ドによ る検索 が可能。社外向けには京都新聞パ ソコン通信 「情報BOX都 大路」 を介

してライ ンモー ドによ り検索サー ビスを行 う。画像情報が あれば,配 信 リクエ ス トによ り

ファックス出力が可能 である。

6.2実 施 結 果

関西イベ ン ト&プ ロ ジェク トデータベ ースの システム構成は,各 レベルの コンピュータ シス

テムの混合 システ ムとな った。ダウンサイ ジング化 とか,マ ルチベ ンダー とか いわれ るが,汎

用 コンピュー タには,既 に記事データベ ースが蓄積 されてお り,こ れ と新 データベ ースの類似

点を生か した結果 とな った。

汎用 コンピュータをデー タベースマ シンと して,既 設の光 ファイ リングシステムにイメー ジ

を取 り込み,新 データベ ースと連携を とった。また,既 設FAX配 信 システム と,既 設 の課 金

システム も同様 に連携 を図 った。汎用 コンピュータ,光 ファイ リングシステム,FAX配 信 シ

ステムの中継 は,パ ソコ ン通信 ホス トマ シンの ワー クステー ションで行 うシステ ム構成 とな っ

た。

6.2.1運 用処理概要

汎用 コンピュー タ系 の運用処理 の概要は,稼 働中の京都新聞記事 データベ ースか ら,定 期

的に近未 来関連 のデ ータを 自動抽出 し,合 わせて校正 リス トを 出力 している。 この リス トを

もとに近未 来情 報の キー ワー ドとなるデータを,校 正処理 と同時 に付加 して修訂正処理 を行

い,関 西イベ ン ト&プ ロジェク トデータベースを作成す る。

6.2.2ラ イ ンモ ー ド検 索 処 理 概 要

パ ソ コ ン通 信 を 介 して の検 索 処理 形 態 。'エ ン ドユ ーザ は,京 都 新 聞 パ ソ コ ン通 信 「情 報B
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OX都 大路」で関西イベ ン ト&プ ロ ジェク トデ ータベースにアクセ ス し,1行 単位 に画面表

示 され るメニ ューや指示 に従 って検索 す る。

サ ンマイ クロ システムズ㈱ のワー クステ ー ション(SUN-S/4-LX)に 富士通㈱の

F6680エ ミュレータを搭載,社 外か らのア クセ スに備えている。

平成7年3月 現在,ア クセス可能 な回線 数 は10回 線設 けてお り,こ の うち,一 般 ユーザ に

は一度に7ユ ーザ まで,関 西イベ ン ト&プ ロ ジェク トデータベ ースの アクセ スが可能である。

6.2.3近 未来データの移行処理概要

社内で独 自にパ ソコ ンなどで処理 され る既存の近未来関連情報の データ変換処理を行 う。

社内的 には㈱アスキー社のrTheCARDver.5」 カー ド型パ ソコン用 データベ ースソフ ト

な どが使われている。 これ らのデー タを吸収す るため変換処理を行 い,こ れまで蓄積 してき

たデータの取 り込 みを図 った。

6.2.4出 力処理の概要

関西イベ ン ト&プ ロジェク トデ ータベ ースを構 築 した後の,社 内向けの 出力処理 として,

従来か ら各局で実施 されていた近未来情報 の リス ト作成を行 うことに した。

6.2.5実 施体制

総合 メデ ィアセ ンター,制 作局(電 算部)で,近 未来データベ ース作業部会を設置 し,必

要の都度,情 報提供者 として編集局 が参加 す る。技術的な支援 として*京 都電子計算㈱が参

加す る形態 の実施体制をとった。

*京 都電子計算㈱=京 都新聞社全額出資の関連会社でシステムサポー トを行 う。

6.2.6予 想 される効果

平成7年4月 よ り社内的な使用テ ス トを繰 り返 しなが ら,リ リース時期 の設定を急 ぎ,本

来の以下の効果を図ろ うと考えて いる。 その予想 される効果 と して は,次 の4点 に集約 され

る。

(1)近 未来(現 在か ら以降5年 先 まで)を 捕 らえたデータベースで新たな市場開拓の情報源

とな る。

(2)地 域の近未来情報を共有化 で きる。

(3)近 未来情報の利用による地域 の産 業の活性化効果が期待で きる。更 には阪神大震災以降
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の経 済活動の復興を補 う情報源 とな り得 る。

(4)自 治体 を限定 しない事業計画な どの広範で公共性 の高 い情 報源 とな る。

利用対象者につ いて は地域住民や地元産業界 を想定 している。利用用途 は,地 域産業界に

お ける将来の事業展開 などへ の活用を始め,地 域住民には地元 自治体や,近 隣地域の事業計

画情報 などの利用が想定 され る。利用の程度 について は,1日50件 以上のデータベースアク

セスを期待 してい る。

6.2.7現 システムの問題点

(1)分 散型 システムの脆弱性

汎用 コンピュータ,ワ ークステー シ ョン,光 ファイ リングシステム,パ ソコ ンなどをL

AN接 続 した構成 は,時 代の混乱を物語 っている。集 中型 システム と比べて,分 散型の シ

ステム は,全 体の システムが同時 に壊 れ ることはないが,全 体 の障害発生率 は上が ること

にな る。 また,汎 用 コンピュータ,ワ ー クステーシ ョン,光 ファイ リング システムな ど機

器管理が社内で分散 してお り,機 器管理 面で改善課題が残 る。

(2)情 報管理の分散化

近未来の ような情報 は各部局で分散管理 されてお り,将 来的な リンケー ジを想定すれば,

情報の一元化などによる情報管理が必要であ る。

(3)将 来性や拡張性

① オ ープ ンシステム化やダ ウンサイ ジ ング化

当面,汎 用 コンピュー タをデータベ ースマ シンの位置付 けと したが,近 い将来には更

に経済効率を上げ るため,汎 用機か らの脱皮を具体化 しなけれ ばな らない時期が くる。

その 日のため に,今 回の ワー クステー ションの採用を位置付 けている。

② 汎 用 コンピュー タによる経済性 の問題

汎 用 コンピュー タの維持管理や,新 規 システムの開発の経済性 は,時 代の要求 とは遊

離 した方 向に向か っている。

③ マルチメディア対応 の問題

最近のキーワー ドの一つで あるが,ま だ先が見え ない状 態であ り,こ れ らの対応 は今

後の課題 と した。

④ 高速通信 やアクセスポイ ン トの問題

画像の取 り扱 いや京都 とい う知名度 を想定 した場合,遠 隔地か らのア クセ スユーザ向

けに高速の通信網 とア クセスポイ ン トの設置が不可欠で ある。
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6.3今 後 の 課 題 と 将 来 展 望

6.3.1デ ータベースの再利用

普及 しつ っあるCD-ROM化 に向 けて調 査研究中であ る。既 に先 進社 の全 国紙 は縮刷版

との併用で展 開 している。弊社 もこの度の近未来情報や地域 の色彩を出 したCD-ROMの

制作 を目指 したい。 また,出 版物の版下 出力,連 載 ものの出版 について,デ ー タベ ースか ら

の再利用な どは進 めて いる。

6.3.2FAX配 信サ ービスの拡大や音 声サー ビスの展開

パ ソコン通信 によるデータベースサー ビスなど情報提供サ ー ビスに加 えて,イ ンタラクテ

ィブ(双 方向)で,人 に優 しい地域 への情報 サー ビスと して,音 声による情報 サー ビスや,

ファックスによる情報サー ビス も計 画中であ る。"

6.3.3他 社 とのゲー トウェイ接続

現在のサー ビス状況を踏まえて,よ り充実を心掛け,こ れ らの期待 に応え るためにはゲー

トウェイ接続やイ ンターネ ッ トとの接続 などを計画中である。

6.3.4国 際都市京都 向けに翻訳 システムの検討

関西国際空港の開港で,京 都 はこれまでに増 して国際観光都市 と して注 目を集 めて いる。

また,京 都市街地で は,大 学が府内に分散す るなど,学 生離 れが 目立っ。 これ らの歯止 あと

はな らないが,「 大学のまち」や国際都市 に相応 しく,イ ンターネ ッ トサー ビスや翻訳 シス

テムの採用 を課題 としている。'一'

6.-3.5マ ルチメデ ィア対応のバー ジ ョンア ップを検討

現在 の文字情 報サー ビスに加 えて,画 像 や音声を含んだサー ビスの展 開を検討 中で ある。

6.3.6ア クセスポ イン トの検討

京都新聞社 は京都 ・滋賀を テ リ トリー とす ることか ら,京 都府 内や滋賀県向 けを始め,支

社を置 く東京や大 阪にア クセスポイ ン トの設置を検討 している。 しか し,会 員数の増加 や他

社 とのゲ ー トウェイ接続を考慮 にいれなが ら,ユ ーザの負担 を抑え,よ り良 い情報提供を念

頭 に置 き具体化 を図 りたい。、
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7ハ イ ビジ ョン大型映像 ソフ ト

流通促進用 デー タベ ース構築

財団法人 大阪科学技術セ ンター





7.ハ イ ビジ ョン大型 映像 ソフ ト流通促進 用 デー タベー ス構 築

7.1概 要

ハイ ビジ ョンを中心 と した大 型映像 システムは,各 市 町村 の公共施設 に急速 に導入 されて き

たが,同 時にその ソフ トの不足が顕在化 してきた。そのために,大 型映像 ソフ トの内容 をデー

タベース化 し,大 型映像 ソフ トの流通促進を図 り,地 方 自治体等 のソフ ト不足の解決 とシステ

ムの有効利用を行 う。 そのため には,既 存のハ イ ビジョンに使用可能 なソフ トをユーザ フ レン

ドリィでかつ コンパ ク トな形のデ ータベース システムの構築を行 い,そ れをCD-ROM化 す

ることとす る。 ・

本データベース構築計 画で は,具 体的に,

① 試用データベ ースの構築"

② 配布データベー スの構築

③ 上記の運用 のためのユーザ フ レン ドリィな周辺 ソフ トウェアの生成

が必要 とされ,そ れ らの構築を行 った。

ここで開発す るデー タベ ースは,「 ハイ ビジ ョン大型映像 ソフ ト流通促進」を第一義 とす る。

使用するハ ー ドウェア は開発用 と して高性能 ワークステー シ ョン,ユ ーザが使用す る機器 と し

て は高性能パ ーソナル コンピュータ,又 はパ ーソナルペ ンコンピュータを想定 し,ソ フ トウェ

アはそれ らの機器で汎用 的に使用可能な関係 データベース システム(RDBMS)と した。

7.2デ ー タ ベ ー ス の 特 徴

本 データベースを構築 す るに際 し以下に示すよ うな特徴を もたせ るごとと した。

(1)操 作の容易な システム

・コンピュータシステ ムを使用 したことがない人で も操作 マニ ュアルを見 ることな く操作で

きるや さ しいシステ ムにす る

・汎用性を考え,ウ イ ン ドウズ上 で動作す るシステム とす る

・マ ウスで操作で きるよ うにす る

② 豊富で柔軟性の ある検索を可能にす る'一

・ソフ トの検索 に必要 と思われ る項 目を網羅す る

・中間一致方式の検索(項 目の どの位置 に検索文字列があ って も検索で きる方式)が で きる

(3)内 容やイメー ジで検索す る手段を設 ける
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・作 品の内容及びイメー ジのキー ワー ドの項 目を設 け,こ れ らによ る検索 も可能 にする

(4)静 止画像 を表示できるよ うにす る

・映像 ソフ トを代表す る写真(静 止画)を 取 り込 み,検 索結果の画面 で表示で きる

(5)作 成 したデータベースのデータをCD-ROM化 す る

7.3格 納 さ れ た デ ー タ

本 データベ ースに格納 され るデータは,「 貸 出 ・販売可能ハイ ビジ ョンソフ ト台帳」 に基づ

いている。 これ は,近 畿地方における実践 的なハ イ ビジョンの普 及を 目的に設立 された 「近畿

ハイ ビジ ョン ・マルチユース協議会」(1994年10月1日 よ り 「近 畿新 映像 マルチユース協議会」

と改称)が,1994年1月 にハイ ビジ ゴンソフ トを所有 している団体を対 象 に実施 した 「ハ イ ビ

ジョン ・ソ フ トプライス調査」及び 「ハ イ ビジ ョンユーザソフ ト調査」の結果をまとめた もの

であ る。

この台帳には,以 下に示す ような件 数のハイ ビジ ョンソフ トの情報が収録 されている。

力

局

業

体

ザ

‥

識

団

工

計

送

制

ヨ

ド

ト

的

ジ

ー

フ

元

船

ハ

放

ソ

公

ハ

たま

ー

り
白

90

4

に
U

7機 関

4機 関

22機 関

4機 関

43機 関

80機 関

それ らの ソフ トを検索 す るために,

(1)業 種別 ・団体別の一 覧表,

(2)ジ ャ ンル別の一覧表,

(3)タ イ トル50音 別索引,

が用意 され ている。

貸出 ・販 売可能 ソフ トの個票 には,2種 類の仕様が あり,仕 様1は 公共 団体が保有す るソフ

トについての個票,仕 様2は その他の機関が保有す る個票であ る。

123件

100件

111件

47件

173件

554件

台帳 に は既 に

7.4更 新 ・追 加 デ ー タ と そ の 情 報 収 集 に つ い て

今 回の データベース構築のために,従 来か らあ る台帳の映像情報の ほか に,作 品 の ジャ ンル,

作品の内容及 び作品のイメージに関す る情 報を検索 に使用 で きるよ うに配慮 した。特 に,作 品
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内容 や作品 イメー ジはハ イ ビジ ョンソフ トをその内容 に関連 したキー ワー ドやイメー ジを表す

形容詞で検索 しよ うとす る試みであ る。 また,ハ イ ビジョンソフ トを代 表す る写真(静 止画像

情報)を 検索結 果の文字情報 と合わせて表示 できれば,検 索結果の表示の質が格段に向上す る

と考え,写 真の取 り込み も行 った。

これ らの情報の収集のために,本 研究所で は 「近畿ハイ ビジョン ・マル チユ ース協議会 」 と

検討 の上,ハ イ ビジ ョンソフ ト所有団体 にソフ ト情報の提供 を依頼 した。

依頼 した情報の 内容 は以下の とお りであ る。

(1)作 品の ジャンル

作 品を芸術,自 治体紹介な ど19の ジャンル に分 ける

② 作 品内容 のキー ワー ド

作品内容 を表 すキー ワー ドを複数付 けて もらう

(3)作 品イ メー ジのキー ワー ド

作品のイ メー ジを表す形容詞を複数付 けて もらう

(4)写 真(静 止画)

デ ータベ ースに搭載すべ き作品を代表 す る写真を添付 して もらう

この写真をイメー ジスキ ャナーで取 り込んで,デ ータベ ースに組 み込む

(5)写 真の表題

デ ータベ ースに登録

7.5デ ー タ の 構 成

データベ ースのデータ構成 は,現 在の ところ最 も市場化が進んで い る リレー シ ョナルモデル

のデータベ ース管理 システムを用い,デ ータの格納効率及びデータの利用 時の分 か りやす さを

考慮 して決定 した。 当然 なが ら,デ ータの重複 にも配慮 し,正 規化 を行 ってい る。

大 型映像 データベ ースのテー ブル構成 は,以 下に示す作品1テ ーブル,作 品2テ ーブル,団

体テーブル,写 真テー ブルの4テ ー ブル構成 と した。

作 品1テ ー ブルはデータベ ースの中心 となるテー ブルで,検 索 に必要 な項 目をすべて網羅 し

てい る。

ジャンルは重要 な検索項 目であ り,予 め決 め られた19の ジャンル名 を文字(漢 字)で 蓄え る

ことと した。 この項 目は予 め決め られた固定的 な項 目で あるので,コ ー ドを作成 して もよいが,

検索時のデー タの可読性 を重視 して文字 のままと した。

内容 のキー ワー ド及 びイメージのキー ワー ドの項 目にっ いて も,文 字(漢 字)の ままの情報
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を入力 し,中 間一致(検 索時に文字列 のど こかに検索 したい文字列が あれば一致 したとみなす)

方式の検索方法 を とることに した。

・作 品1テ ーブル

項 目 名 型 幅 備 考 ・

作 品 コ ー ド 文 字 10 半角文字,イ ンデ ックス

作 品 名 文 字 93 全角文字

制 作 年 文 字 8 YYYY-MM

再 生 時 間 数 値 単位 ・分

画 像 種 類 文 字 11 全角

団 体 コ ー ド 文 字 6 半角文字,イ ンデ ックス

ジ ャ ン ル 文 字 46 半固定

内 容 の キ ー ワ ー ド 文 字 86 複数可

イ メ ー ジの キ ー ワー ド 文 字 52 複数可

媒 体 テ ー プ 文 字 30

媒 体 デ ィ ス ク ・文 字 21

貸 出 可_否 文 字' 2 可又は否

貸 出 条 件 文 字 34 公的機関,企 業 な ど

運 営 形 態 の 制 限 文 字 40 有料 も可,無 料 行事のみな ど 、

・作 品2テ ー ブル

項 目 名 型 幅 備 考

作 品 コ ー ド 文 字 10 半角文字,イ ンデ ックス

作 品 内 容 文 字 255

媒 体記録 機器 メーカ 文 字 24

媒 体 フ ォ ー マ ッ ト 文 字 25

記'録 方 式 文 字 20

マ ス タ ー 媒 体 文 字 22

特 記 事 項 文 字 54

費 用 文 字 96

複 写 サ ー ビ ス 文 字 16

備 考 文 字 100

台 帳 ペ ー ジ 整 数
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・団 体 テ ー ブル

項 目 名 型 幅 備 考

団 体 コ ー ド 文 字 6 半角文字,イ ンデ ックス

団 体 名 文 字 28

部 門 名 文 字 31

TEL 文 字 29

・写 真 テ ー ブル

項 目 名 型 幅 備 考

作 品 コ ー ド 文 字 10 半角文字,イ ンデ ックス

写 真 グラフィヲクス BMP形 式

写 真 の 題 名 文 字 40

7.6ユ ー ザ シ ス テ ム 機 器 構 成

データベース システムを組み込む コ ンピュータ システムのハ ー ドウェアは,融 通性,互 換性

及び コス トを考慮 して,次 に示 される汎用パ ーソナル コンピュータと した。更 に,現 在の ウイ

ン ドウズ環境の市場 を鑑み,最 も汎用性のあ る 「WINDOWS3.1」 が動作すればよい こ

とに した。

CD-ROM

Drive

/、CPU486
-33MHzup

IBMPCclone

＼ ノ

HDD540MB

1

CPU:CentralProces

Msu:MainStorageU

HDD:HardDisd 。Driv

MSU8MB

図7-1八 一 ド ウ.エ ァ 構 成
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Specified

DatabaseCore

図7-2ソ フ トウ ェア構 成

7.7デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム の 評 価

本データベースの評価 テス トを行 った システムの仕様を示す。

表7-1評 価 用 コ ン ピュー タ の仕 様

CPU(ク ロ ッ ク数) 80486(66MHz)

内蔵RAM 16MB

ハ ー ドデ ィ ス ク 500MB

OS DOSJ5.0/V

ウイ ン ドウ環境 WINDOSWS3.1

作成 した映像 ソフ ト検索のデータベース システムの評価 として,条 件検索 に要す る時間を計

測 した結果 と,内 容やイ メー ジのキー ワー ドを用 いた検索 結果 は次のよ うにな った。

(1)検 索時間

評価用パ ーソナル コ ンピュータ上で今 回構築 したデー タベースシステムを本番 の システ ム

と同一条件で動作 させ,検 索 時間を計測 した。 なお,検 索 はユーザ メニ ュー上 に作成 した検

索用のフ ォームか ら起動 され,検 索 され るデータの件数 は562件 で あった。 また,デ ータベ

ースのすべての ファイ ルはハー ドディスク上 に置かれて いる
。表7-2に 検索時間の測定結

果 を示す。
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表7-2検 索時間

検 索 実 験 の 場 合 設 定 検索時間

数 値 項 目 に よ る 検 索(1条 件) 1秒 以下

文 字 項 目 に よ る 検 索(1条 件) 1秒 以下

文 字 項 目 の 中 間 一 致 検 索(1条 件) 2秒 以下

文字 ・数値 の組み合わせ による検索(2条 件) 2秒 以下

文字 ・数値の組み合わせによる検索(多 条件) 2秒 以下

検索結果 をみ ると,あ らゆ る条件 における検索におけ るレスポ ンスタイムが満足すべ き状

態で終了 していることが分か る。検索 時間は,ハ ー ドウェア構成,デ ータベース管理 システ

ムが確保 する ワーク領 域の大 きさな どによ って影響を受 けるが,こ の結果 は他で行われたベ

ンチマー クテ ス トの結 果 と もに合致 し,信 頼で きる数値で はないか と考 えた。 この結 果,

rParadox」 をデータベ ース管理 システ ムとして使用 したハ イ ビジ ョンソフ ト検索 システム

は,実 用上問題ない検索速度を有 して いるとの見解を得 た。

また,文 字 と数値の組 み合 わせ による検索時において も,文 字項 目の検索 は中間一致方式

を採用 してお り,設 計 時に懸念 して いた中間一致方式 の検索速度 も十分 使用 に耐え うる こと

が判明 した。

(2)内 容やイメー ジのキー ワー ドによ る検索

本検索 システムで は,ジ ャ ンルや ソフ トの再生 時間な どの検索項 目のほか に,内 容 とイ メ

ー ジに関す るキー ワー ドを取 り入れ,ジ ャンルが 「スポーツ」で内容が 「サ ッカー」,ジ ャ

ンルが 「音楽」でイメー ジが 「勇壮」な ど,ソ フ トの内容やイ メージにっ いての情報で も検

索 で きるよ うに企画 した。

検索実験を繰 り返 し行 った結果,内 容 のキー ワー ドを用 いた検索 につ いては,ほ ぼ期待 通

りの検索がで きて いるものの,イ メー ジのキー ワー ドを用 いた検索 にっ いて は,ほ とん どの

ケー スで うま く機能 しない とい う結果 にな った。

内容のキーワー ドにっいて は,キ ー ワー ドその もの も付 けやす く,ま た,内 容の種類 もあ

る程度の数に収束す ると考 え られ る。

一方
,イ メー ジのキーワー ドについては,自 由に付 けることがで きる自由語方式を と った

こともあ り,作 者 によ ってキ ーワー ドの付け方がまちまちにな った り,イ メージのキーワー

ドその ものが付 けに くい性質 の ものがあ ったなど,検 索 に有効 に利用で きるまでにはいた ら

なか った。今後は,こ れ らの情報 を得 るに当た り,あ る程度 キーワー ドの種類 を制限す るこ

となどの工夫が必要 と思 われ る。
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7.8デ ー タ ベ ー ス 構 築 に お け る 課 題

本データベ ースの構築 において,文 書 デー タについては既 にその本文か らのキー ワー ド自動

抽 出を実現 して いる。画像や音響などのメデ ィア について も,そ の内容を理解 し,画 像 あるい

は音響データか らキ ーワー ドが出力 されれば,

(1)デ ータ蓄積 におけるキーワー ド付 与の作業時間が短縮 され,

② データ蓄積の コス トが軽減で き,

(3)キ ー ワー ドの使い方 のば らっ きがな くな って検索が容易 にな る,

な どのメ リッ トが得 られ る。

現在 の画像処理 の技術水準では

① 静止画の色彩分析か ら暖,寒 など感性 的な判定をす る,

② 画像理解 により自然の風景か,CG画 像 か,あ るいは人が登場す るか,

などの判定をす る,

程度 しか行 えない。キー ワー ド自動付与 を実現す るには画像や音楽 にっ いて この分野の研究 を

本格的 に実行す る必要がある。

7.9ま と め

データベースの情報量 は以下 の とお りとな り,シ ステム評価 と併せて,汎 用 のパ ー ソナル コ

ンピュータシステムで十分 に使用可能 な状態 とな った。 しか し,こ のデータベー スを稼働す る

ためにデータベース コァの費用が数万 円程度要 求 され るので,た だ単 に 「ハイ ビジ ョン大型映

像 ソフ ト」を検索 す るとい う目的には高価 な もの となろ う。 したが って,汎 用でかつ安価 な標

準型のデータベー スコアの普及が渇望 され る。今後,CD-ROMの 使用可能なハ ー ドウェア

システム及 びその ソフ トが普及す ることは疑 いが ないので,い わゆるデータ としてのソフ トを

管理す る意 味での データベースコアの 出現が待 たれ る。
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フ ァ イ ル の 種 類
容 量

(KB)

作品1テ ーブル 260

6

作品2テ ーブル 387

6

団体テーブル 10

6

写真テーブル

注意 格納 にはフ ァイル

が分割 されて いる

18

27,885

6

1

トップ フ ォー ム 10

トップヘ ル プ フ ォー ム 9

検 索 フ ォー ム 40

検索ヘル プフ ォーム 16

詳細表示 フォーム 25

詳細表示 ヘルプフォーム 9

一 覧 表示 フ ォ・一 ム 22

メ ンテ トップ フ ォーム 12

作 品1メ ンテ フ ォーム 16

作 品2メ ンテ フ ォー ム 14

団 体 メ ンテ フ ォー ム 9

写 真 メ ンテ フ ォーム 8

印刷 レポ ー トフ ォー ム 20

総 計 28,795

(注)作 品テー ブル1,作 品テーブル2,団 体 テ

ーブル,写 真 テーブルは複数の フ ァイル に分

割 されてい るため容量欄 は複数行記述 に して

いる。
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8分 散 協調型データベースのための高度運用システムの

開発 と学習支援環境 への応 用

株式会社 エ マ ズ





8.分 散 協 調 型 デ ー タ ベ ー ス の た め の

高 度 運 用 シス テム の 開 発 と学 習 支 援 環 境 へ の応 用

8.1目 的 と 概 要

8.1.1デ ータベー ス利用の現状

現在,わ が国では,・各方面で さまざまな情報化作業への取 り組みが積極的 に展 開されて い

る。情報化作業では,イ ンターネ ッ トを用 いたコンピュータネ ッ トワー クの形成 と,そ の上

で行われ る今 まで蓄積 されたデータ(地 域情報,個 人情報等)の デ ータベ ース化,ま たデ ー

タベ ース化 され た情報の有効利用が成功 の鍵を握 ってい る。

イ ンターネ ッ トにっいて は,今 まで学術 ネ ッ トワークが 中心 とな り形成 されて きたが,日

本で も商用 イ ンターネ ッ トプロバ イダの登場 に伴い,個 人で もイ ンターネ ッ トへ の接続が比

較的手軽 に行え るようにな り,ま さに破竹 の勢 いで成長 して いる。

しか しなが ら今 まで蓄積 された既存 データのデータベース化,ま た既 にデータベ ース化 さ

れた情報の有効利用にっいては,な か なか進展 しないのが実情であ る。その原因 として挙げ

られ ることは,デ ータベースを積極的 に利用す る環境が整 っていない,ま たデータの収集,

蓄積等 に多 くの時間 と労力を費やす必要が ある,デ ータベ ースの構 築が実現 した として も,

その後の管理維持がなかなか困難であ る,と いったことで ある。

8.1.2地 方か らの情報発信

データベ ース化 された情報の情報発信 につ いては,こ れほどコ ンピュータネ ッ トワー クの

充実 に力が注がれているにもかかわ らず,首 都圏か らの情報発信が ほとん どであ り,地 方 に

も存在す る,有 用で存在価値の高 いデ三夕ベースを使 った情報発信 は無 いに等 しい もので あ

った。

まさ しくこれ は中央集権型モデル として捉え ることができる。その大 きな要 因 として は,

コ ンピュータネ ッ トワークを用いて,デ ータベ ースの構築 とその利用が容易 に行え るソフ ト

ウェア,又 は環境が今まで存在 しない状況 であったか らである。

8.1.3今 年度の開発(MineSの 強化 と学習環境への応用)

われわれ は今 まで述べて きたデータベ ース利用をとりま く現状を踏 まえて,昨 年度㈱ デー

タベ ース振興セ ンターの委託を受 け 「地域情報を対象に した分散協調型デ ータベース システ

ムの開発」を行 い,そ の中でプ ロ トタイプ システムを作成 した(以 降 この システムをMineS
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プロ トタイプ版 と呼ぶ)。 昨年度の開発では,デ ータベ ース利用 に関す る問題 を解決す るた

めの情報環境(MineSが 目指す情報環境)の 提 案を行 い,そ の環境構築の一つの実現手段 と

してMineSプ ロ トタイプ版を作成 し,実 現の可能 性を実証 した。

今年度は,MineSプ ロ トタイプ版を実運用 に耐え得 るよ うに強化,拡 張 を し(以 降 この シ

ステムをMineS運 用版 と呼ぶ),運 用評価を行 った。

また,MineS応 用 と して,現 在 コンピュータ利用が急速に広 まりつっあ る学 習支援 環境 を

選 び,そ のため に必要 な機能をMineSに 追加 し(以 降 この システムをMineS2と 呼ぶ),Mine

Sの 学習環境への応用を試 みた(図8-1)。

呼㌫ タイプ 稔繍 一 証1

MineS'

運用版

MineS2

学習環境応用版

MineSプ ロ トタイ プ版 の強化

運用段 階への レベ ル ア ップ

MineSの フィール ドテス ト

学習環境 への応用 に必要 な機 能 を追加

平

成

6

年

度

図8-1昨 年 度,今 年 度 のMineSの 開発

8.2MineSア ー キ テ ク チ ャ とMineSプ ロ ト タ イ プ 版

8.2.1イ ンターネ ッ ト上 の情報サーバの調査

昨年度 のMineSプ ロ トタイプ版 の開発 と情 報提供 システムの調査を もとに,今 年度 は,

MineSと 他のイ ンターネ ッ ト上の情報提供 システム との よ り詳細な比較 を行 った。 ここで比

較対象 とした システムは情報提供者 と情報利 用者が存在 し,両 社が非同期 に利用可能 な シス

テムであ る。表8T1が その比較を表 してい る。
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表8-1MineSと 他 の 情報 提供 シス テム

名 前 情報の提供方法 情報の存在場所 情報 の横造 化 法
1

ハ イ パ ー テ キ ス ト サ ーバ/ク ライ ア ン ト

㎜ 分散配置 ハ イパ ーテ キ ス ト

の記述 モデル

イ ンデ ックスを記 イ ンデ ックス&デ サ ー バ/ク ライ ア ン ト

gopher 分散配置
述 イ レク トリ モデル

イ ンデ ックスを記 イ ンデ ックス&デ サーバ/ク ライア ン ト

WAIS 分散配置
述 イ レク トリ モデル

サ ーバ/ク ライア ン ト

fip ファイルを配置 ロー カル デ ィレク トリ構造
モデ ル

fipサ イ トへ の 問 サ ーバ/ク ライア ン ト

archie ロー カ ル イ ンデ ックス

い合わせ(自 動) モデル

サーバ/ク ライア ン ト
finger フ ァイルの作成

"ローカル(重 複) な し
モデル

サーバ/ク ライア ン ト

NetNews テキス トの送信 ローカル(重 複) ディ レク トリ構造
モ デ ル&サ イ トリ レー

サ ー バ/ク ライ ア ン ト

E-mail テキス トの送信 ローカル(移 動) な し
モ デ ル&サ イ トリ レー

メタ記述可能なU DBを 含みプロ グ すべて プログラム可能
MineS 分散配置

1記 述言語の送信 ラマブル なパ ー トナモデル

8.2.2MineSア ーキ テクチ ャ

(1)MineSア ーキテ クチ ャ

MineSが 目指す情報環境 の実現を達成す るために,シ ステム構築の際の仮定 に相当す る

事柄,メ デ ィアの取 り扱 い,ネ ッ トワー クの利用形態,及 び具体的 な システム構成 につ い

て述べ,全 体の動作 の概要を説 明す る。MineSが 目指す情報環境 を図8-2に まとめた。

①MineSの 目標

MineSは,目 指す情報環境を実現す るために以下の三つの視点 か ら,シ ステムを構築

す る。即 ち,(a)パ ー ソナルデ ータを対象にす る,(b)そ れぞれの コ ンピュータの機能 を活

か しなが ら複 数の端末 に対応す るユーザイ ンタフェースを もっ,(c)イ ンターネ ッ トを中

心 としたネ ッ トワー クであ りなが ら個人が利用で きる範囲の広 いネ ッ トワークを利用 す
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る 。

国

国
modem

modem

TNC:TerminalNodeController

TR:tranSceiver

図8-2MineSの アー キ テ ク チ ャ

② メディア アーキテクチ ャ

MineSで 扱 うメディアは2種 類であ る。即 ち,(a)記 録媒体の抽象化 として のメデ ィア

(い わゆるマルチメディア),(b)記 録 メデ ィア と転送メディアを統合 し抽象化 したメデ

ィア(ユ ーザ メデ ィア),で ある。MineSで はユーザに対 して環境 として情報 を提供す

るために,ユ ーザメディア も統一的 な方法 で複数扱 う(マ ル チユーザメデ ィア)こ とを

目的 と している。

③ ネ ッ トワー クアーキテクチ ャ

MineSで は,利 用者がネ ッ トワー クや端末を意識 しないで システムを利用で きるよ う

に,図8-2で 示 したよ うな,イ ンターネ ッ ト,公 衆回線 無線な どの あ らゆ るネ ッ ト

ワーク利用形態を想定 した。

④ システムアーキテ クチ ャ ー

MineSの もっ三つの機能 と,そ れ らが実装 され るエ ンジ ンの対応を表8-2に 示す。

またMineSの システムアーキテ クチ ャを図8-3に 示す。各機能 は上記①及 び②を満た

すために,機 種,(② で述べ た)メ デ ィア,ネ ッ トワークを抽象化 し,そ のイ ンタフェ

ースを定め ることを目的 と して いる。また,各 機能 に(特 にユ ーザイ ンタフェース)は

システム稼働中にデータに合 わせ柔軟 に変 更可能 なようにな ってい る。以下では各機能

について概説す る。
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表8-2MineSの 各 機 能

MineSの 三 つ の 機 能 機 能 詳 細 実装 されるエ ンジン

・デ ー タ格 納

MineS/DB機 能 ・デ ー タ検 索 DBE

・他のDBシ ステムの利用

・ユ ーザ との イ ンタ ラ クシ ョン

・ユ ーザ イ ンタ フ ェー スの記 述 言 語

MineS/UI機 能 UIE
によるアプ リケー シ ョンの作成

・ユ ーザ イ ンタ フ ェー スに よ るデ ー

夕の カプセル化

・ネ ッ トワー クの抽 象 化

MineS/CS機 能 CSE
・MineS/CS間 で の通 信

・6:☆

UNlX(WS)

:仮 想的な接続

○:昨 年度作成した部分

ee:DeLis(三 石 他,1993)

図8-3

烏

鷺Ul『 鞘

cs『

スプ ール

MineSシ ス テム ア ー キ テ クチ ャ

菜隔

(a)MineS/DB(デ ー タベ ー ス)機 能

・デ ー タ格 納:

MineS/DBは デ ー タ の 格 納 機 能 を 提 供 し,デ ー タ の作 成 を 支 援 す る。 デ ー タ

はす べ て テ キ ス トで 表 現 され て い るの で,MineSで 提供 す るデ ー タ メ ンテナ ンス

ツ ール を 使 用 しな くと もデ ー タの作 成 が可 能 で あ る と と もに,変 更 も容 易 で あ る。

・デ ー タ検 索:

MineS/DBの デ ー タ 検 索 機 能 は,複 雑 な 検 索 機 能 を もた ず,デ ー タ の 変 更,
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追加の容易性か らフルテキス ト検索方式を用 いて いる。 またマル チメデ ィアデー

タの検索 にっいては,独 自の管理機能を設け実現 してい る。

・他のDBシ ステムの利用:

MineS/DBで は,MineS/UI(後 述)か らの検索要求を受け取 り,そ の検索要

求を満たすデータを返すイ ンタフェースが規定 されて いる。即 ち この イ ンタフェ

ースを既に存在す るDBMSに 対 して準備す ることで
,そ のDBMSがMineS上

で利用可能 とな る。

(b)MineS/UI(ユ ーザイ ンタフェース)機 能

・ユーザ とのイ ンタラクシ ョン:

MineS/UIは コ ン ピュー タの機 種を意識 す る ことな く,使 い易 いユ ーザ イ ン

タ フェースを提 供す る。 このた めMineS/UI機 能 を担 うユ ーザ イ ンタ フェー

スエ ンジン(UIE)で はUIの 構造を記述す るための言語(UI記 述言語)を

定義 し,こ れ によ って書かれたUIを イ ンタプ リタにより実行するイ ンタプ リタ

方式を とる。イ ンタプ リタは各機種 ごとに作成 し,多 機種 に対応可能 にす る。

・ユーザイ ンタフェース記述言語 によるアプ リケー シ ョンの作成:

MineSで はユーザ にマルチメディアデータを いかに有用 に提供す るかを考 え,ユ

ーザ固有の メデ ィアの形(ユ ーザメデ ィア)を 構築で きる機能 を もっ。 このため

UIEで は,ユ ーザ イ ンタフェース構築ツールを提供す る。ユーザイ ンタフェー

ス構築 ツールはUI記 述言語 によ り提供 され る。

・ユーザイ ンタフェースによるデータのカプセル化:

検索 や蓄積 の対象 となるデータその ものに,そ れぞれのデ ータの種別 に適合 した

ユ ー ザイ ンタ フ ェー ス情 報 を付 加 す る ことに よ って,デ ー タベ ース構 築 時の 負荷

を 減 ら し,利 用 者 に と って は使 い易 い ユ ーザ イ ンタ フ ェー ス の提 供 を 実現 す る。

(c)MineS/CS(コ ミュニ ケ ー シ ョ ンサ ポ ー ト)機 能

・ネ ッ トワー クの抽 象 化:

具 体 的 な ネ ッ トワ ー ク を 抽 象 化 したMineS特 有 の ネ ッ トワー ク機 能 をMineS/

DB,MineS/UIに 対 して 提供 す る。 その た め にMineS/CSは,(1A)複 数

の 同期 チ ャネ ル(リ ア ル タ イ ム利 用 の ため の通 信 ポ ー ト。 個 数 は実装 され る機 械

の 能 力 によ る)と,(1B) 1一つ の 非 同期 チ ャネ ル(電 子 メ ー ル転 送 の よ うに蓄

、積 され なが らデ ー タの 転 送 を 行 うため の ポ ー ト),を 提 供 す る。

・MineS/CS間 で の 通信:

それ ぞ れの ネ ッ トワー クの デ ー タ転 送 の た め の通 信 プ ロ トコル を そ の ま ま利 用 す
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る。即 ち,イ ンターネ ッ トであればTCP/IPで 直接通信 を行 う。 また,パ ソ

コ ン通信 ホ ス トで は無手順でデータ通信を行 う。 これ らは(既 に現存す る)プ ロ

トコルの変換器を通 して互 いに通信可能であ る。

② 全体動作

MineS全 体の動作 の流れを図8-4に 示す。DBE,UIE,CSEそ してDBEが 管

理す るDB(デ ータベース)が すべて実装 され たシステムをMineSフ ル システ ムと呼び,

データの蓄積 ・検索要求を受け付 けるサーバ とな り得 る。また,UIE,CSEの みが実

装 された システムは,ク ライア ン トと しての機能のみを もっMineSサ ブシステムであ る。

MineSフ ル システム は,自 らのUIE,CSEをMineSサ ブシステ ムのよ うに用 いて,他

のMineSフ ル システ ムと通信す ることも可能であ る。

この図で はユ ーザ は左側 にあるMineSサ ブシステムのUIEと 直接 イ ンタラクシ ョンを

してい る。MineSサ ブシステムのUIEは ユ ーザの入力 をUI記 述 に変換す る。UI記 述

とはMineSのUI(ユ ーザイ ンタフェース)の 構造を記述 した言語 であ る。MineSサ ブシ

ステムのUIEはCSEの ネ ッ トワーク抽象化機能 によ り,ネ ッ トワー クを意識せずに,

UI記 述を用いてMineSフ ル システムのUIEと 通信す ることがで きる。UI記 述を受け

取 ったMineSフ ル システムのUIEは,UI記 述をイ ンタプ リ トし,DBEへ 処理要求を

出す。DBEはUIEか ら処理要求を受 けて,DBに 対す るデータ検索,デ ー タ蓄積な ど

の処理 をす る。

ユーザとDBの 仮想的 な対話

ネ ッ トワ ー ク

⊂〕
マルチメデ ィアデ ー

索/格 納

求/検 索結果
渡し

図8-4全 体の流れ

DBEは,処 理 結 果 をUIEに 返 す 。 結 果 を受 け取 ったUIEは,MineSサ ブ システ ム

のUIEに 検索 結 果 を 渡す ため,デ ー タ の カ プセ ル化 を 行 う。 カ プ セル 化 され た デ ー タ は
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CSEの ネ ッ トワーク抽象化機能 によ りMineSサ ブ システムのUIEに 渡 され,UIEは

そのデ ータをイ ンタプ リトしてユ ーザ に表示す る。

この よ うに,実 際はUIE,CSE,DBEを 通 じてユ ーザの要求が処理 され るが,ユ

ーザにはあたか もDBと 直接対話 を して いるよ うにみえ ることにな る。

8.2.3MineSの 実 装(MineSプ ロ トタ イ プ版 開 発)

今 まで 述 べ て きたMineSの アー キ テ クチ ャを実 現 す るた め に,前 述 した各 エ ン ジ ンの 機 能

をMineSプ ロ トタイ プ版 に実 装 した(表8-3)。

表8-3MineSプ ロ トタイ プ版 の実 装

各種OSとMineSの 通信方法 現在の各 エ ンジンの実装 代表的機種

OS プ ロ トコル等DBEUIECSE

1 UNIX TCP/IPに よる同期通信 ○ ○ ○
UNIXワ ークステーション

2 無手順 での同期通信 × × ×
UNIXを 載 せ たパソコン

3 uucpな どに よ る非 同期 通 信 × × ×

4 MS-DOS TCP/IPに よる同期通信 × ○ ○

5 無 手 順 で の 同期 通信 × × ×PC-9800パ ソコン

6 uucpな ど によ る非 同 期 通信 × × ×

7 MS-Windows TCP/IPに よる同期通信 × ○ ○

8 無 手 順 で の 同期 通 信 × × ×PC-9800パ ソコン

9 uucpな どによ る非同期通信 × × ×

10 MacOS TCP/IPに よ る同期 通 信 × × ×

11 無手順での同期通信 × ○OMacintosh

12 uucpな どによる非同期通信 × ○ ○

(注)「 各種OSとMineSの 通信方法」の 「無手1頂で の同期通信 」 とは,一 般 のパ ソ

コ ン通信 のよ うにシ リアル回線を制御す るソフ トを用いた場 合を指す。

「現在の各 エ ンジンの実装」の○ 印は実装済を示す。
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8.3MineS運 用 版

8.3.1MineS運 用版の仕様

(1)MineS運 用版 とは

われわれが考え るMineS運 用版 とは 「多 くの人が違和感な く利 用で き,ユ ーザの要求す

るデータの取得が高 い信頼性の もとで実現で きる水準 に達 してい る状 態の もの」であ る。

即ち昨年度 のMineSプ ロ トタイプ版 はわれわれの考え る ことの実 現がで きるか否かを実証

す る場 にす ぎなか った。そ して今回の開発 目的の一つ はそれ ら実証 された ことをベ ースに

して,実 運用 に耐え得 るMineS運 用版を構築す ることで ある。

(2)MineS運 用版 の仕様

MineS運 用版 は大 き く分けて二つの システムか ら成 り立 ってい る。一つはDBE,UI

E,CSEを 実装 したMineSフ ル システムで,複 数のMineSサ ブシステムか らの検索要求

に対応 す ることがで きる。また もう一つはUIE,CSEを 実装 したMineSサ ブ システム

で,MineSフ ル システムに対 して データの検索要求等 を発行す る。

本年 度の開発 では,MineSフ ル システム とMineSサ ブ システムをわれわれが考え る実運

用 レベル に値す るものへ と強化す るために各仕様書を作成 し(約100頁),そ れ に従 って

開発を進あた。具体的 にはネ ッ トワーク機能の充実,ユ ーザイ ンタ フェースの改良,検 索

され得 るデ ータの構造の変更等 を行 った。そ して この拡張を施 した ことによ り,MineS運

用版 は仕様書 とともにネ ッ トワー クを通 じて広範に配布す ることがて きるとともに,実 運

用を行 うことが可能 となった。

8.3.2MineSの 記述言語

MineS運 用版 は,表8-4で 示す 関数群か ら構成 されている。 これ らの関数を用 いる こと

によ り,MineSフ ル システム,MineSサ ブシステムを構築す ることがで き,ま たユーザ 自身

も自由に変更が可能 とな ってい る。 また,関 数の仕様が この よ うに明確 にな った ことによ り

機種,又 はネ ッ トワー クを意識せず に システムを構築す る ことがで きた。更に,完 全 な仕様

かで き上が ったことによ り,広 範 な機種への移植が可能 となった。

8.3.3MineSの 運 用評 価

(1)運 用 形 態

今 回 の 運 用 評 価 は ネ ッ トワー ク に は東北 イ ンター ネ ッ トを用 い,素 材 と して は昨 年 度 同

様,東 北 地 域 情 報 サ ー ビス企業 デ ー タ(約1,000件)を 使 用 し,利 用 者 の ワー ク ス テ ー シ
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ヨン上 にMineSフ ル システム,MineSサ ブシステムを構築 し運用評価 を行 った。

利用者 と してはわれわれ開発者以外の第三者に依頼 し,客 観的立場 で利用 して もらい,

ア ンケ ー ト調 査及 び直接の聞き取 り調査 により,利 用の感想,意 見等 を集約 した。

② 運用結果

表8-4MineSの 記述言語

MineSフ ル シス テ ム MineSサ ブ システ ム 共 通

CSE

send

recelve

connect-channel

UIE

open-db

close-db

search-data

search-caped-template

giveme-caped-template

giveme-data

data-expand

Set-connect-id

make-template-id

keep-template

encapsulate

query-db-connect

query-db-disconnect

query-search-data

query-search-caped-template

query-caped-template

sync

make-outdb-name

close-win

save-Wln

connect-and-make-port-1ist

expand-sexp

brows-first-rcdno

brows-last-rcdno

next-brows-cnt

prev-brows-cnt

brows-rcd

disp-rcd

set-encap-data

皿ineS-template

stack-init

stack-apPend

stack-push

gethost-by-db

DBE DbSearch
一 一

その他

server

daemon

getpeername

squeeze

●
open-mlnes

1
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運用結果 にっいて,MineS運 用版 はわれわれが考え る運用 レベル に達 した ものであ り,

利用者か らも良い反応が得 られた。

しか しなが ら,ま だ まだMineS運 用版 は開発者の立場で構築 された部分があ り,実 際に

ユーザの使 いやす いユ ーザイ ンタフェース,操 作性等を考えなければ な らない ことが明確

な形で リス トア ップされた。 これ は使用者の意見等 を もとに して改良 して い く必要性があ

る。

総括 として,MineS運 用版 はまだ改良の余地 ありとい った結果 を残 したが,し か しなが

ら十分実運用 に耐 え得 るものであ った。

8.4学 習 環 境 へ の 応 用

8.4.1情 報環境下における学習環境

近年,コ ンピュー タやネ ッ トワー クの発展に伴 い,小 中学校の授業 とい った学 習環境(授

業 を行 うクラスル ーム等)に おけるコンピュータ利用が増加 しているが,そ の利 用形 態はス

タ ン ドアロー ンで教育用 ソフ トウェアを利用す るものや,単 にネ ッ トワークを用いて教育用

ソフ トウ ェアを共有す るだ けの ものが主流であ る。

また,そ の教育用 ソフ トウェアは,そ の多 くが特定教科向けで市販 されて いる ものであ る

ため,さ まざまな外部 のデータを取 り込む等の拡張性 に乏 しく,授 業での利用方法が限定 さ

れてい る。 この よ うな学習教材 はコンピュータネ ッ トワー ク環境を有効 に利用 して いるとは

いい難い。

学習教材には学 習の効果 を最大に引き出す とい う目的があるため,教 師が授業 に向けて学

習教材を準備す る階段では,教 師の意図を反映させやすい ことが要求 され,そ の利用 階段で

は,教 材を もとに した議論の発展や,生 徒の想像力,表 現力の養成が期待 され る。 このよ う

に学習教材 は学 習環境 において重要な位置を 占あて いる。

そ こでわれわれ は,教 師 と生徒が各 自,ネ ッ トワークで接続 された コ ンピュー タを利 用で

きるよ うな情報環境下 にお いて,次 のよ うな学習教材 を中心 とした学習環境の構築を試 み る。

.(1)学 習教材の準備段階

教 師による学習教材 の準備段階で は,教 師 自 らが,ネ ッ トワー ク上 に存在す るさまざま

なマルチメディアデータなどを 自由に組み合わせて表現で きる学習教材 を作成で きる環境

を提供 する。 これによ り教師 は,授 業で伝え なければな らない ことを素 直に学 習教材へ反

映 させ ることが で きる。 また,一 度作成 した学習教材を,ネ ッ トワー クを通 じて再利用す

ることもで きるよ うな環境を提供す る。
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(2)学 習教材の利用段 階

授業 などの学 習教材の利用段 階では,教 師の作成 した学習教材が,生 徒個人 に割 り当て

られた コンピュータ上で,ネ ッ トワー クを介 して利用で きるよ うな環境 を提供す る。更に,

生徒が提示 された教材 を もとに,自 分 な りの視点 によって 自由にデータを入れ替えた り,

データの並べ替え等をす ることが で きるよ うな環境 を提供す る。

また,実 際の授業では,学 習教材 を もとに教師 と生徒の間に次 のような コ ミュニケ ーシ

ョンが存在す る。

・教師が学習教材を用 いて進め る授 業の中の,教 師や生徒 の間の 自由な意見,質 問の交

換。

・準備され た学習教材 を もとに,生 徒の発 見 した新 たな視点 の生徒 自らに よる,教 師,

他の生徒へ の表現。

この ような学習者間の コ ミュニケ ーシ ョンを教材 によ って支援す ることがで きれば,教

室に一同に介す る といった物理的 ・時間的制約に縛 られることのない,ネ ッ トワーク上 の

仮想的 な教室(バ ーチャル クラスル ーム:図8-5)を 実現で きる。

バーチャル クラスルーム内部で は,そ の クラスルーム内にいる人 々の間の コ ミュニケー

ションの相互作 用 とい う一種の共 同作業 によ り,次 々と新 たな視点が生み出され る。 また,

他のバーチャル クラスルーム との間で コ ミュニ ケーシ ョンが行われれば,そ の共同作業の

規模,効 果 は留ま るところを知 らない。

バ ー チ ャル ク ラス ル ー ム バ ー チ ャル ク ラス ル ー ム

図8-5バ ー チ ャル クラ ス ル ーム

8.4.2MineSに よ る学 習 環 境 の構 築(MineS2)

上 記の よ うな学 習環 境 をMineSを 用 いて 実 現 す るた め に は,MineSに 幾 つ か の機 能 を 追 加

す る必要 が あ る。 わ れ われ はMineSを 学 習 環 境 に応 用 す るた めMineSに 必要 な機 能 を追 加 し
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た もの をMineS2と 呼ぶ。必要な機能 は以下の とお りであ る。

(1)素 材 データの取 り込 み機能

教材 を有効 に利用 す るため には,目 的 に合 ったデータが ネ ッ トワーク上 に豊富 に存在す

ることが不可欠 であ る。そのため には誰 もがデータベ ースを容易 に構築で きる ことが望 ま

しい。素材データの取 り込 み機能 とは,こ のデータベ ースの構築 とい う作業 を 自動化 し,

有効 なデータを簡単 にデータベ ース化で きるとい うことであ り,こ れは,MineSシ ステム

の外部 に存在す るデ ータをMineSの アーキテクチャの内部 にどのよ うに取 り込 んで行 くか

とい った課題で ある。

(2)教 材 の作成機能

教 師や生徒が,自 由に教材作成,変 更で きる とい うことは,即 ち,ネ ッ トワー クや コン

ピュー タ,デ ータベ ースの専門家でな くとも,簡 単 に これ らを制御で きるということであ

る。そのためMineS2で は,GUIを 用 いた教材構築 ツール を提供 し,誰 で も容易に教材を

構築で きる環境 を提供 す る。

また,こ のよ うに して作成 した教材 を個人のデータベ ースに格納す ることによ り,ネ ッ

トワークを通 じた教 材の再利用 も可能 とす る。

(3)学 習者間 コ ミュニケー シ ョンの支援

学習者間の複雑な コ ミュニケーシ ョンを支援するためには,意 見交換のための音声や動

画像 による会話や,自 らの意見を皆 にプ レゼ ンテー シ ョンで きるよ うな機能が必要であ る。

そのためMineS2で は,教 材に学習者間の コ ミュニケー シ ョンを支援す る機能を追加す る。

MineSに 以上の機能を追加す ることによ り,情 報環境下 におけ る学習環境が容易 に構築

で きる。

8.4.3MineSに おける教材 の扱 い

学習環境の実現に際 し,MineSに おけるユーザイ ンタフ ェース及 びデータは以下の ように

対応す る。

(1)メ タ教材

メタ教材 は教材作 成 ツール等 によ って,利 用者が作成 したデータの ビュー ワで ある。U

I記 述言語で記述 されてお り,MineSの ユ ーザイ ンタ フェースに当たる。メタ教材 に対 し

て素材 データを入れ替え ることにより,異 な る教材 にす ることが可能であ る。 メタ教材 に

は数値 データの グラフ化機能,ボ タ ン等 のユーザイ ンタラ クシ ョン機能等があ る。 またメ

タ教材 をデータベ ースに納め ることで,ネ ッ トワー クを通 じた再利用が可能であ る。

(2)素 材 データ
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MineSが データベ ースに管理 してい るデータで ある。MineS2で は,デ ータベ ース構築の

自動化によって外部か ら取 り込まれた,気 温や湿度の よ うな時間軸 に依存 して変化す る情

報を定期的 に取 り込んだデ ータな ど も,他 のデータと同様 に扱 うことがで きる。

(3)教 材

素材データをメ タ教材 に埋め こみ表示 した ものである。MineS2は 主 にプ レゼ ンテー シ ョ

ンを目的 として教材を扱 う。MineS2の 教材 はさまざまなデータベースか ら収集 され る素材

データと,そ の素材データに応 じたメタ教材によ って構成 されている。

教材を使用 した例を図8-6に 示す。 これ は,作 成 したメ タ教材 に,仙 台 と札幌の気温

とい う素材データを グラフ化 して表示 し,ま た同時に当地の写真を一緒 に表示 した教材の

例であ る。

帽 ㎞ 園

帽 ヒと
⊂=⊃ ⊂=⊃ ⊂=)

素材データの利用による

メタ教材の教材化

!! 仁)σ

仙台

彩クプ

〔∋

メタ教材 の作 成及び 、

DB化

間L口
間L
⊂莚⊃⊂=⊃ ⊂=⊃

o〃

図8-6メ タ教材,素 材 デ ー タ,教 材

8.4.4MineSに よるコ ミュニケー シ ョンの支援

学習者 間でな される コミュニケー シ ョンをMineSで 実現す るためには,以 下の ような機能

が必要 となる。

(1)会 話機能

音声,文 字,動 画等を用いて利用者同士で会話 をす る機能 であ る。 同期的会話,非 同期

的会話,ブ ロー ドキ ャス トによ る会話 などが選択可能であ る。 これによ り,利 用者 同士の

意見交換な どが可能 とな る ・(図8-7)。

(2)プ レゼ ンテー シ ョン機能

表示 して いる教材を もとに,そ の教材 に対す る操作や,マ ウスや簡単な描画 による教材

へ の指示等 を,そ の まま他 の利用者の教材に表示 させ る機能 であ る(図8-7)。
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また,会 話機能 やプ レゼ ンテー ション機能を学習者 間で有機的に行え るようにす るため,

教材を表示 して いる際に動的 にメタ教材 を作成 ・変更で きる機能 も必要で ある。それが動

的メタ教材作成機能である。

鐘欝 欝蟹彗難
容 き

窪減 1>へ
一
⊂⊃ 三。⊂ ⊃ '

診

;;鶯蕊 フ 1藁 ・膓
ぷ

蓬曇糊 る_、 灘 蕪 紗・

(2)
籔絃,

送信

画面へ の描画 教材の操作

による指示 教材 自体の表示

駒

利用者1の 画面 を,描 画等 も

含めてその まま教材2で 表示

DK馨 岨
利 用 者1

図8-7

音声 による会話

利 用 者2

会話機能 とプ レゼンテーシ ョン機能

(3)動 的メタ教材作成機能

現在利用者が表示 して いる教 材に対 して,GUIに よる教材構築 ツールを用 い,表 示 中

の教材を変更 した り,新 たなメ タ教材を生成す る機能である。 これによ り,表 示中の教材

を,他 の利用者 と通信で きる教材 に変更で きる(図8-8)。

以上の機能を組み合わせ る ことで,学 習空 間内の学習者間の コ ミュニケー ションの実現

が可能 とな る。

固目
⊂⊃c≡ ⊃

教材3
辱 口[ヨ

0

夢
教材3

[
い]

0
圭

メ タ教 材3'

ツール によるメ タ教材 の動 的変更,生 成

教 材3'

図8-8動 的メタ教材作成機 能
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8.5ま と め

本年度の開発で はMineSが 目指す情報環境が運用 レベルで実証で きた こと,依 然問題 は残 っ

ているが多 くの人 に使用 していただ き貴重 な意見 を頂 いた ことはわれわれにとって大 きな収穫

であった。MineS運 用版を基礎 として,今 まであま り進展 していなか った コンピュータネ ッ ト

ワー ク上のデータベース利用を発展 させ るよ う,あ らゆる角度か らアプローチを図 るとともに,

更な るMineS運 用版 の発展を させたい と考えてい る。

また,学 習環境でのデータベース利用の増加 も見込 まれ る。そ こで今回提案 したMineSの 学

習環境への応用の提案を もとと し,学 習環境 での コンピュータ利用の発展 に貢献で きることを

確信 してい る。

参考文献

働データベ ース振興 セ ンター,1994;デ ータベ ース構築促進及び技術開発 に関す る報告書,

地域情報を対象 に した分散協調型データベ ースシステムの開発。

三石他,1993;分 散環境 のための言語系DeLis,情 報処理学会研究報告93-PRG-10,pp.57-64.
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9電 子デバイス情 報の電子化 ドキュメントの

プ ロ トタイプ作成

電子デバイス情報サー ビス株式会社





9.電 子 デバ イ ス情 報 の電子化 ドキ ュメ ン トの プ ロ トタイ プ作成

9.1EDSC(ElectronicDocumentStudyCommittee)の 活 動

9.1.1背 景

システム的なICの ドキュメ ン トは,必 ず長大 な もの にな る。またそれ は,単 に回路設計

者 のみな らず,装 置 ソフ トのプログラマ,製 造 技術者,検 査担当者,保 守責任者,装 置ユー

ザなど,多 種多様な人々に,装 置寿命が続 くか ぎり,い ろんな局面で使用 され る もの にな る。

システムICの ドキ ュメ ン トの特色をま とあ るとき,こ れ らを紙媒体 に印刷 し,デ ータブ ッ

クとして綴 じて いる現在 の手法の困難が実感 され る。最先端の装置を最適 に設計 しよ うと志

す技術者 は,新 規 に追加 され る情報 と,ま た一方では生産 中止 にな った製 品の情報を持 ち,

また追跡 しよ うと懸命であ る。 また,半 導体 メーカ も,新 製品を広報 しよ うと懸命であ る。

ところが,両 者の関係を困難 に してい る要因 も多い。 それを列挙す れば,

(1)ご く少数の情報消費者に,的 確 に情報を とどけること。

② 消費者の必要 とす る情 報を,精 度 高 くとどけること。

(3)大 量 の情報 ス トックを可能 とす ること。

(4)情 報 の追加 ・削除 ・修正のメ ンテナ ンスを迅速にで きること。

(5)数 値 ・画像情報 などを含め られ ること。

(6)一 覧性 の高 い,横 断的な検索が可能な こと。

(7)設 計,製 造,検 査,保 守な ど各作業ステ ップに適 した情報 を提供で きること。

などであ る。

9.1.2イ ンターネ ッ トでの情報提供

研究 ・商用ネ ッ トワー クと してイ ンターネ ッ トはその地盤 を固めっつあ り,ま たMosaicに

代表 され るように,イ ンターネ ッ トな らで はの通信応用 も出てきた。

イ ンターネ ッ トに各種のデ ータベース技術を付加 した ものが,半 導体部品情報 の提供 メデ

ィアと して可能性 が高 い と判断 される。

イ ンターネ ッ トでの部品情報提供 を考え るとき,初 めて紙媒体 を脱却 す る電子 ドキ ュメ ン

トを構想すべ き必然性が生 じる。従来の紙メデ ィアを指向す る情報の作成 ・流通を越 えて,

予 めイ ンターネ ッ トでの情報提供を主流 にすえた,ド キ ュメ ン ト構築法,流 通法を開発 しな

けれ ばな らない。
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9.1.3研 究会の構成 と活動

半導体技術情報を提供す る上で,部 品情報の消費者で ある設計者が,迅 速に情報を入手 で

きるシステムであることが まず必要で,次 に部品情報の提供者であ るメーカが迅速 に情報を

発信す るための システムで ある ことが必要であ る。

米国において,半 導体 ドキ ュメ ン トをSGML(StandardGeneralizedMark-upLangua-

ge)で 作成,蓄 積,共 有 しよ うとい う計画が進行 して お り,Pinnaclesと 呼ばれている。E

DSCは,こ の活動 と互いに相補 うことで,協 調す る もので あ る。

EDSCとPinnacles両 者 に共通 の要素 と して,電 子部 品(半 導体,そ の他素子)の 技術

ドキ ュメ ン トを電子媒体に移 そ うとい う,具 体的な活動 自体 を挙 げ ることができる。両者 と

も,CAD情 報 など,こ れ までの ドキ ュメ ン トに含め られなか った コンピュータデータも電

子 データブ ックとして統合す ることを考慮 してお り,そ のための技術開発を指向す るな ど,

同様の方 向性を もっ。

一方,異 なる要素 もあ る。Pinnaclesの 目的 とす るところは,主 と して参加者(メ ーカ間)

相互 の部品情報共有で あり,そ れをエ ン ドユ ーザのたあ に検索 した り配布 した りす ることに

っいては,一 応 スコープの外 においている。

また,設 計担 当者 などの技術情 報消費者へ情報を届 け るためには,そ の消費者のかかえる

問題に即 した検索方法 や,特 に紙媒体によ る提供が不可 欠であ る。そのため,EDSCで は

文書内容 に即 した検索方法の開発 とあい まって,最 初か らレイ アウ ト化された部 品情報を蓄

積 し,消 費者には レイア ウ ト後の画面(紙 に印刷で きる もの)を 届 け られるように配慮 して

いる。一方Pinnaclesに おいて は,紙 媒体への配慮 は検討の対象外で,そ の設計は行 わない

こ とになる。

PinnaclesとEDSCの 目的の相違 は,そ の達成 のために とる手段の相違 とな って現れる。

即 ち前者 では機械処理 によ る文書 の共有を主た る目的 とす るため,メ ーカ間での情報記述形

式 の統一が主 たる興味 とな る。 そ こで,具 体的 な技術 としてSGMLを と りあげ,そ れを中

心 とす る作業を展開 して いる。

一方,EDSCの 目的は,完 成 された文書 の配布であ る。 したが って,そ の元文書 の記述

方法を統一す ることは第一義の 目的で はない。 む しろコ ンピュータを利用 していかに合理的

に文書入 力,整 形,蓄 積,配 布 を行 うかの観点か ら実態把握,配 布 に適 した情報 フォーマ ッ

ト(Postscriptな ど)の 検討,検 索 システム(Mosaicな ど)の 検討 を行 う。以上の ようにE

DSCとPinnaclesは 相補的な性格 が強いため,将 来 にわtcっ て連携 を保 ってい く必要があ

る。

EDSCで は,そ の提案 プロ トタイプ設計 と評価を,下 記の三つの グループによ り進 めた。
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①WGO全 体 の調 整,情 報提供 メデ ィアの選定 ・実験

②WG1情 報 提供者か らみたEDSCシ ステムの検討

③WG2情 報の消費者か らみたEDSCシ ステ ムの検討

まず,WG2に おいて,現 在の利用者の望んで いる半導体情報提供形態を検討 した。

WG1に おいて は,逆 に情報生産者のメーカの立場か ら,現 在の情報生産工程を前提 に,

将来の電子化 ドキ ュメ ン トのあ り方 を解析 した。

WGOで は,近 未来 の提供者 システムを検討 す るとともに,特 にネ ッ トワー クによ る流通

に向けて,そ の プ ロ トタイプ システムを構想 し,実 験 した。SGMLに 基づ く情報 記述法 の

検証 と,ネ ッ トワー クによ る流通実験 を行 ってい る。

9.2ド キ ュ メ ン ト電 子 化 の 現 状 と 課 題

9.2.1電 子化の現状

(1)半 導体 メーカ各社 に対 して,電 子化 ドキ ュメ ン トの取 り組み状況を調査 し,以 下 の点が

分か った。

・現状で は,DTPを 使用 して ドキュメ ン トを作成 し,紙 でユーザに提供 して いる。

・紙情報で の製作,配 布 が難 しくなってお り,ま た製本 コス トも年 々増 している。 カスタ

マー も保管場所 や検索,ま たCADデ ータ と しての再利用のための電子化 を望ん でい る

と判断 してい る。

・今後 は,オ ンライ ン,CD-ROMな どで提供す ることが必要 と認識 してお り,ド キ ュ

メ ン ト情報をデ ータベ ース化 し,異 機種 システム との情報交換を可能(再 利用可能 デー

タ)に した い。

・将来 の技術予測 に基づ く,デ バイスメーカ及びユーザの要求を満たす標準化が必要 であ

る。

・イ ンターネ ッ ト等を利用 し,World-Wideに 情報提供 で きることが必要であ る。

② 半導体メーカ各社 に対 して,情 報内容 ごとに提供す る媒体を調査 し,以 下の点が分か っ

た。

・現状で は,ド キ ュメ ン トに関 しては紙情報のみの提供が圧倒的である。

・将来的 には,イ ンターネ ッ トなどオ ンライ ンでの提供が大 きく伸び ることを予測 して い

る。 ただ し,紙 情報での提供は10%程 度減少す るに止 まる。

・CD-ROMは データブ ックやマニ ュアルに,オ ンライ ンはデータシー トや技術情報誌

やCADデ ータの提 供に利用 しよ うという判断が あ ることが読 みとれ る。
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9.2.2ド キ ュメ ン ト電子化の課題

紙への表示(印 刷)を 前提 と して いた従来の情 報の作成/提 供形態で は,情 報の作成,加

工 とい った技術 と情報作成後の出力(印 刷)や 流 通 ・配布 とい った技術が,そ れぞれ独立 し

て開発/運 用されて きた。

しか し,「 情報の管理」 「共通化」 「再利用」 「多岐 にわた る電子媒体 での表示/提 供」

を中心 とした今後の電子化 ドキ ュメ ン トに対す る社会的要請 に応え るには,「 情報の作成/

加工」か ら 「情報の管理 」,「 再利用 」,「 表示/出 力」,「 流通/配 布のネ ッ トワー ク」

といった電子文書交換(EDI:ElectricDocumentationInterchange)に 係 わ るすべての

工程 を念頭においた総合的 「情 報技術の確立」 と,「 国際的な標準化」,関 係者へ あ啓蒙,

教育,指 導を含んだ 「運用環境の整備」が必須である。

9.3電 子 化 ドキ ュ メ ン ト の モ デ ル

9.3.1メ ーカ側か らの電子化 ドキ ュメ ン トモデルの検討

(1)デ ータシー トの要素分析

半導体デバイ スのデー タシー トの電子化を進 めるに当た り,デ ータの相互交換 を可能 と

す るためSGML文 書化を図 る ことと した。その第一歩 と して まず各社のデ ータシー トを

持ちよ り,デ ータシー トの モデル化 を行 った。

モデル化の作業 と して,一 か ら構成要素 を洗い出す作業 はPinnaclesに おいて詳細 な分

析が なされて お り,ア メ リカ と日本で 同一 作業を繰 り返 す よ うな非効 率を避 けるため,

PCISを 参考 に して作 業を進 め る こととな った。委 員会が標準化 作業を開始 した時点

(1994年10月)で は,ま だPCIS1.1が 入手で きなか ったため,当 面の作業 として各社

のデー タシー トの大 まかな論理構造 に該 当す る要素を列挙 しクロス リフ ァレンスを作成す

ることにな った。

この作業を行 うに当た って は,電 子 デバ イスと一 口にい って も製品によ って記載項 目が

かな り異 なるため,す べてを一つ の表 にまとめ るのには作業がや りづ らい とい う意見が多

か った。そのため,製 品群 ごとの表にま とめた。

表 における各項 目の統一名 称 はPCISの タグ名に当て はま るものを 日本語 に して用 い

た。検討の結果,後 々のデー タ交換や ツールのサ ポー トを考え るとタグ名 はで きるだけP

CISに 準拠 させたほ うが よい とい う結論が得 られた。既存のSGMLエ ディタ/コ ンバ

ータにお いて も日本語の タグ名 に対応で きな いもの もあ るので ,タ グ名には英語を使用す
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ることが一般的で ある。 したが って 日本語の統一名称 は形式 的な ものであ まり意味を もた

ないので特 に議論 もなか った。

今回の調 査におけ る共通要素はおおざっぱな もので,PCISの タ グ名 をその まま用 い

ることがで きるが,PCISの タグライブラ リ及びDTDを 詳 しく検討 す る時間的な余裕

がなか ったため,本 委員会で挙 げた要素 とPCISの 要素の内容が完全 に一 致 してい るか

検証す る必要が ある。

また,WG1で は,図 表の取 り扱 いを どうす るかを検討す る際 に必要 となるので,使 用

してい るツールや出力可能なデータ形式の調査 も行 った。 ただ し,Pinnaclesと 同様 に本

委員会 にお いて もツールやデー タ形式の統一や推奨 は考えて いないため,こ れ は参考 とし

て行 った ものであ る。 グラフィ ックデータや表の取 り扱いにつ いては この段 階で標準を設

けることは困難 なため,で きるだ けPCISに 準拠す る形で各社 がDTDの サブセ ッ トを

用 いて対応す る方向であ る。

(2)構 造化

上記 のデ ータシー トの構成要 素分析 により,各 社のデータ シー トにおける記述項 目の違

いを把 握 した。 この分析を もとに,最 低限 メーカ側 として提供すべ き情報 をツ リー構造で

表現 し,各 項 目のデータフ ォーマ ッ トや属性 について考察 した。

① 各社の提供す る情報 の項 目に共通部分 は多 くあるものの,細 部 は微妙 に異な っている。

その ため,デ ータシー トの構造化 は,デ ータ シー トの情報 を提供す る上 で,最 低限必要

な情報 に対 してのみ行 う。各社が独 自に提供 したい情報 については・本活動で は議論せ

ず,各 社 が 自由に項 目を加 える ことを許容 す ることに した。

②SGMLの タグ名 を決定す る際のル ールを次のよ うに定 めた。

・同一 の内容を記述 して いる項 目につ いて は,(項 目の名称が各社 で異 なるか どうかに

係わ らず)統 一 されたSGMLの タグ名を定義す る。

・一部の会社が独 自に提供 してい る項 目にっ いては,SGMLの タ グ名称 を定義 しない。

・各社が独 自に提供 したい情報にっいては,各 社 ごとにSGMLの タグ名称 を定義す る。

独 自に定 義 した タグを用 いてSGML文 書を 自由に定義 してかまわないが,各 社間で

統一 されたタグを別の意味で用 いて はいけない。

・タ グ名 に は日本語(2バ イ トコー ド)を 用 いず,英 語で表現す る。

・支障のな い範 囲で,PCISで 定義 されているタグ名称(又 はタグ名称定義のルール)

に合わせ る。

③ 上記の方針 に則 り,デ ータシー トの構成要素の中か ら,最 低 限メーカ として提供すべ

き情報の項 目を ピックア ップ した。次 に ピックア ップされた各項 目について,Pinnacl-
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esのPCISを 参考 に しなが ら,タ グの名称 を定義 した。なお,作 業 の時点で はPCI

Sの 正確な仕様を入手 していなか ったため,PCISに 則 って作成 した 日本TI㈱ のD

TDの タグ名 に合わせ ることに し,PCISの 詳細が判明 した後 にタグ名を再考す る こ

とに した。

④ 情報 の各項 目について,ど の ようなデー タ種 別によ ってユ ーザに提供す るかを決定 し

た。データの種別 は,次 の四つ(及 びそれ らの組み合 わせ)か ら選択す ることに した。

・テキス ト ・図 ・表 ・写真(イ メー ジ)

なお,そ れによ り詳細 な レベルの データフ ォーマ ッ ト(例 えば,図 の場合CGM,I

GES,PICT等)は,こ こでは決定 しない こと とした。 これ は次 の二つ の理 由によ

る。

・ユーザが提供 されたデータを二次加工す るよ うな状況を想定 した場合 ,デ ータフ ォー

マ ッ トはユ ーザが望む ものを提供 すべ きであ る。

・ユ ーザが二次加工 しないデータに関 して は,各 社が現在用いているデータフ ォーマ ッ

トをそのまま用 いて も問題が ない。 また各 メーカ は,そ れぞれ異 なるデータ作成 ツー

ル/デ ータフォーマ ッ トを用いてお り,デ ータフ ォーマ ッ トを統一す る ことは混乱を

招 くのみで,メ リッ トがない。

⑤ 次 の情報の項 目にっ いて構造化を行 った。構造化 は,情 報を大分類/中 分類/小 分類

の三つの レベル に分け,ツ リー構造で表現す ることに した。

(3)簡 易DTDの 作成

上記(2)の⑤ で行 った構造化の結果を もとに,簡 易的なDTDを 作成 した。

9.3.2ユ ーザ側か らの電子化 ドキュメ ン トモデルの検討

(1)ユ ーザか らみた電子化の狙い

製品の設計を始 めよ うとする設計者 に とっては,部 品の カタログはな くてはな らない も

のであ る。部品 カタログか ら部品の仕様,機 能,性 能 などを読み取 り,こ れか ら設計 しよ

うとす る製品に使え るか どうか判 断す る必要 があ るか らである。

しか も,部 品カタログは,設 計 の初期か らな くて はな らない。まず製品仕様を検討する

段階で は,部 品の仕様,性 能,機 能を確認す るため に部品 カタログを活用す る。部品価格

は,当 然部品 カタ ログに記載がないが,部 品 コス トに直接影響があ るので,メ ーカか ら価

格情報 を入手 してい る。次いで実際の設計が始 ま ると,論 理 シンボルを作成 した り,電 気

解析のために電気的特性 を読み取 った り,基 板 設計 のためには部品外形寸法や,ピ ンピッ

チを読み取 った りす るな どさまざまな情報 を部品カタ ログか ら読 み取 って いる。
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最近 で は,CADに よる設計 の進展が著 しく,部 品カタログか ら読み取 った情報をコ ン

ビュータへ入 力 して電子データ と して活 用す るケース も多 くな って いる。

ユ ーザか らみた電子化の狙い は次の とお りで ある。

・新製品情報の早期入手

・最新情報 の入手

・検索 の容易性

・デー タダウンロー ドによる情報 の活用

(2)電 子化ニーズの調査

電子機器開発メーカのエ ンジニ ア(15社21名)に 部品 カタログの活用 について調査を実

施 した。設計の工程 で,部 品 カタログ記載内容及び非記載項 目で も必要 と推定 されるデー

タ項 目を,紙 で欲 しいか,電 子化 して欲 しいか記入をお願 い した。

(3)調 査 結果

① 設 計の どの段階で部品のカタ ログのど こを参照 してい るのか

・製品仕様検討(設 計の初期)

製品企画の段階 か ら部品の調査が始ま っている。参照す るデータも部品 カタ ログ全般

にわ た ってい る。価格,品 質情報な ど部 品カタログには記載 のない情報 も入手 してい

る。

次 いで,市 販部品を 自社 内で使 うための部品選択/評 価,認 定を行 う段階で は,部 品

のカタ ログスペ ック以外 に評 価,認 定 に必要な情報 を入手 して いる。認定業務のため

の資料作成時に,部 品 カタログのデータを テキス トで流用 したい とい うニーズがあ る。

・設 計

設計段階で は,工 程 ごとに必要 とす るデータが異な って いる。CADツ ール によ り設

計が専 門化 してお り,必 要 とす る情報が異なるか らで ある。回路図入力では,シ ンボ

ルの形 や ピンの属性情報(ピ ン番号,入 出力など)が 必要 となる。電気解析で は,電

気的特性が必要で ある。特 にアナ ログ的 な解析 にはSPICEを 使 ってい る事業所が

多 く,SPICEモ デルの提供が重要 とな って くる。熱解析 では,消 費電力や熱抵抗

を必要 と してい る。最近で は,CADを 使 って設計 してい る事業所 が多 く,何 らかの

形でデ ータブ ックの電子化 を望んで いる。部品外形寸法を入力 した り,電 気特性 のV

-R曲 線か ら座標値を読 み取 った りして いる設計者 もいる。

・手配/購 買

部品調達段階 である。 この段階は発注業務主体であ り,部 品カタ ログの参照は少 ない。

価格や納期 の交渉が主体であ る。 自社内で部品情報 システムを構築 している事業所で
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は,こ れ らの情報 を部品デー タベースへ登録 して活用 してい る。

・組 立/製 造

電子機器で は,プ リン ト基板の組立,筐 体 の製造が作業の主体 である。基板組立で は,

自動挿入機が普及 してお り,デ ータ生成のために部品の機械的情報 を必要 と している。

部品の外形寸法や組立時のパ ッケージ耐熱温度 などが ある。

② 設計者が必要 として いる電子化 データ

設計の各段階で部品 カタログを参照 してい ることが上記 で確認で きた。次 に参照 して

いるデータはどのよ うな形式で必要なのかを分析 した。つま り,デ ータを 「イメージで

参照で きれば よいのか」,「 テ キス トや表で流用 したいのか」を次の とお り,明 確 に し

た。

・参照 したい情報:目 次/概 要 ,機 能説明,技 術情報,開 発情報

・流用 したい情報:管 理情報 ,パ ッケージ情報,関 連情報,CAD関 連,そ の他(資 材,

品質)

電子化の順序 として,第 一段 階 として機能説 明,技 術情報,パ ッケー ジ情報,第 二段

階 と して資材/品 質 関連,管 理情報,CAD関 連情報 と続 け るとよい。

③ 電子化データの フォーマ ッ ト

ア ンケー トの中で,利 用者が使 いた い電子化 フ ォーマ ッ トと して上 げた もの は,(a)テ

キス ト,(b)イ メー ジデータ,(c)プ リンタ出力 フt'一 マ ッ ト,(d)専 用ベ ク トルデ ータ,(e)

その他の五つ に分類 され る。

利用者の レベルが さまざまで あ り,使 ってい るツール もさまざまな状況 では,実 際の

処理系では一つ に しぼ るのは難 しい,複 数を扱え るようにす る必要があ るだろ う。

今後の活動 の中で,標 準化 にっいて討議す る必要があ る。特 にCADツ ール と密接 に

関係 したフォーマ ッ ト(例 えば,HDL,SPICE,IBIS)で はCADベ ンダー

を含めた標準化の促進が必要で あるとともに,部 品 メーカの情 報提供 の体制整備が不可

欠で ある。

④ 電子データの入手方法

ユーザア ンケー トの分析結果 では,「 速報性」 と 「検索容易性 」に力点がおかれて い

るので,FAX送 信若 しくはイ ンターネ ッ ト経 由での情報提供 が必要 とな る。 自社 内で

部品情報データベースを構築 して いる利用者若 しくはCADの 利用を促進 して いる利用

者か らは,外 部の情 報データベ ースか ら電子 データを ダウ ンロー ドして 自社 内で使 うこ

とを希望 して いる。電子 データの活用か らみれば,イ ンターネ ッ ト経由が理想的であ る。

いずれ に して も検索の容易 なツールの準備が前提 であ る。
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⑤ 電子化 ドキ ュメ ン トの提供方法

部 品カタログを電子化 して提供す る場合,イ メー ジで提供す るか,テ キス トで提供す

るかな どの選択が必要であ る。イメージでの提供が一番容易で あるが,利 用者の望んで

いる 「流用」が で きない欠点があ る。一方,流 用で きる形 での電子化 は図や表の電子化

形態を どうす る とい う点が解決 されていない。今す ぐ始 あ るためにはサ プライや側,ユ

ーザ側 とも準備不 足である。今後のツールの整備状況を待 つ必要 があ る。

部品 カタログの情報の電子化 は記載項 目の特性 によ って,文 字 部分,図 形部分,表 部

分 に分割で きる。それぞれの部分をどのよ うに電子化す るかにつ いて検討 した。

それぞれを電 子化す る場合 は,イ メージにす る方法 と,流 用 で きる形で コー ド化す る

方法 とがあ る。 コー ド化す る場合 は,そ れぞれの特長 に応 じて フォーマ ッ トや形式を決

め る必要があ る。 　

ユーザの要 求か らみれば,今 後,文 字データ,表 デ ータ,図 データの順で電子化す る

必要が ある。表デ ータにつ いて は,最 低限CSV(CommaSeparatedVariable)形 式を

支援す れば可能であ ろう。 図につ いては,電 子的 に流用 しようとす る場合,標 準 フ ォー

マ ッ トが定 まって いないので,今 後の標準化の検討を先 に進め る必要 がある。

9.3.3EDAツ ールに必要な情報

近年の集積回路技術の進展に伴 って,エ レク トロニ クス製品 は,ま すます高機能 に,よ り

高密度 にな って きて いる。 より複雑化 している電子機器の設計現場 では,設 計作業 その もの

は最新機 能を持つEDAツ ールの導入 によ って効率化 されて きて も,ツ ールに使用す る部品

情報 は,デ ータブ ックや カタログか ら必要な数値データや グラフを読み とり,多 大 な工数を

か けて入 力 しているのが現状であ る。

そ うした状況を背景 に,商 品カタ ログか ら読 みとったデ ータを電子化 した り,EDAラ イ

ブラ リに加 工 して専門的 にユーザに提供す るVAP(ValueAddedInformationProvider)

と呼ばれ るサー ビス業種 も登場 しているが,同 じく必要な情報の収集 と加工 ・蓄積 には多大

な費用を必要 とす るため,現 状 ではVAPか らの情報提供 は限 られた範囲 に止ま っている。

①EDAツ ールを提供す る立場 と利用す る立場のそれぞれ よ り,EDAツ ールに必要 な情

報の内容調査 を実施 した。EDAツ ールに必要 な情報の割 り出 しには,EDAツ ールによ

る設計の各工程 ごとに,ツ ールの必要 と して いる情報を抽 出す る作業を行 った。

② 調査分析

EDAツ ールが利用す る情 報のほ とん どは,テ キス トあるいはイ メー ジと して,コ ンピ

ュータ上 で流用で きる形式が望まれている。 したが って,今 後 は提供す る情報の フォーマ
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ッ トの標 準化 について検討が必要であ る。

EDAツ ール に必要な情報の種類 は,調 査に参加 した各社で違 いはある ものの,調 査事

項の具体的な受 けとめ方 に若干の相違 もあ り,こ の点 を加味すれば,ほ ぼ同 じ内容の もの

を必要 としてい ることが分か った。 これ らの要望に は次 のよ うな共通性が ある。

(a)直 流特性,交 流特性等 に対 して,各 個別の特性値の電子化 に対す る要求が多か った。

(b)各 特性値で は,標 準値及び最 悪値(最 大値若 しくは最小値)が 必要 とされている。

(c)掲 載 されている特性 グラフは,人 手若 しくはツール によ る読 み取 りが行われ るため,

正確 さが要求 されて いる。

回路 シ ミュ レー シ ョンと熱解析 において は,現 状 のデータブ ックでは情報が あまり網羅

されていないこと もあ り,必 須項 目のバ ラツキが 目立 った。 メーカ及びEDAベ ンダーに

て検討の必要が ある。

9.4ド キ ュ メ ン ト 電 子 化 ツ ー ル の 調 査

9.4.1一 貫 した作 業 ツ ール の適 合 性調 査

現 在利 用 可 能 な ドキ ュメ ン トの電 子 化 ツー ル と して 利 用 され て い て,デ ー タ ブ ック制 作 に

利 用 され て い る主 なDTPシ ス テ ム を調 査 した 。

●PageMaker

.QuarkXpress

・Interleaf

-●FrameMaker

・MS-Word

・J-Star

●DynaText

・lnterleaf<SGML>Tool

上記 の システ ム の主 な機 能 と対 応 機 種 を 調 査 し,各 シス テ ムの 作 業 環境 デ ィ ス ク トップイ

メ ー ジや 出力 サ ンプ ル を添 付 した 。

いず れ のDTPで も印刷 され た 段 階 で,せ っか く用 意 され たCADデ ー タや テ キ ス トデ ー

タな どの電 子化 デ ー タの 交 換/流 用 が 阻 まれ て い る問題 点 が あ った 。
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9.4.2文 書作成の工程要素

SGML化 された文書を作成す る場合 は,作 業工程 ごとに専用の ツールを組み合わせて使

用す ることが一般的 である。次 の作 業工程に整理 し分析 した。

(1)文 書記述

DTPツ ールや ワー ドプロセ ッサを用 いて非SGML文 書を作成す る ことである。文書

のSGML化 を行 う以前の文書作成工程 に相 当す る。

(2)構 造化文書 の記述

DTDで 定義 され たSGML文 書の構造 に則 って文書を記述す ることである。具体的 に

はSGMLの タグが付 いた文書 を作成す る作業である。

(3)構 造化の検証

作成 したSGML文 書がDTDに 則 って正 しくタグ付 けされてい るか どうかを検証す る

作業であ る。 この作業で使用す る検証 ツールは,バ ーサ と呼ばれ る。

(4)文 書のデータベ ース化

作成 したSGML文 書をデータベースなどの情報管理 システムに蓄積 する作業である。

(5)レ イアウ ト記述

SGML文 書 自体 は,文 書の論理的構造を定義 しただけで あ り,文 書が どの ように表示

され るのか とい った レイアウ ト情報 にっいてはい っさい定義 されて いない。SGML文 書

の各 タグをどの よ うに表示す るのかを定義す る作業であ る。

(6)SGML文 書の 出力

スタイル定義 に従 ってSGML文 書を レイア ウ トし,紙 や画面 等の物理媒体 に出力す る

作業である。 この作業で使用す るツールの うち,紙 で印刷す る ものが フォーマ ッタ,画 面

に表示する ものを ビューア又 はブラウザ と呼ぶ。

9.4.3SGMLツ ールの調査

SGMLの 支援 ツールはまだ広 く普及 してい るわけで はな く,各 ツールが どれだけの機能

を提供 しているのか を知 るのは容易で はない。新聞/雑 誌 などのメデ ィアにお いて もSGM

Lツ ールについて議論 され ることは,ほ とんど皆無で あ る。SGMLツ ールを導入 している

企業 も幾 つか存在す るが,製 品を網羅的に検討 したわけではな く,自 分たちの使用 している

ツールの他は,ど のよ うな機能を提供 してい るのか分 か らないのが現状であ る。 アメ リカ合

衆国で は政府主導で公的文書のSGML化 が進め られた こともあ り,多 くの ツールが市販 さ

れて いるが,そ れ らの うち,日 本語の扱え るツールが どれ くらいあ るのか も不明である。

したが って,こ の ような状況を改善するため,ど の ようなSGMLツ ールがあ るのかを ま
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ず網羅的に調査 した。

9.4.4ツ ール間の接続性 の調 査

前節 にてSGMLの 網 羅的な調査を実施 したが,SGML文 書を作成す るまでのすべての

作業工程を,一 つの ツールで支援す るものは存在 せず,複 数のSGMLツ ールを組 み合わせ

て利用 しなければな らない ことが確認 された。

しか し,ツ ール同士を組み合わせた場合 に問題な く動作す るか ど うかは不明であ る。 また,

カタ ログスペ ックだ けに頼 った情報 も多いたあ,実 際に利用 した際 に問題点が生 じるこ とも

考え られ る。

このため,SGMLの 接続性 にっ いて調査を行 った。特にカタ ログスペ ックよ りも実 際に

SGMLツ ールを使用 して いる人の意見をな るべ く取 り入れ るよ うに配慮 した。

9.4.5ま とめ

(1)SGMLツ ールの現状

① 日本語 に対応 したSGMLツ ールは少ない。 またそのツール も試験的 に使われて いる

のが現状で あ り,実 際 に業務 に導入 した事例 は更に少 ない。

② 任意のDTDに 対応 した製品が少な く,そ れが ツール間の接続性を阻む一因 とな って

い る。 またSGML宣 言 まで 自由に変更できる製品 は皆無に等 しく,SGML宣 言 を変

更で きるツールで も宣言の記述 に何 らかの制限が ある。また,任 意のDTDへ の対 応を

唱 ったツールにおいて も,完 全 に動作を確認 したDTDの 種類 は少ないのが現状 であ り,

今後新たに作成す るDTDが 問題 な く動作す るか ど うか は不明である。

③SGMLエ ディタなどの入力 ツールの多 くは,次 に入力可能なSGMLの タグをガ イ

ダ ンス して くれる形態 の ものであ る。 しか し,こ のよ うなツールを使 うには,あ る程度

SGML全 般 の知識 やタグに関す る知識が必要 であ り,誰 で も入力できる とい うもの で

はない。

④ 今回調査 したSGML文 書用のデータベ ースは,主 にバ ー ジョン管理 や複数人で文書

を執筆す る際の排他制御管理な ど,文 書単位での管理を指向 した製品であ る。 っま り,

SGMLの タグ レベルの構造をデータベースの中 にマ ッピング して管理す るもので はな

い。一方で,SGML文 書を さまざまな文書へ と変換 し再利 用す ることを主 目的 と した

データベースは,ほ とん ど製品化されていないのが現状であ る。

⑤ 日本語の表示が で きるフ ォーマ ッタや ビューアは幾つかあ るものの,行 頭 に,")"

な どが来ないよ うにす る各種禁則処理や,縦 書 き表示 を備えた ものは皆無 に等 しい。
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(2)今 後の課題

① 日本 においては大量のSGML文 書を扱 ったシステムの事例 自体が少 ない。半導体分

野の よ うに多種多 様な文書を統合 し,大 量 にデータを処理す る事 例は,国 内で は皆無に

等 しい。 これ らを実現 しよ うと した場合,市 販 ツールの組み合 わせだけでは システムを

実現す るには無理があ る。 その ため,市 販 ツール間の接続を支援 す るツールや市販 ツー

ルの カスタマイズを行 うツール,若 しくは専用の システムを開発 す ることを考慮すべ き

で ある。

② 各 メーカは絶えず半導体情報 の文書を作成 しているため,あ る日突然に現在 の文書作

成 システムか らSGML文 書作成 システムへ移行す ることは不可 能であ る。 したが って,

現状のDTPツ ール主体 の文書作成 システムか らSGMLツ ールへのスムースな移行を

行 うにはどうす べ きかを議論す る必要がある。

③ 現在 イ ンターネ ッ ト上 の資源を有効 に利用 す るマルチ メデ ィアツール と してWWW

(WorldWideWed),Mosaicな どが普及 して いる。 これ らは,イ ンターネ ッ ト上の資源

をハイパーテキス ト的に検索/取 得で きるソフ トウェアであ る。

Mosaicな どWWWク ライア ン トで表示可能なデータは,HTML(HyperTextMark-

upLanguage)と い うSGMLに 則 った言語で記述 されている。WWWの 爆 発的な普及 に

伴 いHTMLに 関連 したツールが多 く出回 ってお り,HTMLの 普及が今後 のSGML

普及 の推進役 となる可能性 も大 きい。

WWWク ライア ン トはHTML専 用の固定DTDし か処理で きないため,任 意のDT

Dを 扱 うSGMLの 世界 とは個別 に議論がな されて きたが,近 年SGMLへ の橋渡 しと

な るツール も開発 され始めてい る。 イ ンターネ ッ トはユーザへの情報提供を実現す る上

で,今 後有効 なイ ンフラとな ることは確実であ り,こ れ らWWW関 連 ツール とSGML

関連 ツールとの共存を図 ることが重要であ る。

9.5検 証

9.5.1SGMLデ ータの作成 から印刷 まで

これ までの調査 によ り,各 種DTPツ ールやSGML関 連 ツールが存在す ることが分か っ

たが,実 際 にこれ らの ツールを利用 してSGMLド キ ュメ ン トデータを作成 し,印 刷やCD

-ROM出 版などの可 能性 を検証 した
。

・テキ ス ト/グ ラフィ ックスの素材データを用意

・デー タブ ックの構造 を分析 して,あ る構造を想定 したSGML宣 言 とDTDを 作成
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・そのDTDに 基づ き
,タ グを付 け,文 書イ ンスタ ンスを作成 し,グ ラフィックスデータ

は外部参照 ファイル として用意 し,バ ーサrMARK-IT」 で検証

・そのSGMLド キュメ ン トを利用 して,次 の3通 りの出力実験を行 った。

①GRACEに よるフ ォーマ ッティ ングと出力

②RTF変 換 によ りMS-WORDで レイア ウ トして出力

③LATEX変 換 によ り,DVIフ ァイルを用 意 し,PS変 換 して出力

9.5.2WWWに よる情報 提供実験

(1)HTMLの 特性を考慮 した記述

半導体データ シー トをWWWに 載せ るには,そ の内容をHTMLで 記述する必要が ある。

これはEDSCで 提 唱す る一般的なデータシー トの記 述形 式か ら,自 動的 に生成 され るべ

き ものである。

しか し,HTMLな い しMosaicに 内包 されてい る下記の特徴 ・問題点か ら,数 ペ ージ以

上 にわたる半導体の データシー ト/デ ータブ ック全体 をHTMLに 変換すべ きでない。

①Mosaicは 移殖性 の観点か ら,フ ォン トの出力機能 をユーザの ウイ ン ドウ表 示機能 で標

準的 に使用で きるものに限定 している。そのため,英 字にっ いて文字種の制限,文 字の

大 きさの制限,文 字飾 りの制限が きつ く,上 付 き,下 付 きの添字のある語彙の表示,数

字の表示,表 組の表示な どは不可能である。

② 日本語につ いて は更 に条件が きつ く,数 通 りの大 きさの明朝体 を使用で きるにす ぎな

い。

③HTMLは 文書 をコ ンピュータ画面で表示す ることを基本 に設計されてい るが,長 文

の文章について,そ の判読性や使い勝手 は紙媒 体 よ り良い とはいえない。 そのた め,数

ページを超え る文書 では,Mosaicに よ り画面表示で読 ませ ること自体実用的で はない。

④HTMLで はハイパーテキス トの思想か ら,複 数 の文書を リンク付 け,渡 り歩いて参

照で きるよ うにな って いる。 しか し,そ うした文書 の利用法 自体,人 間が心地 よい と思

う原則にかな って いるか ど うか検証できてお らず,無 条件 には採用できない。

既存の半導体デー タシー トをHTMLで 記述す る ことは表示機能上の制約か ら困難 でま

たた とえそれが可能であ って も,コ ンピュータ画面 の使 い勝手の問題か ら,有 用性 は低い

のであ る。 したが ってデ ータシー トのHTML化 は,WWWの 特性に合わせて紙媒体 とは

別に設計す る必要が ある。

(2)HTMLに よ る半 導体情報記述

Mosaicの 特性 に合致 させ るためには,数10行 の短 い広告 と同 じ形式で,文 書 を構 成す る
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ことが必要で ある。図表や画像 はGIF形 式の画像 として貼 り込んだ。

(3)Mosaicを 活 か した情報提供

Mosaicの 特長の生 きるの は,む しろ紙媒体 にとらわれない情報提供形態を指 向 した場合

であ る。携帯無線機 の各部の半 導体情報を提供す るのに,ま ず無 線機 のブロ ック図を表示

す る。そ してブロ ック図の一部を ク リックす ると,対 応す る個別 半導体 のデー タシー トが

表示 され るのである。

実験で は,最 終的 な情報表示 にPostScriptを 使用 した例を作成 した。 この場合,紙 の上

に レイアウ トされたデータシー トと同 じものが再現で きる。 ただ,次 のペ ージを表示す る

のに少 し時 間がかか るなど一覧性 が悪 く,ま た画面 では解像度 の点 で も問題があ る。画面

上で はあ くまで も内容のチ ェック程度が可能で,実 際に文書を使用す る局面で は,お そ ら

く紙 にプ リン トアウ トされ ることになろ う。

9.5.3電 子 図書館 システムによる半導体情報の提供

電子図書館 システムは,学 術情報セ ンターが1994年 か ら実験的 に実施 している電子図書館

サー ビスのための ドキュメ ン ト・デ リバ リー ・システ ム(文 書配布 システム)で あ る。電子

図書館で は,主 に紙面情報を電子的 に配布す ることを考えてお り,紙 面を静止画像 として蓄

積,検 索 し,そ れを高速 に配布す るシステムで ある。

まず,原 ファイルが必要で,大 別 して画像情報 ファイル と,検 索 するための二次情報(イ

ンデ ックス情報)か らな る。

ソフ トウェアは,上 記の情報管理用 ・検索用のデータベース管理 ソフ トウェア,及 びそれ

を通信 でユーザサイ トに届 ける電子 図書館サーバ ソフ トウェア,ユ ーザサイ トで は,電 子図

書館 クライア ン トソフ トウ ェアを使用す る。

半導体データブ ックを搭載 して試験的にサ ー ビスを構成 した ところ,デ ータシー トをめ く

る感覚で次 々にペ ー ジ表示ができる。その速度 はネ ッ トワー クに依存す るが,LANの よ う

な高速 なネ ッ トワー クを使用す る環境で次ペー ジ参照 は約0.5秒 である。比較的 に遅い広域

ネ ッ トワー クを通 した場合で も,4秒 程度である。

9.6今 後 の 課 題

9.6.1標 準化

ドキ ュメ ン トを従来 の紙で表 していたテキス ト,図 表だ けでな く,CADデ ータ,映 像,

あるいは音声 といった紙では表現で きない情報を伝達す るには,国 際的に共通す る標準仕様
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の採用が必須で あり,こ れ ら情報を電子化 された 「情報 の集合」 として捉 え,こ れ らの情報

をネ ッ トワー クやCD-ROMな どの新 しいメディアを活用 して情報交換 ・伝達を図 らなけ

ればな らない。

半導体業界にお ける ドキュメ ン トは知的生産物であ り,そ の過程 にお いて知的活動を増幅

して きたとい って も過言 ではない。その制作過程で は最 も身近 な コンピュータ応用 に もかか

わ らず,そ の共有性や再利用性では多 くの問題が内在 していた ことが電子化 ドキュメ ン トに

対す る半導体メーカ,ユ ーザ側 ア ンケ ー トで判明 した。データ フォーマ ッ トの互換性,蓄 積

情報の抽 出/検 索性,異 機種間利用等ユーザが 自由に活用で きない ことなどである。

短い期間で はあったが,SGMLを 中心 とす る構造化言語を使用 し,ユ ーザが検索容易 な

DTDと は何かを検証 す ることがで きた と思われ る。 しか し,こ れまでの活動 はまだ初期段

階であ る。構造化言語 につ いて は多 くの場所で検討 されてい るが,半 導体業界DTDに っ い

て は半導体関係者で検 討す る必要が ある。

9.6.2文 書 の構造化

データシー トとして必要 な構成要素の設定 と,各 社のデー タシー トの項 目/内 容 を分析 し,

品種 間並びにメーカ間の クロス リフ ァレンスを作成 した。 また共通項 目を抽出 し,文 書構造

を規定 し,タ グセ ッ トを設計 した。 その際 各項 目の データフ ォーマ ッ トや属性 について も

考察 した。

9.6.3情 報管理技術と してのSGML

今回の一連の活動 において半導体各社の電子化 ドキュメ ン トへの取 り組 みはようや く走 り

始 めた ところであ り,今 後大 きなテ ーマと して位置付 けされ る ことにな ると思われ る。更に

これを利用す ることによ り,メ ンテナ ンスが非常 に容易 とな る。

9.6.4使 用ツールの整備

今 回の調査 ・研究 によって,半 導体 デバイスの ドキ ュメ ン トは,ユ ーザ側 のさまざまな作

業工程で使用 されていることが明 らかになった。

例えば,設 計 部門で は企画設計,回 路設計,PCB設 計の各工程で,ま た品質管理部門で

は受入れ試験 や品質管理 に,更 に資材 ・購買部門ではデバ イス選定 に当た って使用 して いる。

また,入 手 した情報 に社 内の情報 を付加 し,電 子部 品情報管理 システム に,更 にEDAツ

ール用のライブラ リを独 自に構築 して いることも明 らかにな った
。 もちろんデバ イスメーカ

側で は,さ まざまな部 門が ドキ ュメ ン ト作成 に加わ り,さ まざまな部 門が半導体 デバ イス ド
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キュメ ン トのユーザ とな って いる。

以上の ことか ら,電 子化 ドキ ュメ ン トの作成/利 用 にお いて,い かにハー ドウェアや ソフ

トウ ェア とい ったツールの整備が重要であるか ということが理解で きる。

作成/蓄 積 された情報をユ ーザ に利用 して もらうためには,情 報流通/情 報配送 の仕組み

が安価で手軽に利用 できるよ うにな らな ければな らない。最近利用者が増え特 に注 目を集め

始めてい るイ ンターネ ッ トもこの うよな仕組 みの一つの有力な候補である。各サプライヤが

作成/蓄 積 した情報を各サ プライや 自らがイ ンターネ ッ トに向か って情報発信す ることが比

較的容易に行え るようになる と考 え られ る。

この ような環境 になればユーザは各サ プライヤの情報サ ーバを渡 り歩 きなが ら情報収集 を

す ることができるが,利 用す る上 において次 のような課題が残 ってい る。

(1)各 サ プライヤの電子デバ イス情報を横断的 に検索す ることがで きない。

② ユ ーザは情報サ ーバ ごとの異 なる情報検索のためのユ ーザ イ ンタフェースを使わなけれ

ば な らない。

(3)ユ ーザ は情報サ ーバの出現 な ど欲 しい情報 に対す るメタな情報 に注意を払わなければな

らい。

(4)も し提供情報が有償であ るとす るとユーザ/サ プライヤ と もに課金の管理をそれぞれの

対応で行わなければな らない。

⑤ ユーザ は各情報サ ーバ ごとに 自分の欲 しい情報を指定 しな ければ な らない。

電子 デバ イスに関す る情 報 にっいては,各 サプライヤの情報 を横 断的 に検索で きる有償 サ

ー ビスをイ ンターネ ッ トの上で段階的に ビジネスとして成立 させ る可能性がある。

9.6.51SO9000,PL

ISO9000の 中で レビジョン管理がある こと,及 び7月 か ら施 行予定 のPL問 題に対応で

きるよ うにす るに はSGMLを 情報管理 の核 に据え る必要が あ る。

9.6.6国 際的な標準 システムの拡張

半 導体デバイスのユーザ は,国 内を始 め,米 国,欧 州,ア ジア と国際的 な広が りを もって

い る。 また,半 導体デバ イスの開発部門 も国際的に広が り,情 報 の作成部門 もそれに従 い国

際的に広 が ってい る。 その ため,国 内を念頭 においた システムで は もはや機能 しな くな って

い る。今後は,Pinnaclesを 始 め として各国の関係機関 との連携 を深め,国 際的な標準化 と

啓蒙活動 を進め ることが必須で ある。
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9.6.7関 係者への教育指導

電子化技術の開発 は,社 会的要求 であ り,電 子 化 ドキュメ ン トの作成/利 用環境 は間違 い

な く,早 晩 に開発 され るはずで ある。 しか し,そ の一方で,そ れ らの システ ムが普及す るか

否か という問題がある。っま り,電 子化 ドキ ュメ ン トの作成や加工 に従事す る作業者や作成

された電子化 ドキ ュメ ン トを利用す る利用者 らがそれ らの環境 に慣れ,使 い こなせるか とい

う問題であ る。

電 子化 ドキ ュメ ン トの システムが普及 し,関 係者 に広 く使われ るためには,啓 蒙,教 育,

指導 といった課題が残 って いる。研修 セ ンターの設置や啓蒙活動の推進 な どによ り,ド キュ

メ ン ト電子化のための専 門家の育成 や,利 用促進 を図る必要が あろ う。

9.6.8ユ ーザインタフ ェース

ユーザ に提供す る電子化 ドキ ュメ ン トにお いて,そ の フォーマ ッ トは多種多様であるが,

ユーザのメ リッ トを第一義 に考えた提言 を行 う必要があ る。利用者の情報利用環境がさまざ

まな レベル にあ り,複 数 のフォーマ ッ トを利用可能 と し,利 用 ツール も含 あた情報提供 の配

慮が必要で ある。特 に,CADツ ール と密接 に関係 したフォーマ ッ ト(例 えば,HDL,S

PICE,IBISな ど)で はCADベ ンダを含 めた標準化の促進が必要であ るとともに,

部品メーカの情報提供の体制整備が不可欠で ある。
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10海 外 ユ ーザ 向 けの国産 デ ータベ ース検 索

支援用端 末 ソフ トウ ェアの開発

カ ナ テ 株 式 会 社





1α 海 外 ユ ー ザ 向 け の 国 産 デ ー タ ベ ー ス

検 索 支 援 用 端 末 ソ フ トウ ェア の 開 発

10.1概 要

10.1.1目 的

日本 は,バ ブル景気 の終焉 とと もに,近 来,稀 にみ る不況期を向かえている。世界的 にみ

て も景気 はアメ リカが若干 の回復の兆 しがみえ,ベ トナム,香 港,台 湾,マ レー シア,シ ン

ガポール とい った東ア ジア諸国が好調であるほかは,冷 戦構造の崩 壊 とともに民族 や宗教 に

起 因す る地域紛争が多 発 してお り明 るい兆 しは少ない。 しか しなが ら,日 本GNP(国 民総

生産)が 第2位,国 際連合へ の負担 も第2位 などか らで も,日,米,欧 と三極化 した世界経

済の一翼を担 う重要な存在 とな って いる。戦後50年 を経過 し,国 際的 な影響力の強 くな った

日本 で も,国 際的 に活躍す る舞 台が多 くな るに従 って,い ろいろな問題点が出て きてい る。

例えば,莫 大な対米貿易黒字に起 因す る日米貿易摩擦 などとい った形で現れた り,マ ス コ ミ

な どの報道をみて も世界が 日本 を正 しく理解 しているとはいえない し,そ の反対 に日本 も世

界を正 しく理解 して いな い部分が ある。 こうした誤解 を生ん でいる原 因の一部 として次の も

のが挙 げ られ る。

・言葉 の違 い

・歴史的,文 化的 な土壌の違い

これ らを完全 に克服す る ことは不可能で あるが,可 能な限 りの努力 は必要であ る。 その一

つの方法 と して コ ンピュータを利用 した情報の交換があ る。 コ ンピュータを利用 した情報の

交換を具体化 した ものの一つがオ ンライ ンデータベースサー ビスで あ り,成 長を続けている

産業で ある。 日本で もアメ リカには普及面 で遅れを とって いる ものの法令情報,学 術文献情

報,記 事情報,特 許情 報な どの多 くのデータベ ースが登場 して いる。 しか し,こ れ らのデー

タベースは,日 本語のキー ワー ドで しか検索で きない。 これで は,1990年 代 ぐらいか ら出て

い る海外 のデータベー スユーザか ら日本のデータベースを検索 したい とい う要望を満たす こ

とはで きない。

そ こで,海 外のデータベースユーザが 日本国産のデータベ ースを検索 したいという要望 を

満たすために,本 課題 は,端 末側 の ソフ トウェアを開発す る試 みであ り,昨 年度の課題 「英

日キー ワー ド変換機能を もっデータベース検索 システムの開発」 の機 能を拡張 した ものであ

る。
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10.1.2検 索サポー トシステムの必要性

一般企業が外部か ら情報を得 る方 法の一つ と してオ ンライ ンデータベースの情報を利用す

ることがあ る。 しか し,オ ンライ ンデータベ ースの情報 を利用 しているすべて の企業が直接

的なユーザではな く,代 行検索業者や調査会社 に委託す る場合 もある。 このよ うな検索を依

頼 される業者にはサーチ ャと呼ばれ る特殊技能を もつ技術者達がいる。その 目的は,依 頼者

の必要な情報を一番 コス トのかか らない方法で検索す ることにある。即 ち,サ ーチ ャとは,

最 も効率的な検索をす るための ノウハ ウを駆使す る職種 である。 このよ うに他 社に委託 して

まで もデー タベースの情報を得た いとい う事実 は,情 報の需要があ るとい うことだけで な く,

裏 を返せば 自社でデ ータベースを検索 して もコス ト的に釣 り合わない ということともいえ

る。 「何故,サ ーチャという職業が必要なのか?」,「 何故,自 社でデータベースを検索す

る とコス ト的に釣 り合わないのか?」 とい った問題がオ ンライ ンデータベ ース産業の現状で

はないか と思われ る。

現在のオ ンライ ンデータベースの利点か らい うと,

(1)大 量のデータ資源が存在す る。

(2)デ ータの加工の仕方 によっては,有 効な資料 として使用で きる。

⑧ 検索 の仕方によ っては,デ ータが速 く手 に入 る。

(4)必 要 なデータを検索 させ るために検索方法を工夫 してい る。

(5)デ ータが分野別 に体系的な分類が なされてい る。

しか し,上 に示 した利点 は,条 件付 きの ものが多 いが,利 用の仕方 によっては活 きて くる

潜在的資源 であることには間違い無い。 さて,ユ ーザが こうした有効資源を効率 的に取得す

るためには,何 をなすべ きか?,障 害は何なのか?,と い うことにつ いて整理す る。

(1)普 及状況の立ち遅 れ

データベ ースの数 ユーザ数 ともにわが国 は,欧 米先進国 より立 ち遅れてい る傾 向にあ

る。データベ ースの売上高 こそア メ リカにっ ぐものがあるが人 口比 や為替相場 とい う経済

状態を考 えれば,伸 びている傾向 にはある ものの まだ普及面が立ち遅れて いることは否 め

ない。

(2)検 索手続の難 しさ

一般の検索手続 は,検 索項 目(検 索キーワー ド,書 誌事項,etc)を 入力 して,大 き

な概念の検索集合か ら小 さな概念の検索集合へ とデータを絞 り込む ものである。最 もコス

トのかか らな く最 も良 い結果を出 したい とい う目的を実現す るためには,適 切 なタイ ミン

グで検索項 目や検索式 を与えなければな らない。 これ は,経 験 のないユーザが操作す ると

時間がかか る。時間がかか ると金がかか るとい った悪循環を引 き起 こ し,ユ ーザのデータ
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ベ ース離れの原因 とな って くる。

(3)標 準化 されて いない検索式

検索式の標準化 は,欧 米 ではある程度の標準化がな されてい るが,わ が国では,初 めて,

オ ンライ ンの データベースサー ビスが始 まった とき端末機か ら漢字 を入力す ることが で き

ない時代 であ った。そのため検索 キーワー ドは,半 角の カタカナで入力 して いた。 こうし

た背景 か ら現在,わ が国の商用データベ ースは,同 じ意味の検索キー ワー ドが漢字であ っ

た り半角 のカタカナであ った りす るとい った非統一の状態で共存 している。 また,最 近 で

は,メ ニ ュー選択形式 も多 くな って きたが複雑な検索を行 うに は,コ マ ン ド入力が必要 で

あ る。

10.1.3開 発方 針

端末側の開発 は昨年度の システムの評価 を踏 まえて次のよ うな方針 で実施 した。

(1)AT互 換機 端末

基本的に 日本語MS-WindowsV3.1が 稼働 して いるパー ソナル コンピュータであれば

稼働が可能 であ るが,本 システムの目的で ある海外ユーザ向け とい うことと導入 コス トの

観点か ら,AT互 換機,い わゆ る,DOS/Vマ シ ンを端末 として採用す る。

(2)DOS/V,MS-Windows環 境

本 システムの 目的の一つ は,コ マ ン ド入力か らの脱却 であるため旧来の コマ ン ド入力型

のオペ レーテ ィング システム とは相容れ ない面が あるため,GUI(グ ラフィカルユ ーザ

イ ンタフェース)を 採用す る。現在パ ーソナル コンピュータでGUIを 実現 しているオペ

レーテ ィングシステムは,ア ップルの マ ッキ ン トッシュ系のOSとMS-DOS上 で稼働

す るMS-Windowsが あ る。本課題で は,操 作上 はGUIを 採用す るが,扱 うデータはテ

キス トデータ(新 聞記事)な ので,GUIの みのオペ レーティ ング システ ムであ るマ ッキ

ン トッシュ系 よ りもテキス トデータの加工が容易 なMS-Windowsを 採用 した。

(3)検 索 コマ ン ドの 自動生成

検索 コマ ン ドは,MS-Windowsの リス トボ ックスによる選択や,ボ タ ンの選択 によ っ

て コマ ン ドを生成す る。

(4)昨 年度課題 で作成 した英 日変換用の シソーラスを採用

昨年度の課題 「某 日キー ワー ド変換機能を もつデータベ ース検索 システムの開発」で使

用 した次の よ うな3種 類 の シソーラス辞書を使用す る。
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① アル ファベ ッ ト順 リス ト

シソーラスの用語 の英訳 した ものを,ア ル フ ァベ ッ ト順に整理 した もので,一 つの用

語に対 して,ロ ーマ字,漢 字,ス コープノー ト(用 語の使用法,注 釈),上 位語,下 位

語,関 連語,類 語,同 義語が掲載 されて いる。 また,英 日キー ワー ド変換に も使用す る。

② 階層 リス ト

シソーラスの用語を英訳 した もので,上 位,下 位 の階層 関係を示 した りス トで上位階

層か らの用語検索 に使用す る。

③KWICリ ス ト

用語を構成す る単語別 に分類 しアル フ ァベ ッ ト順 に並べた もので,用 語 がn個 の単語

で構成 されて いる場 合は,n回 りス トに登場す る。主 に単語か ら,そ の単 語を含 む用語

を検索す るのに使用す る。

(5)某 日キー ワー ド変換 を補助す るための英 日単語変換辞書 を内蔵

前年度課題 の システムの英 日変換用 シソー ラスは,日 経 シソーラスの一部分 なので件数

が少ない。 したが って,ユ ーザが任意 に入力す る用語を 日本語 に訳せない場合が多 い。検

索対象の 日経テ レコ ンBizは,シ ソーラスに掲載 されて いる用語(統 制語)以 外に もプ リ

一夕ーム(自 然語)が 数多 く用意 されてい るため入 力 した用語を一般的 な 日本語の名詞に

訳す ことがで きれば検索キ ーワー ドと して十分使用 で きる。 この英 日単語変換用辞書 は,

某 日変換用 シソーラスのよ うに一対一の翻訳 だ けではな く一対多の翻訳が で きる特長があ

り一つの英語 の用語か ら複数 の日本語キ ーワー ドを生成す ることが可能であ る。 この こと

によって,検 索 ヒッ ト率 を高 めることがで きる。

(6)ユ ーザ登録用英 日単語変換辞書を内蔵

其 日変換用 シソーラス辞書,英 日単語変換用辞書 いず れに も存在 しない用語 を登録す る

たあの辞書で,新 語の よ うに時代 とともに発 生す るよ うな ものや,固 有名詞 を登録すれば

其 日単語変換辞書 と同様 に使用で きる。

(7)キ ーワー ド入力での 日本語表示

キー ワー ドを1件 入力す る都度,対 応す る 日本語 を表示す る。

(8)二 次検索 中のキーワー ド検索

前年度課題 の システムでは,キ ーワー ド検索 は,一 次検索で しか使用で きなか ったが,

論理演算 によ る絞 り込みや検索条件による絞 り込み などの二次検索を行 った後で もキ ーワ

ー ド検索 を行 い再び論理演算や検索項 目で絞 り込 むケース もあるので ,こ れを実現す る。

⑨ 関連語表示

関連語を もつキー ワー ドを入力 したときは,用 語の右 に 「一>R」 を表示す る。
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(10)階 層検索時下位語表示

階層検索時の下位語が存在す る場合 はその右に 「+」 を表示 す る。

⑪ 検索結果表示

昨年度課題の システムは,リ ス トボ ックスに表示 していたが,こ の形式だ と表示があ ま

りに も固定化 されす ぎていてデ ータの出力,移 動や加工編集 に難点が あるため,エ ディタ

形式の ウイ ン ドウ表示をす る。 これ によって,ク リップボ ー ドを利用 した別アプ リケー シ

ョンへのデータ転送や印刷,フ ァイル 出力が容易にな り,簡 易 ワープ ロ的な利用法ができ

る。

⑫ 通信状況の表示

通信 ソフ トは,人 間が通信状 況を画面か ら受診データを見 なが らコマ ン ドや選択番号 を

入力す る方式を とっている。本 システムの ように受信 データを解析 してWindowsの メニ ュ

ーに表示 しユ ーザの選択 した結果で送信 コマ ン ドを生成す る方 式 は,予 測で きる範 囲内の

ことは,シ ステムが判断 してい るが,予 測で きない通信障害が起 こった ときに弱い面があ

る。 そ こで,通 信状 況を表示す ることによ り予測で きない通信 障害の原因が分か るよ うに

な り,適 切 な対処が可能 になる。
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10.1.4シ ス テ ム の 構 成

海

外

ユ

1

ザ

海外ユーザ検索支援端末

基

本

‖$

口征

機

能

キ ー ワ ー ド編 集 機 能 体 系

・自由入 力 機 能

・コ ピー,カ ッ ト,ペ ー ス ト機 能

・フ ァイル 出 力 機 能

・プ リ ンタ出 力 機 能

キーワー ド生成機能体系

・アルファベット順検索機能

・階層検索機能

・単語検索機能

・某 日キーワー ド変換機能

・英 日補助変換機能

英 日シソーラス辞 書

英 日単 語 辞 書

某 日ユ ーザ辞書

検索手続き支援機能体系

・検索集合一覧表示選択機能

・文献一覧表示選択機能

・論理演算機能

・二次検索機能

検索キ ーワー ド

各種検索 コマ ン ド

通信機能体系

・生成 コマ ン ド送信機能

・受信結果編集機能

・通信モニ タ リング機能

検索結果編 集 出力機能体系

・コピー,カ ッ ト,ペ ース ト機能

・フ ァイル 出力機能

・プ リンタ出力機能
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11連 想 検 索 写 真 デ ー タ ベ ー ス の

プ ロ トタイ プ作 成

シ ャープ株 式会社





11.連 想 検 索 写 真 デ ー タ ベ ー ス の プ ロ トタ イ プ 作 成

11.1研 究 の 目 的

近年,写 真 データベースの構築が急速 に進展 している。 しか し,こ れ らの データベースは,

一般 に
,キ ー ワー ド検索 あるいは全文検索技術を用 いて構築 され るため,写 真 の内容を詳細 に

記述 す る必要が あ り,デ ータベース作成者の負担が大 き く,十 分な検索が困難 だ とい う問題が

あ る。

本委託課 題の 目的 は,シ ャープ㈱情報技術研究所において開発 された 「意味ベ ク トルによ る

検索技術」を用いて,通 常の写真のタイ トルやキ ャプシ ョン(説 明文)程 度 の少 ない情報を も

とに,多 様な検索 目的 に対応 できる写 真検索 ソフ トウェアのプロ トタイプをパ ー ソナルコ ンピ

ュータ(PC)上 に作成す ることであ る。PCに は,本 写真データベースのユ ーザ になると想

定 され るデザ イナーに広 く利用 されてい るマ ッキ ン トッシュを選択 した。

11.1.1写 真 データベース構築の 目的

写真 データベ ース構築の 目的は,次 の2種 類 に大別できる。

(1)大 量画像 の管理

フォ トライブ ラ リのように膨大 な数の写真を管理 し,必 要 に応 じてス トック した写真の

中か らユーザの要求を満たす写真を探 し出すためには,写 真番号,ジ ャ ンル,撮 影地,写

真家な どで整理 して蓄積 してお く必要が ある。

(2)画 像 の検索

画像 デー タベ ースの中味 を知 らないユーザを対象に,検 索 された画像 の二次利用 を 目的

に した写真デ ータベ ースの利用方法が あ る。 フ ォ トライ ブラ リに とっては,貯 蔵写真 の電

子的な カタログになる。また,企 画会議等 にお ける発想支援 のツール と して写真データベ

ー スの利用 も考え られ る
。

本委託課題 は,膨 大 な数の写真が格納 され た写真データベースの中身 を全 く知 らないユ ー

ザが,何 等かの 目的(DTP,絵 葉書め作成,発 想支援,図 鑑 として の利用 等)の ために,

簡単 に利用で きる写真 データベ ースのプ ロ トタイプを作成す ることであ る。

11.1.2画 像検索技術の課題 とキーアイデ ィア

分類表方式やキ ーワー ド検索技術の課題 を次 に示す。

・キーワー ドを思 い出せない と検索で きない
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・すべての人の要求を満たす ようなキー ワー ド付 けや分類は困難

・分類表 の作成困難

・分類表 は一次元の分類のため,多 角的 な検索がで きない

分類表方 式やキー ワー ド検索 の課題を解決 し,キ ーワー ドに頼る ことな く人 間のよ うな連

想機能を もった検索手法 として,言 葉 に伴 って想起 され る概念の多次 元的表現(意 味ベ ク ト

ル)を 用いた連想検索技術 を開発 した。基本単語3,700語 の意味ベ ク トルを,人 手で266種

類のFEATURE(画 像 の特徴を記述 す る要 素)と の関係を付 けることで作成 し,こ の基

本単語のベ ク トル と百科事典 のテキ ス トを用いた統計 的(ブ ー トス トラ ップ)学 習 によって,

百科事典 に含 まれ る全単語の意味ベ ク トルを生成 した。 この意味ベ ク トル辞書 を用 いて,風

景,ビ ジネ スシー ンなどの写真を対象 に画像 データベースを試作 し,意 味ベ ク トルを用いた

検索を行 った ところ,素 人によって数語程度 の説 明文を付 けただけで も,多 様な検索ができ

ることが分か った。 これによ って,例 えば,キ ャプ シ ョンに 「ハ ワイ ワイ キキ」 とい う単語

が あるだけで,「 リゾー ト地」や 「海岸」 とい った 「ハ ワイ ワイキキ」 と連想 関係 の強 いキ

ーによって もその写真が検索 され るよ うになる。

11.1.3実 施 内容

百科事典 を もとに作成 した単語の意 味ベ ク トルを写真のキ ャプ ションに適応 させ る ことで,

少 ないキー ワー ドで も連想的に写真を検索で きる写真データベースの プ ロ トタイプをマ ッキ

ン トッシュ上 に作成 した。実施 内容を以下 に示す。

(1)プ ロ トタイプ詳細設計(平 成6年7月 ～平成6年9月)

マ ッキ ン トッシュ用 の写真検索 ソフ トウェア,検 索結果を視覚的 に表示す るための操作

性の良 いユーザ イ ンタフェースを設計 した。

(2)プ ロ トタイプ作成(平 成6年10月 ～平成7年2月)

マ ッキ ン トッシュ(PowerMAC)上 でC言 語を用いて,写 真検索 ソフ トウェア とユー

ザイ ンタフェースのプロ トタイプを作成 した。 ただ し,単 語の意味ベ ク トル辞書 は,今 回

の委託課題の対象外 と し,ワ ー クステー シ ョン上で作成 した既存の もの を用 いた。

(3)評 価用写真画像の選択(平 成6年12月 ～平成7年1月)

画像検索ベ ンチマークを作成す るための ツールを ワー クステー シ ョン上 に開発 し,画 像

の内容 の主観的印象か ら14グ ループに分 け られる104件 の写真を選択 した。

(4)連 想検索写真デー タベースプ ロ トタイプの検証 テス ト(平 成7年2月)

今回作成 した画像検索ベ ンチマ ークを用いて評 価を行 った ところ,上 位3位 以 内に80～

100%の 確率で少 な くと も一つ の正解画像が検索 されて お り,意 味ベ ク トル による検索の
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有効性を確認 した。

11.2意 味 ベ ク トル 技 術

意味ベ ク トル は,多 くのFEATUREと の意味的な関係をベ ク トル表現 した ものであ る。

n個 の概念分類 をFEATUREと し,各 次元が一つのFEATUREに 対応 したn次 元ベ ク

トル空間上 の一点で,意 味を表現す る ものであ る。単語iの 意味ベ ク トルXi=(xi1,xi2,…

…,xin)の 各要 素の値 は,次 のよ うに定義 され る。

xij=oif単 語iがFEATUREjと 関係な し

xij=1if単 語iがFEATuREjと 関係 あ り

例 えば,次 の6個 のFEATUREを 選択 した場合に,

[人 間,悲 しい,芸 術,科 学,興 奮,政 治]

単語 「パ イ ロッ ト」の六次元の意味ベ ク トルXは 以下の とお りであ る。

X=(1,0,0,1,1,0)

単語 と各FEATUREと の関係 を,2値 で表現す ることで,分 野に依存 しない汎用的 な単

語 の意味ベ ク トル辞書 として蓄積で きると考え られる。意味ベク トルを単語 の意味表現 として

用 いれ ば,ベ ク トル演算,例 えば,各 単語 の意味ベ ク トルの和 を文章の意味ベ ク トル とす るこ

とによ って,ベ ク トルの向 きで文脈の意味 を表現す ることがで きる。

FEATUREの 組み合わせ によ って,写 真の内容を分類で きるよ うにFEATUREを 選

択す る必要 があ る。表11-1に 示す よ うに,6種 類の大分類,29種 類の上位概念 に属す る266

種類のFEATUREを 選択 した。

百科事典中の単語すべてについて,266個 のFEATUREと の関連 を人手で付 けるの は現

実的ではない。 そこで次の2種 類の仮説 の もとに,ブ ー トス トラップ学 習 と呼ぶ手法を開発 し

た。

(1)レ コー ドの意味ベ ク トルは,一 定数(例 えば,5個)以 上の コア単 語が含 まれていれば,

その コア単語 の意味ベ ク トルの加重和 によって,適 切 な文脈情報が表現 される。

② 単語の意味ベ ク トルは,そ の単語が含 まれてい るレコー ドの意味ベ ク トルの加重和によ っ

て,そ の単語が使われ る適切な文脈情報 を獲得で きる。
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表11-1FEATUREの 分 類

大 分 類
上 位 概 念 FEATURE数 FEATURE例

(上位概念数)

人 間 8 人 間,人 名,男 性,女 性,子 供,大 人,老 人,

人 間 ・ 生 命 生 物 6 動物,水 棲生物,鳥 類,虫,微 生物,植 物

(6) 生 命 7 生 命,生 死,誕 生,病 気,老 い,殺 生,性

● 14

人 造 物 3 道具,機 械機器,建 造物

人 間 環 境 交通 ・通信 6 通 信,マ ス メデ ィ ア,交 通 輸 送,自 動 車,

(5) 社 会 制 度 7 会社職業,教 育育児,福 祉年金,施 設設備,

■ 17

自 然 環 境 地 域 14 地 名,国 名,日 本,都 会,地 方,海 外,

(2) 自 然 10 陸地,山 岳地,天 空,海 洋,気 象気候,環 境

精神 ・心理 5 感 覚,感 情,喜 楽,悲 哀,恐 怖

抽 象 概 念

(4)
抽 象 概 念

●

8

36

様子 様態,変 化,関 係関連,秩 序順序,数 量,

動 作 2 動作,行 為

運 動 4 運 動,停 止,動 的,静 的

物 理 ・ 物 質

(8)
物 理 現 象

物 質

7

3

蒸気 気化,凝 固凍結,溶 解液化,発 熱発光,

鉱物,資 源,素 材材料

● 47

人 文 20 民族人種,知 識 言語発話,書 物書籍
文 明 ・ 知 識

(4)
学 術

●

6

36

数字,物 理学,天 文学,地 学,医 学薬学,

11.3意 味 ベ ク トル に よ る画 像 検 索

百科事典を もとに生成 した10万 単語以上の意味ベ ク トル辞書を用いて,ワ ー クステー シ ョン

上 に試作 した画像検索 システムの フ ァンクシ ョンにつ いて述べ る。本 システムは,自 然言語文

による質問文を入力 し,こ の質問文の意味ベ ク トル に近い特徴ベ ク トルを もっ画像を検索 して

その結果をラ ンク付け して表示す る ものであ る。画像の特徴ベ ク トル には,画 像 に付与 された
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説 明文か ら作成 した意味ベ ク トルを使用す る。

画像検索 システムを ブラ ックボ ックスとして,質 問文 に対 して検索 された画像 とその説明文

だけか ら判断 した,実 現 されたフ ァンクシ ョンを次に示す。

(1)単 語 の意味の類似性 に基づ く検索

(2)連 想的検索

(3)百 科事典の知識 に基 づ く検索

(4)感 性検索

このように,対 象 とす る画像 に関 して専門的な知識を もたな い素人が付与 した簡単な説明を,

画像 の特徴ベク トル と して も,百 科事典 を もとに生成 した意味ベ ク トルによる検索 によって,

妥 当な画像が検索で きることを確認 した。

11.4写 真 検 索 ソ フ ト ウ ェ ア と ユ ー ザ イ ン タ フ ェ ー ス

図11-1に システ ム全体の フローを示す。 システムはスター ト後 に単語辞書の読 み込み等の

初期化処理を行 った後,メ イ ン画面 とメニ ューを表示す る。検索 を行 う場合 には検索対象 とな

るデー タベースを指定 し,検 索方法を指定 した後,質 問文 を入力 し検索を行 う。検索結果 は上

位9画 面ずっ出力 され,画 像で の表示 と説 明文での表示 との切 り替 えがで きる。データベ ース

を登録す る場合 には後述す る登録 ウイ ン ドウ上でテキス トフ ァイル とイメー ジファイル を指定

して行 う。

スター ト 単語辞書等の読み込み

検索方法の指定

コンテキス トサー

ANDフ ィルター

ORフ ィル ター

質問文の入力

データベースの登録

データベースの選択

検索

検索結果出力

画像表示

テキス ト表示

図11-1写 真検 索 シ ステ ム の フ ロー
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図11-2は システムの メイ ン画面 で,左 画面上で ラジオボタ ンによる検索方法 の指定 と質問

文の入力を行 い,続 いて検索 ボタ ンを押す ことで検索が開始 され る。右画面 には検索結果 と し

て9画 像が 出力 され る。 出力はラ ジオ ボタ ンによ り画像出力 と画像 の説 明文 の出力 との切替が

可 能であ る。 したが って この システムは説 明文の出力に限定すればテキス トデータの検索 に も

その まま使用で きるもの とな ってい る。 また検索 された画像か らの フィー ドバ ック検索 も可能

とな ってい る。各ボタ ンの役割 は表11-2の とお りであ る。更 に検索 された画像 を クリックす

ることで フルサイズの画像を表示す る こと も可能で ある。

表11-2写 真検索 システムのメイ ン画面上のボ タン

CONTEXTSEARCH ベ ク トルのみによる検索 の指定。

ANDFILTER

質問文か ら抽出され た単語 の論理積 を満 たす レコー ドを対

象 にベ ク トル検索。

ORFILTER
質 問文か ら抽 出された単語の論理和 を満たす レコー ドを対

象 にベ ク トル検索。

検 索 検索 の開始。

IMAGE 検索結果を画像で表示する。

TEXT

検索結果をテキス トで表示す る。得点 とイメージファイル

名 も同時に表示す る。

FEEDBACK フ ィー ドバ ック検索 の指 定 。

この システムは上で述べた ように写真検索 に限 らず百科 事典 な どのテキス ト検索 にもその ま

ま利用で きる。また出力方法 さえ変更す れば音声,動 画等 も含むマルチ メデ ィアデータの検索

に も拡張で きる。また利用者 に とって使いやす いよ うにユーザ イ ンタフ ェースに工夫 を凝 らし

た。今後の実使用 において更に操作 性が増す ようにユーザイ ンタ フェース も改良 され るべ きで

あ る。本 システムが実際の写真検索の場 で生か され,ま たユーザイ ンタフェース部分 も含めて,

今後 の動画等 も含むマルチメデ ィアデー タ検索装置 に応用 され る もの と期待す る。
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質問文

の入力

●CONTEXTSEARCH

OANDFILTER

OORFILTER

画

デー タベース名

回国固

国国闇

回国[司
メイン画面(画 像表示)

●CONTEXTSEARCH

OANDFILTER

OORFILTER

国

=
TEST..DB

OIMAGE

●TEXT

FEADBACK

1(93)

lMGOO1

2(90)

IMGOO2

3(87)

IMGOO3

4(86)

IMGOO4
5(84)

lMGOO5

8(76)

lMGOO8

6(81)

IMGOO6

7(77)

lMGOO7

9(74)

IMGOO9

メ イ ン画 面(テ キ ス ト表 示)

図11-2写 真検索 システムメイ ン画面
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11.5画 像 検 索 評 価 用 ベ ン チ マ ー ク の 作 成

画像検索 システ ムの評価方法の概略 は次の とお りである。 まず画像 デー タか ら一定数抜 き出

した ものを評価用のサ ンプルデータとし,サ ンプルデータに対 して複数個の質問文 と正解 のペ

アーを予め人手 によって作成す る。サ ンプルデー タを対象 に同 じ質問文を システムに入 力 し,

得 られた検索結果 と人手 で作成 された正解 データとの一致度で評価を行 う。 ここで予 め正解 デ

ータを作成 してお くのは
,検 索の度 に出力デ ータに対 し正誤判断を行 った場合 には,人 間の判

断が検索の時 々で一定せず,し たが って評価が一 定 しない,あ るいは評価の 自動化が で きない

などの理由による。

画像のもつ意味ベ ク トルは画像に付加 され た説明文か ら機械的 に作成 され た ものであ るため,

画像の主観的特徴を正 しく表 してい るとは限 らない。 したが って画像検索 システムを評 価す る

場合,画 像 か ら得 られ る主観的類似度 に基づ いた評価が不可欠で あると考 える。そ こでサ ンプ

ルデータ及び質 問文 と正解 のペアーの作成 を説明文を考慮 に入れず画像 のみを見て行 った。

システムが 出力す る検索 結果は画像 を質 問文 に近 い ものか ら順 に得点 を付 けて 出力す る もの

であるため,従 来 の検索で用い られた含有率,適 合率 によ る評価法を直接適応す ることはで き

ない。また従来 の検索 とは異な り曖昧性 を許す ものであ り,ま た検索 された画像 を もとに した

フィー ドバ ック検索 も可能なため,検 索結果 の上位 に少 しで も正解画像が あれば良 いと した評

価を用いる。

以上で述べてきた評価方 法 は,画 像検索 において利用者が大 まか な印象を入 力 した場合 に妥

当な画像が検索 され るのかを評価す る場合 を想定 した ものであ る。評価結 果か ら上位3位 以 内

に80～100%の 確率で少 な くとも一つの正解画像が検索 されてお り,意 味ベ ク トルによる検索

の有効性が確認 された。 しか し実際の検索 では例えば絵画の検索 を行 う場 合に作者名 を明示的

に指定す る場合 もある。 このよ うな場合 も含 めた評価方法を確 立すべ きであ る。 また この検索

方式 は入力キーワー ドを設定せず任意の言葉 で検索可能な ものであるため,本 来は利用 者が入

力す ると想定 され るすべての質問文 に対 しての評価が必要であろ う。 したが って今後百科 事典,

広辞苑等の電子化辞書を用 いた大規模な評価が必要で ある と考え る。本章で提案 した もの は主

に画像か ら得る 主観的 な印象 に基づいて検索を行 う場合 の1評 価方法である。

11.6今 後 の 課 題

写真データベー スの利用者 は,デ ザイナーが多 く,連 想 的,感 性的に写真 を検索 したい との

要求が強い。現在,実 用化 されてい る写 真データベースは,単 純 なキー ワー ド検索方式が主流
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であ り,デ ザイナーの要求 を満 た していない。本 プロ トタイプのよ うに,デ ザイナーが利用す

るPC(マ ッキ ン トッシュ)上 で連想的 に写真を検索で きるツールが提供 されれば,わ が国の

写真デー タベースの普及 に大 いに寄与す ると考え られる。

今後の課題 を以下 に記 す。

(1)フ ォ トライ ブラ リ業者 と協同で,膨 大 な数の写真を格納 した写真データベ ースを開発 し,

デザ イナーや出版社 に提供 し,ユ ーザの意見を集めて検索技術やユ ーザイ ンタフェースに反

映 させ る。

② 本 プロ トタイプ システ ムを利用 して写 真データベースを構築す るため には,ワ ークステー

ションで アプ リケー シ ョン用の意味ベ ク トル辞書を作成す る必要が ある。汎用的な意味ベ ク

トル辞書を対象テキ ス トに適応 させ る学 習機能をマ ッキ ン トッシュ上の ツール として作成す

る必要が ある。

(3)意 味ベ ク トル技術 は,言 語への依存性が少 な く,日 本語以外 の言語への変換 も可能であ る。

次のステ ップと して,英 語への対応を行 う。

今後 このよ うな研究を実施す ることによ って,写 真デ ータベースによる地域紹介,旅 行案内,

美術鑑賞,図 鑑 としての利用,家 庭での写 真の整理など,各 種の 目的に応 じた写真デ ータベ ー

スの構築が促進 され る と考え られ る。
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12.レ ー ザ ー 研 究 デ ー タ ベ ー ス の 構 築

121概 要

本事業で はわが国における レーザ ー及び レーザ ー応用技術の研究開発 に関す るデータベ ース

として,① レーザー研 究開発 データベ ース(デ ータ項 目:タ イ トル,要 旨,発 表者,所 属機関,

対象 レーザ ー種別,対 象応用分野等10項 目),② レーザー研究者 データベ ース(デ ータ項 目:

研 究者名,所 属機関,学 ・職歴 レーザー研究の経験,主 要実績等22項 目),③ レーザー研究

機関データベ ース(デ ータ項 目:研 究部署名,レ ーザー研究内容,レ ーザー研究 の実績等20項

目)の 三つのデータベースを作成 した。 これ らは レーザー研究 とい う一つの特定の分野 に焦点

を 当て,研 究内容,研 究者,研 究機関を総合 的に把握で きるように した もので,次 のよ うな特

色 を もって いる。

・レーザー研究開発の研究発 表を中心 と して,わ が国の30種 を越え る学会誌,学 会予稿集,

講 演集,講 演課題集,研 究課題集,技 術雑誌等の公表 メデ ィアか らレーザ ー研究開発に関

す る広範 なデータ情報を収集 している(1994年1年 間を対象 とし,約3,000件)。

・研究者,研 究機 関に関 して は,公 表を前提 と したア ンケー ト調査 によってそれぞれの研究

実績や研究の方 向性 等を含 めたよ り具体的 なデータ情報を収録 して いる。

・データベ ースシステ ムはパ ソコ ンをベースに した自立型の システムを採用 して いるたあ,

研 究者等で手軽 に利用で き,デ ータの更新や改訂 も容易で,レ ーザー とい う特定領域 に焦

点を絞 ったきあ細か な検索利用ができる。

・使用 ソフ トウェアは従来型の カー ド型簡易 ソフ ト(Let'sア イ リス),各 種 デ ータベース

ソフ トで読み込め るCSV型 フ ァイル,及 び メニ ュー方式 により操作性を高め たACCE

SSの3種 類で多様 な利用者 に対応で きる。 また,ACCESSで は三つの データベース

があたか も一つの システ ムで取 り扱われてい るかの ような高 い操作性が実現で きて いる。

・検索方法 は分類 コー ド(レ ーザー種別,応 用分野)と ワイル ドカー ドの両方が可能で あ り,

利用が し易 くな ってい る。

このよ うな レーザー研 究開発分野 に特化 した総合的なデータベースの利用の事例を委員会 メ

ンバ ーを中心 に検討 していただいているが,'こ のデ三夕ベースに関 しては以下の よ うな多 くの

利用が想定 され,レ ーザ ー及び レーザー応用技術情報の発信の中心的メデ ィア となることが期

待 され る。

① 利用想定者

・レーザー研究機関
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(国公立研究機関,産 業界,電 機,電 子,重 工業,機 械,精 密,そ の他)

・レーザー及 び レーザー機器製造産業

(電機,電 子,機 械,精 密,重 工業,そ の他)

・レーザー機器利用産業

(電力,ガ ス,重 工業,鉄 鋼,化 学,石 油,そ の他)

・行政機関

(産業政策,研 究開発関連)

② 用 途

・研 究情報の検索
,研 究情報の入手,研 究動 向の分析

・研 究者研究機関情報の利用
,研 究の共同化,研 究委託

・研究開発政策
,技 術政策,産 業政 策の立案等

・更に研究者や研究機関等の 自己PR

また,今 後の発展方向 として,海 外 向 けデ ータベースや レーザ ー機器技術,産 業 ・企業等 の

新たなデータベースの基礎 となる ものであ る。

12.1.1目 的

レーザ ー技術 は既存のあ らゆ る科 学技術分野で使われて お り,産 業全体を支える基盤 的技

術 として位置付け られている。更に この レーザーは 「光 の世紀」 ともいわれ る21世 紀におけ

る最重要 技術の一つ と して,わ が 国内外で積極的な研究開発が進 め られて いる。 レーザー技

術 は,「 秒進分歩」 と呼ばれ るほど進歩が速 く,ま た基盤的,横 断的技術であ るため,そ の

研究開発 に当た っては部門間の相互交流 や総合化が重要 な課題 となって いる。

このよ うな来世紀の中心 となる レーザー及 びその応用技術の開発を促進 し,日 本ひいては

世界における レーザー産業を育成す るためには,レ ーザ ーに関す る研究情報を的確に集積 し,

関係者に広 く利用 され得 るデータベ ースの整備が 強 く望 まれ る。 しか し,レ ーザーに関す る

技術の進歩 の速 さ,ま た,情 報 の収集 や評 価に専 門的知識を必要 とす ること等か ら,わ が 国

においてはまだ レーザー技術に関す るデー タベースの整備 は極 めて不十分な状況 にあ るとい

わ ざるを得 ない。

本データベ ース構築 は,わ が 国において実施 されている レーザ ー研究開発,研 究者,研 究

機関等,わ が 国における レーザー研 究の状 況を的確 に把握で きるよ うなデー タベ ースの構築

を行い,国 内外の利用者 に提供す る ことを 目指 した ものであ る。
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12.1.2実 施体制及び実施 内容

本事業 は㈱応用光学研究所 レーザー技術研究会のプロジェク トチームによって行われたが,

その実施 に当た って は難波進大 阪大学名誉 教授を委員長 と し,大 学,研 究機関及 び民間企業

の レーザー関連の専門家20名 の委員か らな る 「レーザー研究データベース構築委員会」を設

置 し,5回 の委員会 を開催 し事業 内容のチ ェック,各 種 データソー スの提供,レ ーザー研究

者及び研 究機 関ア ンケー ト票の検討,作 成 したデータベースの評価 とデ ータベー ス情報を も

とに した分析例 の提供 を受 けた。

本デー タベースの作成 において実施 した主要な作業は次の5点 で ある。

① 研 究開発データの情報収集

わが国におけ るレーザ ー及び レーザ ー応用技術の研究開発 に関す る情報を学会誌,学 会

予稿集,講 演集,研 究課題集,技 術雑誌等の公表 メデ ィアか ら抽 出 した。対象 と した公表

メデ ィアは35種 で,抽 出デ ータ数は約3,000件 である(表12-1)。

② ア ンケ ー トによ る研究者及び研 究機関 データの収集

公表 メデ ィアか らだけで は,研 究者や研究機関のバ ックグラウ ン ドや現在の従事業務 内

容,関 心分野等にっいての具体的な情報を得 ることは難 しい。 また,仮 に種 々のデータソ

ースか らの情報の組 み合わせでそれが得 られた として も,研 究者 や研究機関に とって は本

位で ないデ ータとな る可能性 もあ り,プ ライバ シーの問題が生ず る。 このため本事業で は,

研究者 と研究機関に対 して は公表を前提 と したア ンケー ト調査を行 い,そ れぞれの属性か

らレーザ ー研究開発の対象分野(レ ーザ ー種別,応 用分野),経 歴,主 要実績等の情報の

提供を受 けた。ア ンケー トの実施 は今 回は初めてのケースであ ったが,研 究者で約400,

研究機 関で約300の 回答を得 た。

③ データベ ースシステムの検討

本 データベ ースシステムは レーザー研 究開発 とい う特定分野 に焦点 を置 きなが ら,研 究

開発情報,研 究者,研 究機関 という,総 合 的なデータベ ースを作 ろ うとした ものである。

この作成 に当たっての基本的な考え方 は,研 究者を始め とす るレーザー技術開発に携わ る

人 々(ユ ーザ)が 簡便に 目的 に応 じた きめ細かな検索等が可能 とな るデータベ ースを提供

す る ことにある。 この簡便 さと目的に応 じたきめ細かな検索 とい う機能的要求 は,急 速 な

発展 と普及をみせた現在のパ ソコ ンで十分 に満たせ るものである。

本 データベ ースでの使用 ソフ トウェア と しては市販のデータベ ース ソフ トウェアをそのま

ま使 うとい うことでLet'sア イ リスを,完 全 なメニュー化によ り操作 を簡易化す る もの とし

てACCESSを,ま た,ユ ーザが既に保有 している種 々のデータベース ソフ トウェアに読

み込め る形の もの と してCSV型 フ ァイルを用い ることと した。
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表12-1デ ー タ ソ ー ス と した公 表 メ デ ィア と抽 出デ ー タ数

公 表 メ デ ィ ア 期 間 抽出件数

1.応 用物理

2.応 用物理学関係連合講演会

3.原 子 力学会年会

4.高 温学会誌

5.光 学

6.工 業技 術院試験研究所研究計画

7.高 分 子

8.高 分子論文集

9.精 密工学会誌

10.精 密工学会大会

11.鉄 鋼協会講演論文集

12.鉄 と鋼

13.電 気学会全国大会

14.電 子情報通信学会

15.電 子情報通信学会誌

16.電 子情報通信学会論文誌

17.日 本ME学 会雑誌バイオメディカルエンジニアリング

18.日 本化 学会合 同大会

19.日 本化 学会誌

20.日 本機械学会誌

21.日 本機械学会全 国大会

22.日 本機械学会論文集

23.日 本金属学会講演概要

24.日 本金属学会誌

25.日 本建築学会大会学 術講演梗概集

26.日 本原子力学会誌

27.日 本分光学会

94年1月 ～12月

94年3月,9月

94年3月

94年1号 ～6号

94年1月 ～12月

93年10月

94年3月 ～10月

94年2月 ～12月

94年2号 ～12号

94年3月,10月

94年 秋

94年1号 ～7号

94年3月

94年 春 ・秋

94年1月 ～12月

94年1月 ～12月

94年2号 ～10号

94年 春 ・秋

94年1月 ～12月

94年1月 ～12月

94年8月

94年1月 ～11月

94年 春 ・秋

94年7号 ～8号

94年9月

94年1月 ～12月

94年 春 ・秋

35

30

19

5

47

13

14

7

28

52

2

3

73

45

2

42

9

35

9

3

26

7

6

2

2

2

49

9
臼

ρ0

1

L

28.日 本 レー ザ ー 医学 会 誌 94年3月 ～12月 28

29.分 光 研 究 94年1号 ～6号 2

30.文 部省科学研究費補助金採択課題 94年10月 120

31.レ ー ザ ー 学 会 94年1月 218

32.レ ー ザ ー 研 究 94年1月 ～12月 80

33.溶 接学会誌 94年2号 ～6号 8

34.溶 接学会全国大会講演概要 94年4月,10月 72

35.溶 接学会論文集 94年2号 ～4号 5

合 計 3,000

(た だ し,ト ピ ックス等 を 含 む)-122一



④ デ ータ入力作業

データの入 力はデータベース として最 も入 力作業やデータチェ ックに馴 染ん だLet'sア

イ リスで行 い,そ のデータを一括 してCSV型 ファイル及 びACCESSへ 変換す る形を

採 った。

⑤ テス トラ ン及びテス ト分析

入 力 したデ ータを もとに,レ ーザー種別及 び応用分野別の レーザ ー研究の動向,レ ーザ

ー研 究者 ,研 究機関にっいての試験的分析作 業を行 った。

12.2実 施 結 果

12.2.1作 成デ ータベース

本デ ータベ ース構築事業 において最終的 に作成 したデータベースは次 の3種 類である。

① レーザ ー研 究開発データベース

データ ソース:1994年 発表35種 のメデ ィア

デ ー タ 数:3,000

デ ー タ 項 目:① 整理番号,② タイ トル,③ 要 旨,④ 対象 レーザー,⑤ 応用分野,

⑥報告種別,⑦ 研 究者,⑧ 研究機関,⑨ 機関の所在地,⑩ 出典

② レーザー研究者データ

デー タソー ス:ア ンケー ト調査

デ ー タ 数:380

デ ー タ 項 目:① 整理番号,② 研究者名,③ ふ りがな,④ 住所,⑤ 所 属機関名,⑥ 所属

部署,⑦ 職名,⑧ 機関連絡先,⑨TEL,⑩FAX,⑪ 学歴,⑫ 卒業年,

⑬職歴,⑭ 学会,⑮ 従事業務(技 術),⑯ 従事業務(管 理),⑰ 従事期

間,⑱ 対象 レーザ ー種別(従 来),⑲ 対象 レーザー種別(今 後),⑳ 対

象分野(従 来),⑳ 対象分野(今 後),⑳ 主要研究

③ レーザー研 究機関データ

デー タソース:ア ンケー ト調 査

デ ー タ 数:254

デ ー タ 項 目:① 整理番号,② 機関名,③ ふ りがな,④ 部署名,⑤ 所在地,⑥ 部署責任

者,⑦TEL,⑧FAX,⑨ 連絡先,⑩TEL,⑪FAX,⑫ 従事業務

(技術),⑬ 従事業務(管 理),⑭ レーザー関連 スタ ッフ,⑮ 内訳,⑯

対象 レーザー種別(従 来),⑰ 対象 レーザー種別(今 後),⑱ 対象分野
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(従 来),⑲ 対象分野(今 後),⑳ 主要研究

各種デー タベースに共通す るレーザ ー種別を表12-2に,ま た,レ ーザー応用分野 を表12

-3に 示す。(た だ し,研 究者及 び研究機関の ア ンケ ー ト回答 によるもの は!・レーザー応用

分野 に関 しては簡易版 を使用 してい る。)

表12-2対 象 レーザ ー種別分類表

000レ ー ザ ー一 般

100気 体 レーザ ー(一 般)

110

120

130

140

150

190

200液 体 レーザ ー(一 般)

210色 素 レー ザ ー

290そ の他 の 液体 レーザ ー

300固 体 レ三 ザ ー(一 般)

310

320

330

340

350

390

400

410

420

490

500

600

700

希 ガス/希 ガスイオ ンレーザ ー

金 属/金 属 イ オ ン レーザ ー

CO2/COレ ー ザ ー

化 学 レーザ ー(HF,DF,

エ キ シマ レー ザ ー

その 他 の気 体 レーザ ー

ヨウ素等)

ガ ラス レーザ ー

Nd:YAGレ ー ザ ー

YAG以 外 のNdレ ー ザ ー

Ndを 除 く希 土 類 レーザ ー

波 長 可 変 固体 レーザ ー

(ア レキ サ ン ドラ イ ト,Ti:

サ フ ァイ ア等)

その 他 の 固体 レー ザ ー

半導体 レーザー(一 般)

皿－V族 半導体 レーザー

fi-VI族 半導体 レーザー

その他 の半導体 レーザ ー

自由電子 レーザ ー

真空紫外,X線 レーザ ー

不明
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表12-3対 象応用分野分類表

000基 礎 科 学 研 究(一 般)

010レ ーザ ー基 礎 過程

020共 振 器,モ ー ド特 性

030材 料 ・光 物 性

040分 光.

050光 伝 播,伝 送

060原 子 核,核 融 合

090そ の他 の基 礎 科 学研 究

1・00機 械 工 作 加 工(一 般)

110切 断,穴 あ け

120溶 接.

130表 面 処 理

131熱 処 理

132組 成変 更

133ア ブレーション(PVDを 含 む)

140マ ー キ ン グ(手 法 は問わ なし1)

1'90そ の他 の機 械 工 作

200電 子 工 業応 用(一 般)

21"OCVD`

220PVD

230エ ッチ ン グ

240ド ー ピ ン グ

250ア 二 一 リ'ング

260リ ソ グ ラ フ ィー

270材 料 創 生

290そ の 他 の 電 子 工業 応 用

300化 学 応 用(一 般)

310元 素 分 離

320同 位 体 分 離(除U,Pu濃 縮)

330U,Pu濃 縮

340化 学 反 応 制 御

(化 学 反 応 型 表面 処 理 を含 む)

350化 学 分 析 利 用

390そ の 他 の 化 学 応用

400計 測,情 報(一 般)

410計 測 機 器

420セ ンサ ー

430デ ィス プ レイ

440メ モ リ,記 録

450通 信

490そ の他 の計 測,情 報

500医 用 ・バ イオ 利 用(一 般)

510外 科

511レ ー ザ ー メ ス
'
512フ ァイバ ー利 用

513血 管 手 術

520は り及 び低 出力 レー ザ ー治 療

530眼 科

531コ ア ギ ュ レー シ ョン

532角 膜 治 療

540皮 膚科

550医 用計 測 ・診 断

560細 胞処 理

570DNA処 理

59Dそ の他 の 医用,バ イ オ利 用

600特 殊 用途 分 野(一 般)

610宇 宙 利 用(一 般)

611ロ ケ ッ ト推 進

612エ ネ ル ギ ー伝 送

613通 信

619そ の 他 の宇 宙 利 用

620軍 事 利 用(一 般)

621兵 器

622レ ーザ ー ・レー ダ ー

623ジ ャイ ロ

629そ の他 の 軍事 利 用

630環 境 利 用(一 般)

631セ ンサ ー

632レ ーザ ー ・レー ダ ー

633リ モ ー トセ ンシ ング

639そ の他 の 環境 利 用

900そ の 他
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これ らのデータベ ースを使用す るための ソフ トウェア システム として は,現 在のパ ソコン

環境 利用者の便宜を考 え以下の3タ イプか らの選択方式 とした。

①Let'sア イ リス'

比較的初期 の段 階か ら供給 されて いるソフ トウェアである こと,MS-DOSベ ースの

古 いマシ ンで も動 くこと,日 本 において保有 シェアが圧倒的 な,NEC9800シ リーズに対

応 していることか ら,初 期の段階か らパ ソコ ンを利用 して きたユ ーザ,古 いマ シ ンを保有

す るユーザな どに妥 当な もの として選定 した。

②ACCESS

最近の ウイ ン ドウズ環境の普及を考慮 した場合 ウイ ン ドウズ対 応 ソフ トウ ェアが望まれ

ること,完 全 にメニ ュー化す ることが可能 であ りACCESSそ の ものの操作手順を覚え

る必要がない ことなどか ら,ウ イ ン ドウズマ シンユ ーザや,操 作の容易性 を望 むユーザ に

妥当な もの と して選定 した。

③CSVフ ァイル

①,② の方式ですべての潜在ユ ーザのパ ソコ ン環境 に適応す ることは困難であ る。一方,

表計算 ソフ トウェアやデータベー スソフ トウ ェアの多 くは,CSVテ キス トフ ァイルを通

じて異な るソフ トウェアで作成 されたデータを読む ことがで きるようにな っている。既 に

他のデータベ ース ソフ トウェアを利用 してい るな どで,上 記①,② 以外の方 式での供給を

望むユーザ に対 しては このCSVテ キス トファイルが妥当 と考 える。上記①,② は,ソ フ

トウェアを含めて供給す ることを想定 して いるが(も ちろんLet'sア イ リス,ACCES

Sを 保有す るユ ーザにはデータのみを供給),他 のデータベ ース ソフ トウ ェアを保有 して

いたり,慣 れ親 しんだユーザ は,CSVフ ァイルか ら自らの データベース ソフ トウェアで

読み利用す る ことが可 能である。

12.2.2デ ータベースの利用

本データベー スは多 くのデー タの中か らレーザー研究 を実施す る場合 に参考 とす る情報を

検索利用す ることが主た る目的であ るが,こ のよ うな特定分野 に関 して,あ る程度 のまとま

った情報が整備 されてい る場合 には,単 な る情報検索以上の多様 な利用が可能 とな るが,そ

の最 も重要な ものは現在の レーザーの研究開発の中心 はどこにあ るのか,今 後 どの ような研

究が重要 とな るのか,と いったよ うな レーザ ー研究開発 に係わ る動向の分析で ある。 この た

め,本 データベー ス構築で はこれ らの分析事例 と して,以 下の ものを行 った。

① レーザー種別の研究動向

希ガス/希 ガスイオ ンレーザ ー,金 属/金 属 イオ ンレーザー
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CO2/COレ ーザ ー

化学 レーザー(HF,DF,ヨ ウ素等)

エキシマ レーザー

色素 レーザー

Nd:YAGレ ーザ ー

アイセ ーフ固定 レーザ ー(Er,Tu,Ho等)

波長可変固体 レーザ ー(ア レキサ ン ドライ ト,Ti:サ フ ァイア等)

皿 －V族,[-VI族 半導体 レーザ ー

自由電子 レーザー

真空紫外,X線 レーザ ー

② 用途別分野

機械工作加工

電子工業応用

化学応用

計 測

医用 ・バイオ分野

また,ア ンケー ト調 査で得た情報 を もとに レーザ ー研究者及 び レーザー研究機関の動 向の

整理分析を行 った。

12.3今 後 の 課 題

本 レーザーデータベ ースの構築 は概ね所期 の目的を達成 したが,今 後 の課題 と して次の もの

が挙げ られ る。

① 継続的なデータ収集体制の充実

公表 メデ ィアか らの研究情報のチ ェック体制を充実 させ るとともに,研 究者,研 究機関情

報 にっいての定期的 なア ンケー ト等によるサーベイ調査を行 うことによ って,本 データベー

スはより発展す る もの と考 え られ る。

② 本デ ータベースの発展方 向の検討

・海外向 けデータベ ース

現在のデータベ ースを英文化 し,海 外 に向けて 日本の レーザー技術 の研究デ ータを発信す

る

・レーザー機器技術 データベース
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各 レーザー及び レーザー利用機器 メーカの生産,販 売 している機器,技 術を データベ ース

化 し,ユ ーザの機器の選択や,研 究の方 向性な どの基礎 資料 を提供す る。

・レーザ ー企業 データベース

研究機 関データベ ースと同様 の形で作成が可能で,レ ーザー関連 のユ ーザ とサ プライヤの

連係に とって有効 な もの と考 え られ る。
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13砂 漠化 防 止 技 術 デ ー タベ ー ス

株式会社 新産業創造セ ンター





13.砂 漠 化 防 止 技 術 デ ー タ ベ ー ス.

13.1概 要

「UnitedNationsConventiontoCombatDesertificationinThoseCountriesExperien-

cingSeriousDroughtand/orDesertification,Particularly^inAfrica」(深 刻な干 ばつ

又 は砂漠化}ご直面 してい る国(特 にアフ リカの国)に おけ る砂漠化の防止のための国際連合条

約:略 称:国 連砂漠化 防止条約)が1994年6月 政府間交渉会 議で採択 され,日 本政府 は1994年

10月 に署名 した。今後,国 際社会 は乾燥地等の砂漠化や深刻 な干ばつの与える悪影響に関 し,

十分な認識 と具体的な対 応を早急 に実施 していか なければな らない。特に,1977年 の国際連 合

の砂漠化防止会議において採択 された砂漠化防止行動計画以 来の取 り組みや経験を反映 し,新

規 にまた一層効果的で接 続可能 な開発 を目指 して進め られよ うと している。

わが国に対 して は,保 有す る高度 な産業技術や人的な貢献 が求め られてい くもの と考 え られ,

独 自技術の開発や人材育 成の拡充 ・強化が肝要 と考え られ る。既 に,わ が国の砂漠化防止 関連

の取 り組みは,学 術調査 や開発 国援助 という形で種 々の事例 が有 りなが ら,過 去の成果 や現在

の取 り組みに関す る一 元的な情報 の集積がな く,関 与す る自然科学系,人 文科学 系の広範 な分

野間での連携が少ないのが実状 である。

また,わ が国 には砂漠 が存在せず,ま た海外の砂漠その ものの地域性が大 きい ことか ら,砂

漠化防止に係わ る技術 ・機器等 の適用 に関す る情報 は貴重 であ る。 しか しこれ らの情報 は広 範

な分野 に横断的で,か つ海外に蓄積 された情報が多 く,日 本 人研究者,技 術者 にとっては情 報

収集や利用 で効率的な作 業が行い難 い状況であ る。

この ような背景か ら,本 デー タベースは砂漠化 防止技術に特化 し,調 査研究 ・計画立案業 務

の効率化 と研究者 ・技術者の情報 交換 の活発化を図ることを 目的 に構築を行 った。

13.1.1目 的

近年,地 球環境 問題 の一 つであ る砂漠化防止 に対す る国際的な関心が高 まってお り,今 後

わが国に対 して も従来 以上 に この分野 における人的,技 術 的貢献が求め られてい くと思われ

る。砂漠化防止 は,農 学,工 学 を始 めさまざまな分野 に関係す るたあ,情 報源が分散 してお

り利用者 にとって情報 収集 しづ らい状況 にな って いる。

本データベ ースは,砂 漠化 防止技術関連情報 に特化す る ことによ り,利 用者の使い勝手を

向上 させ ると同時に,砂 漠化 防止 に係わ る研究者,技 術者 の活動情報を収録す ることによ り,

利用者 間の情報交流 を活発化 させ る ことを 目的 と している。
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更に,将 来的には海外に対 して も,わ が国の砂漠化防止に関する活動状況を知 る有益な情

報源となるべ く整備拡充を目指す。

13.1.2期 待 される効果

(1)砂 漠化 防止関連 プロジェク トの調 査研 究 ・計画立案業務の効率化

砂漠化 防止 は農学,工 学を始 め幅広い分野 に関係 してお り,か つその情報源 も各所 に分

散 して把握 しづ らい。本データベ ースを使用す ることによ り砂漠化防止関連の専 門家が必

要 とす る国内 ・海外 の主要な情 報源へのア クセス方法を簡単 に知 ることがで き,必 要 な情

報収集を網羅的,効 率的に行 うことが可能 にな る。

② 砂漠化防止に係わ る研究者 ・技術者 間の情報交流の活発化

本データベ ースは 「人の活動情報 」 とい う形で主要 な専門家の調査研究歴を収録 し,プ

ロ ジェク ト情報に関す る効 率的な情 報収集が可能であ る。砂漠化防止 のよ うに関係す る専

門家の幅が広 い分野 にあって は,本 デー タベースは関係者 間の情報交流を活発化 させ る有

効なツールにな りうる。

13.1.3実 施 内容

本データベ ースは以下の三つのサ ブデータベ ースか ら構成 され る。

(1)既 存データベニス所在情報

砂漠化防止 関連の専門家 にとって有用 と思われ る国内 ・海外のデ ータベースに関す る所

在情報を収録す る。

・主 に以下の種類のデータベ ースを対象 とす る。

① 開発援助関係のデータベ ース

② 海外の農学 ・工学 系のデータベ ース

③ 気象関係データベース

④ 国内試験研 究機関な どのイ ンハ ウスデータベ ース

⑤ 国内の商業データベ ース

・主 に以下の項 目を収録す る。

① データベース名

② 所在地

③ 連絡先

④ 公開の程度

⑤ アクセス方法
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(2)既 存文献所在情報

砂漠化防止関連の専門家にとって有用と思われる国内 ・海外の資料等文献に関する所在

情報を収録する。

・主に以下の種類の文献を対象 とする。

① 海外機関の技術 レポー ト類

② 学会論文報告

③ 講演会 ・シンポジウム資料

④ 調査報告書(各 省庁等)

⑤ 試験研究機関の研究報告

・主に以下の項目を収録する。

① 文献名

② 発行機関名

③ 連絡先

④ 公開の程度

⑤ 入手方法

(3)人 の活動情報

主要な砂漠化防止関連の専門家の活動情報を収録す る。対象となる専門家は日本砂漠学

会,日 本砂丘学会,日 本緑化工学会等関連学会の会員を中心に,専 門委員会の意見を取り

入れなが ら選定する。

・主に以下の項目を収録す る。

① 所属機関

② 著書,論 文

③ 調査研究活動歴

13.1.4実 施項 目

(1)入 力情報調査 ・収 集

・入 力情報

① 既存 データベ ース所在情報

② 既存文献所在 情報

③ 人 の活動情 報

・作業 内容

① データ収集 フ ォーマ ッ ト作成
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② 資料調査,デ ータベ ース検索

③ 特定の機関,専 門家に対す る ヒア リング調 査

④ ア ンケー ト調査等

② システム開発

パソコン通信網 か ら利用可能な,EWS上 で稼働す る検索 システムの開発

① システム基本設 計:画 面等入 出力設計,デ ー タベース設計を行 う。

② プ ロ グ ラ ム 作 成:シ ステム詳細設計～ プ ログラ ミング～テス トを行 う。

③ データ整理 ・投入:収 集 され た情報を整理分類 し,シ ステムにデータ投入す る。

④ 運 用 テ ス ト:本 番環境 での運用テ ス トを行 う。

(3)専 門委員会の開催

調査対象,調 査項 目等の妥 当性を判断す るため専門委員 によるレビュー。

本データベースの構築を進めるに当た って,学 識経験者,専 門家か らな る専 門委員会 を

設置 し,調 査対象,項 目の妥当性 や システ ムへの提案 など専門的な検討を行 った。

13.2実 施 結 果

実施項 目に従 って入力情報調査 ・収集,シ ステ ム開発,専 門委員会の開催を行 った。

13.2.1入 力情報調査 ・収集

(1)デ ータ収集 フ ォーマ ッ ト作成

①既存データベ ース所在情報,② 既存文献所 在情 報,③ 人の活動情報,④ 機関情報 につ

いて,4種 のデータフ ォーマ ッ トを作成 した。

(2)資 料調査,ヒ ア リング調査

海外情報(主 にアメ リカ)及 び国内情報 に区別 して,そ れぞれ調査を実施 した。

① 海外情報の収集概要

・機 関情報

「砂漠」 「砂漠化」 に関連す る研究 に積極的 に取 り組んでいて,研 究者 との連絡が可

能な ものを抽 出 した。 また主な研究分野別一 覧表 を整理 した。

・文献情報

文献情報 として文献の所在 と入手方 法を整理 した。文献の コピーサ ー ビス もイ ンター

ネ ッ ト等で利用可能な範囲で整理 した。
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・データベ ース情報

デー タベース リス トの作成を行 った。

・個人情報

30名 前後の リー ダー的な研究者を リス トア ップ し,著 作物,活 動 を収録 した。

② 国 内情報の収集概要

・データベ ース情報

公的な機関の情報電子化の状 況,外 部へ の情報提供 の可否,利 用条件を整理 した。

・文献情報

砂漠化防止 に関連す る事業の整理 を行い,報 告書等の公開性,利 用条件を整理 した。

② ア ンケ ー ト調 査

人の活動情報につ いて,国 内の人物 を対象にア ンケー ト調査を実施 した。

13.2.2シ ス テ ム 開発

(1)基 本 要 件

① パ ソ コ ン通 信 に よ り,利 用者 自 らが検 索 で き る こ と。. .1

現 在 パ ソ コ ン通 信 は急 速 に普 及 し,オ ンラ イ ン検索 手 段 と して一 般 的 な もの に な りつ

っ あ る。 提供 側 も情 報 提 供 が 自動 的 に行 え,人 的 負担 が 軽 減 され る。

② 利 用 者 電話 料 金 負担 の軽 減 と して,商 用VANの ノー ドが 利 用 で き る こと。

商 用VAN(FENICS)を 利用 す る こ とに よ り,全 国約180ヵ 所 の ア クセ ス ノー

ドを経 由 し,本 デ ー タベ ー ス にア クセ ス可能 とな る。

(2)シ ス テ ム構 成

既存 のハ ー ドウ ェア,RDBシ ステ ムを活 用 。

① ハ ー ドウ ェア:S-4/2GXメ モ リ32MBデ ィス ク2GB

② ソ フ トウ ェア

ア プ リケ ー シ ョン:検 索 ソ フ トウ ェア(略 称:ANDeT)

RDB:INFORMIX-ONLINEV4.1

0S:SunOS4.1.2

*新 規 開発 部 分:ア プ リケ ー シ ョ ンソフ トウ ェア

13.2.3専 門委員会の開催

本データベ ース構 築 に関 し,専 門委員会を開催 し専 門的な立場 か ら砂漠化防止関連情報の

範疇及びデータベー ス システムや運用に関 して検討 を行 った。
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(1)第 一回専門委員会 平成6年9月29日

・議題及び審議内容

① 平成5年 度実施のアンケー ト結果及び調査結果に関 して

② 平成7年 度以降の取 り組みに関 して

③ 砂漠化防止技術データベースの扱 う情報に関 して

④ 調査対象及び項目に関して

⑤ 基本システムに関 して

(2)第 二回専門委員会 平成7年2月16日

・議題及び審議内容

① 事業の進捗状況に関 して

② 調査結果概要に関して

③ システムの設計,プ ログラム作成に関 して

④ 運用計画に関 して

13.3今 後 の 課 題

調査結果及び今後 のデ ータ取 り扱 いに関 して,以 下の ように課題 を整理 した。

(1)調 査結果 に関 して

平成5年 度実施 の情報ニーズ及 び情報 シーズの調査 ア ンケ ー トの回答者 との情報が途切 れ

ないように連絡 を行 う必要 と情報 ニーズの再確認 を行 うことが課題であ る。 また,平 成6年

度実施の調査結果 に関 して は昨年度情報の再検討 と合 わせ,い か に使 い易いデータベ ースを

構築 してい くか,利 用者の側にた った情報提供形態を検討す る ことが課題であ る。

(2)今 後の取 り組み

情報の商品化を前提 と した収集 データの評価,段 階分 け,価 格帯 の設定 を行 い重要情報 の

蓄積 を進 めることが課題である。 また,情 報源 としての 「人」を重視 し,情 報の新鮮 さを保

つ ことが課題 とな る。

(3)シ ステムに関 して

文字列のみの情報提供形態 に止 ま らずマル チメデ ィア対応 を検討 し,よ り質の高い情報提

供 とイ ンターネ ッ ト接続の検討が課題である。

一134一



14メ デ ィア変換型感性 デ ータベ ースの

構 築方法の研 究

財団法人 イメージ情報科学研 究所





14.メ デ ィア変 換 型 感性 デー タベ ー スの構 築 方 法 の研 究

14.1ネ ッ ト ワ ー ク ・ マ ル チ メ デ ィ ア ・ メ デ ィ ア 変 換

14.1.1イ ンターネ ッ トとマルチメデ ィアデータベース

最近,マ ルチメデ ィア検索 アプ リケー ションMosaicの 登場 によ り,イ ンターネ ッ トブーム

が まき起 こ り,わ が 国 において も昨年 あた りか ら,一 般 の家庭 レベルでイ ンターネ ッ トに接

続で きるサ ー ビスが普及の兆 しを見せて いる。

この ように一般 の多 くの人 々が,ネ ッ トワー クを通 じて容易に大規模 なデ ータベ ースサー

ビスが受 け られ る状 況が急速 に整いっっ ある今 日においては,よ りヒューマ ンフ レン ドリィ

な観点 に基づ くデー タベ ース システムを構築す る必要性 が高 まってい る。

14.1.2マ ル チメデ ィアとメデ ィア変換

本研究で は,こ の よ うなマルチ メデ ィアネ ッ トワーク社会 に対応 し,ま た,人 間のマルチ

モーダル知覚を積極的 に活用すべ く,感 性 をベ ースに置 き,メ デ ィア変換技術の導入 によ り

画像 と音響を統合的 に取 り扱 う,デ ータベ ースの構築方 法について検討す る。
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図14-1メ デ ィ ア変換 の概 念
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14.2産 業 ・研 究 分 野 で の ニ ー ズ と 従 来 の 関 連 研 究

14.2.1印 象語 による相互変換

印象語 を用 いて,画 像 ・形容詞間 と音 ・形容詞間の変換をある一定の規則 に基づ いて行 う

ことがで きれば,次 のよ うな応用が考え られ る。例えば,無 音で絵画 を見てい るときの印象

と曲を聞 きなが ら見てい るときの 印象の違いを,関 数で表現す る ことが可能であれば,そ の

関数 を逆 に用いる ことによって,音 に応 じて絵画の方を変化 させ ることがで きる。す ると,

音楽の リズムや音色 によって絵画が変化 し,難 聴者に 「音楽を見せ る」 ことがで きる。

また,デ ザイ ンや映像 ・音楽作 品の制作 などの分野において,素 材の検索 に大 いに活用で

き,作 業 の高度化 ・効率化を支援で きるもの と思われ る。

14.2.2知 覚情報による相互変換

画像か らの色彩情報や四角形 ・三角形 といったオブ ジェク ト情報 を,個 人の感性 若 しくは

ニ ューラルネ ッ トで学習 させ ることによ って,音 の リズムや メロデ ィへ対応付 けることがで

きれば,抽 象的な音 の生成が可能 とな る。

また,人 間は音によ って見えない ものを想像す ることがで きる。 この過程 を コンピュータ

で表現で きれば,監 視 カメラの設置が非常に困難若 しくは不可能で あるような場所の状況を,

あたか も直接監視 してい るかの ように把握す ることが可能 となるため,さ まざ まな業界での

ニーズが期待 できる。

14.2.3信 号 による相互変換

映像 にお ける周期性を利用す ることによ り,視 覚的に理解 しづ らい微細情報を,音 信号 と

して表現す ることがで きる。 目視検査 のよ うに常に監視が必要 とされ る場面 において は,こ

の技術を用 いて音 による情報を与え ることによ り,見 落 としや見間違 いを防止 した り,他 の

作業を平行 して行え るよ うになる。

また,音 の特性を図形化 して 目で確認す ることがで きれば,例 えば超音波探傷試験 の結果

を三次元画像表示す ることで,解 釈を容易 にす ることがで きる。

14.2.4画 像 と音の統合

画像 と音を同時に示す ことによ り,臨 場感が増 し理解が深 まる。工業応用の例では,騒 音

の中で も話声を聞 き分 ける視聴覚セ ンサ フュー ジョンシステムが ある。 また,テ レビや映画

の世界で は,臨 場感を増す ためだ けでな く,例 えば,ド ラマの シチ ュエ ー ションの切 り替え
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時 に,映 像 よ りもBGMの 切 り替えを先行 させ ることにより,不 自然 さが 出ないよ うにす る,

などの工夫 に用 い られてい る。

14.2.5具 体 的な ニーズ事例 ・研究事例 の紹介

い ろいろな大学や企業での,メ デ ィア変換若 し くはそれに類す るニーズや研究 の内容を,

幾つか取 り上 げて具体 的に紹介す る。(こ こで は,紙 面の都合上省略)

14.3メ デ ィ ア 変 換 の 要 素 技 術 の 現 状

14.3.1画 像か ら音響への直接変換

二値 図形 は,P(θ)曲 線表現 法 や フー リエ記 述子表 現法 な どの手法 に よ り,時 系 列信

号化す ることが で きる。 しか しこれだけで は,た だ単 に図形を一次元信号 即ち音 に しただ け

なので,次 の画像全体 の複雑 さに注 目して音の基本的なパ ラメータを決定す る。例 えば,日

常 において,わ れわれが一枚の画像を見 るときに まず注 目す るのは,そ の画像 の中にあ る特

徴 的な要素であ る。普通 は,大 きな もの ・特別な形を した もの ・色 の鮮やかな ものな どの刺

激の著 しい内容を先に認 識 し,そ れ に伴 い位置な どの情報を認識 する。 そ して,画 像 中の図

形の種類や数が多い ほど,全 体を認識す るの に要す る時間 は長 くなる。 よって,こ のよ うな

人の画像認識特性を,音 の基本的 なパ ラメータに反映 させ る もの とす る。

図14-2画 像か ら音響へ の直接変換
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一方
,濃 淡画像 については,リ ングオペ レータを用 いて直接音 に変換 す ることがで きる。

その場合,生 成された音 は画像の変化 によ り振幅が変化す る。即 ち,画 像の内容が変化 しな

い ところで は音 の振幅が0に な り,変 化 が大 きい ところでは振幅 も大 き くな る。周波数 にっ

いて も,リ ング上 のデータの変化 に応 じてパ ター ンが変化す る。その結果,生 成 された音 に

は濃淡値の変化部分が反 映され,音 に よって動 的な印象が与 え られ る。

14.3.2物 理 モデルか らの映像 と音の同時生成

この システムは,中 間表現(具 体的 には物理モデル)を 操作す る ことによ り,画 像 と音を

同時 に生成 ・変化 させることを 目的 と して いる。 したが って,中 間表現で ある物理モデルを

コアと して システムが構築 されてお り,す べての入力 は必ず,ま ず最初 に物理モ デル に入 り,

そ してその中で計算 された結果が画像生成部 と音生成部に送 られて,最 終 的に画像 と音が出

力される,と うい経路をたどる。 ここで入 力は,シ ステム内に設定 された仮想空想 の状態を

変化 させ る ものであ り,こ の とき各状 態に割 り当て られ る値を環境パ ラメー タと呼ぶ ことに

す る。入力の形態 としては,主 にマ ウスやキーボー ドか らの入力が考 え られ るが,他 に もマ

イ クやMIDIあ るいはライ ン入力 も可能 とす る。

さて,処 理全体の流れの中で重要な ことは,同 一 のパ ラメータによ って画像 と音が同時に

変化す るとい うことである。 したが って,物 理モデルか ら画像 と音が それぞれ生成 され る過

程 にお いて は,二 つの処理が並列 に行わ れなければな らない。
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図14-3画 像 と音 の同時生成処理
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画像の生成 にっ いて は,入 力 と しで与え られ る環境パ ラメータが,す べて画像内の物体 の

運動 に関与す る もので あるか ら,そ れに基づいて運動方程式を解 けば,対 象物体の運動 の様

子 を容易 に求 める ことが で きる。

一方
,音 の変化 につ いては,運 動方程式のよ うな確立 した関係式が存在 しないため,環 境

パ ラメータだけで音 を生成す るのは非常 に困難である。そ こで本 システムで は,基 本 となる

サ ンプ リング音をデ ータベ ース上 に用意 し,そ れを環境パ ラメー タのさまざ まな変化 に応 じ

て変形 させて 出力す る。

14.4メ デ ィ ア変 換 型 感 性 デ ー タ ベ ー ス の プ ロ トタ イ プ の 概 要

14.4.1イ メージに基 づ くイ ラス ト画の検索 システム

本 システムで は,特 定作者の作品に限定 した作者心理 をキ ーと したイラス ト画のイメー ジ

の解析及び検索を行 う。 データベ ース化 されたイ ラス ト画か らは,絵 画 の重要 な表現手段 と

な る色 とシンボル に関す る特徴量が計算 される。その特徴量か ら推測 される作者心理 と実際

の作者心理 との一致度 か ら,作 者心理を推定す るのに有効 な特徴量を見い出 し,効 率的なイ

メー ジ検索を行 う。

作者イメージ4-」[郵

〔 聖 定奮
デザ イン得点

欝 活用
雛 ぜi蒙譲纏縫鍵

一一 表現

欝 活用
イラスト画 き型L霧

'図14 -4イ メ ー ジの解 析
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作 者 イ メー ジ値 デ ザ イン特徴 量 検 索作 者 イ メー ジ

デ ザ イ ン得 点式 生 成

・重回帰分析の利用
・分割表の検定の利用

デザイン得点式

一 デザイン得点式の処理 …

デザイン得点

デザイン得点の計算

・デザ イ ン得 点 式 を便用

出力イラス ト画群

口 検 索 結 果 の 評 価

・適合率,率 による評価

検索の巽行 一

図14-5検 索処理の流れ

14.4.2感 性情報 に基づ くイラス ト画 の 自動生成 システム

本 システムで は,感 性情報 に基 づ くイラス ト画の 自動合成 を試み る。 これは,ユ ーザか ら

感性情報 として形容詞が入力 され,こ の入 力され た形容詞 に対応す るさまざまなイラス ト画

が コンピュータ内で 自動 的に生成 され る,と うい ものであ る。 具体的 には,画 像 デー タベー

スに集積 された特定作 者のイラス ト画群か ら,感 性情報 とキーカラー,キ ャラクタの関係 を

画像処理手法によ り抽出 し,コ ンピュータでイラス ト画を描 くための技法 について,描 画の

技法を幾つか実現 した。 また,複 数 の画像 に対 し縮小 ・拡大 ・移動 を協調的 に行 うことで,

構成要素間の相対関係 を 自動的 にア レンジす ることを考えた。

定〆
合表

現一 成
法 法

作者

イラス ト 締 イ雲 ト

図14-6シ ス テ ムの 概 念
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生成 イラス ト画

図14-7処 理の流れ

14.4.3音 楽からの感性情報の抽 出

本 システムでは,あ る曲のノー ト情報を与えて,そ の拍子 ・調性 ・コー ド進行 ・メロデ ィ

など曲を構成す る要素 を認識 させ,そ れを形容詞 とリンクさせて感想文 を出力させよ うとい

うものであ る。
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図14-8感 性情報抽出のための リンクの例

図14-9に は,村 松健作曲 「封 じ込め られた光 と影」 とい う曲に対 し,シ ステムが生成 し

た感想文を示す。 ここで は,曲 全体 に散 らば ったセ ンチメ ン トの うち,多 い ものか ら順 に ピ

ックア ップす ることによ り,曲 を支配す るセ ンチメ ン トを調 べ,文 を作 るテ ンプ レー トに形

容詞を埋 め込む方法を用 いて感想文を作成 してい る。
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図14-9生 成 された感想文

14.4.4感 性パラメータを利用 した作編 曲支援 システム

ここでは,感 性情報を用いてよ り音楽性豊かな曲を作成で きる システ ムの構築を 目指 し,

まず は次のような入 出力を考えた。

Input:・ モチーフにな るコー ド進行

・感性パ ラメータ(形 容詞 に代表 され る感性語)

Output:・ 入力 された感性パラメータに応 じた曲

そ して,こ れを もとに検討 した結果,図14-10に 示すよ うなブロ ックダイアグラムを もっ

た,感 性パ ラメータを利用 した作編 曲支援 システムを実現 した。

音楽ル ール

などの提示

ユ ー ザ
ぷぷ

心理学実験

因子分析

心理空間 に

イ メー ジを伝 える

螂
音楽

授
物.

心理空間

ワー キ ン グ メモ1

結果の出力

図14-10感 性パ ラメータを利用 した作編 曲支援 システム

一142一



分析 ステ ージは,イ メー ジを具体的なコー ド進行や作編 曲作業にお けるルールの組み合わ

せ集合 に対応付 けるための,心 理空間(MentalSpace)を 構築す ることを 目的 と している。

具体的には,感 性語 と具体的事象の相 関性 にっ いて心理学実験を行 い,こ の結果を因子分析

す ることによ って,感 性パ ラメータによ って形成 され る心理空間を得 るとい う ものであ る。

ここで,感 性パ ラメー タとは,一 般 に,感 性量 と物理量 を結ぶ要素の ことで ある。本 システ

ムで は,音 楽 を構 成す るコー ド進行な どの要素 を心理 的イメージで置 き換え るための尺度を

指す。 この感性パ ラ メータを軸 として張 られ る多次元 の空間が心理空間である。

生成ステー ジは,感 性パ ラメータによ って与 え られ たイメー ジか らコー ド進行 を生成す る

ことを 目的 と してい る。具体的 には次の2通 りの生成法が ある。

(1)ユ ーザが与 えた基本的 コー ド進行(4小 節相 当)の ケーデ ンスを解析 し,ル ールによっ

て8小 節の コー ド進行を複数生成す る。そ して,こ れ らのカデ ンツ(終 止形)の 形式を分

析 して心理空間 に配置す る。

② ユ ーザが入力 した感性パ ラメータか ら,シ ステムが予め内部 に もってい る基本 的な コー

ド進行が選択 され る。

14.5将 来 に 向 け て の 課 題 と 展 望

14.5.1シ ステム提案

前節では,メ デ ィア変換型感性 データベ ースを構成す るための以下 の四つの要素を取 り上

げた。

・画像か ら感性情 報を抽出す る。

・感性情報か ら画像 を生成す る。

・音楽か ら感性情報 を抽 出す る。

・感性情報か ら音楽 を生成する。

これ らを同一の形容詞空間上で結合 した ものが,本 研究で提唱す る ところのメ ディア変換

型感性 データベ ースで あ り,そ の概念 を図14-11に 示 した。
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14.5.2こ れか らの課題

今後の課題 として は,以 下の ような4点 が考え られ る。

(1)扱 う対象の制限

(2)処 理過程構築の効率化

(3)グ ローバルな形容詞空間の構築

(4)公 共的感性 と個性 的感性の共存
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15.フ ォ ー ル ト トレ ラ ン ス な 多 デ ー タ ベ ー ス

サ ー バ シ ス テ ム に 関 す る 調 査 研 究

15.1概 要

15.1.1目 的

近年の ワークステー シ ョンと通信ネ ッ トワークの発展 によ り,デ ータベースシステムを複

数 のワークステー シ ョンか ら構成す ることが,コ ス トパ フ ォーマ ンスの点か ら,可 能 とな っ

て きて いる。 また,通 信ネ ッ トワークは,こ れ までのEthernetと 公衆通信 ネ ッ トワー クを中

心 とした構成か ら,光 ファイバ とATM交 換機を用いたGbps程 度の通信速度の高速ネ ッ ト

ワー クへ と変化 して きてい る。今後の情報 システ ムは,こ うした高速ネ ッ トワークを用 いて,

複数 の ワー クステー シ ョンに分散 したデータベ ースシステムを中心 と して構成 されて きて い

る。現在 のデータベー スシステムは,ク ライア ン トとサーバ を基本要素 として,こ れ らが,

異な った ワークステ ーシ ョンに機能分 散 され た形態を とっている。光 フ ァイバ等を用いた高

速ネ ッ トワークは,高 信頼 となって きている。 これに対 して,現 在の ワー クステ ーシ ョンは,

従 来の大 型汎用 コ ンピュータ と比較 して も,そ の信頼性 と可用性 は高 くない。複数のデータ

ベースサーバを含んだ システムでの一つ の課題 は,各 ワー クステ ーシ ョンが低信頼である下

で,ど のよ うにシステ ム全体の信頼性 を高 めて い くか である。

本調査研究で は,デ ータベ ースシステムが,高 速ネ ッ トワークにより結合 され た複数 のデ

ータベースサーバか ら構成 され るシステム形態の下で,シ ステム全体を フォール トトレラ ン

スとす る方式 につ いて調査研究す る。本調査研究 によ り,わ が国 にお けるデータベ ース シス

テムの発展 に寄与す ることを 目的 と している。

15.1.2実 施 内容

本調査研究 にお ける主な実施内容 は,以 下の項 目に示 す とお りであ る。

(1)シ ステムの フ ォール ト(障 害)の 種類の検討

分散 システムが こうむ るフ ォール トとして,ど のよ うな ものがあ るかを検討す る。 ワー

クステー ションの フォール トと して,従 来か ら検討 されて いる停止障害に加えて,各 サー

バ とクライア ン トが誤動作す る ビザ ンティ ン障害 も検討す る。

(2)多 重化方式

複数 のサ ーバか ら構成され るデータベ ース システムで,信 頼性 と可用性を向上す るため

には,デ ータベース システム内のデータを複数のサーバ に冗長 に配置する ことで ある。 デ
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一 夕ベ ースサーバの種 々のフ ォール トに対 して ,信 頼性 と可用性 を向上す るためのデー タ

の冗長配置方法 について検討す る。特 に,多 重化す ることによ り生 じる全処理量 と通信量

を低減す る方式 を検討す る。

(3)同 期方法

分散 したデ ータベ ースシステムでは,フ ォール トが発生す る下で,デ ータベ ースサーバ

間,ク ライア ン トとサ ーバ間,ク ライア ン ト間で,種 々の同期を とる必要が ある。データ

が,冗 長 に配置 されて いる場合 の同時実行方式を検討す る。各 トラ ンザ クシ ョンが,従 来

の よ うに一時 に一つのオ ブ ジェク トを要求す る場合だけでな く,n個 を同時に要求 し,こ

れのすべてを待つ場合,こ の中の一つの獲得を待つ場合等で のデ ッ ドロ ックの解決方式 も

研 究す る。

(4)フ ォール トトレラ ンスな分散 データベ ースサーバ システムのアーキテクチ ァ

サーバ とクライア ン トの種 々の フ ォール トに対 して,デ ータベースへの ア クセスを提供

す るシステムのアーキテ クチ ァを検討す る。

15.2実 施 成 果 の 要 旨

15.2.1デ ータベース システムの動 向

まず,フ ォール トトレラ ンスな分散 データベース システムを考 え るときに必要 とな るデー

タベ ース システ ムの技術動向にっいてま とあた。大型 の汎用 コ ンピュータに集 中的 に構成 さ

れて きたデータベース システムが,ロ ーカルエ リアネ ッ トワーク(LAN)等 の通信ネ ッ ト

ワークに より相互接続 された複数の ワー クステーシ ョンによ り実現 されて きてい る。特に,

データベ ース システムの機能をデ ータベースに対す る基本的 な操作 を行 うサ ーバ,ユ ーザ に

対す るイ ンタフェー スを提供す るクライア ン トとの二つ に,機 能分割 し,各 々を複数 のワー

クステー ションに配置す るクライア ン トサ ーバモデルが 中心 とな ってい る。 ここで は,こ う

した クライア ン トサーバモデルのデータベ ースシステムにつ いて まとめてい る。 またデータ

ベ ースシステムと して,テ ーブルをデータ構造 と した リレー シ ョナルモデルにつ いて考えて

い る。

データベ ース システ ムのサーバ のフ ォール トに対処す るためには,デ ータを複数のサーバ

に配置す ることが必要 とな る。 データベ ース内のデータ(テ ー ブル)を 複数 のサ ーバに分散

す る方法 として,水 平断片化 と垂 直断片化 につ いて述べ,各 々の特徴を まとめて いる。また,

これ らの断片単位に,複 数のサーバ に冗長 に配置す る方法 を示 して いる。
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15.2.2フ ォーノレト

分散データベース システムを含 めた分散 システ ムが こうむ るフォール ト(障 害)と して,

どの ような ものがあ るかを検討 した。従来の大型汎用 コ ンピュー タに対 して,ワ ークステー

ションの信頼性 は高 くない。複数 の ワークステーシ ョンか らシステムを構成す るたあには,

各 ワークステーシ ョンが こうむ るフォール トにつ いて検討す る必要があ る。

ワークステーシ ョンの フォール トとして,大 別 して,停 止障害 と ビザ ンティ ン障害があ る。

停止障害 とは,ワ ークステー シ ョンが一定時間以上動作を停止す るフ ォール トであ る。 いわ

ゆ るシステムのダウ ンであ る。 この停止障害に加えて,各 サ ーバ とクライア ン トが誤動作す

る ビザ ンティン障害が ある。一般 に,デ ータベース管理 システムのバ グによ り,ワ ークステ

ー シ ョンが正常 な動作 を行わな くなるフ ォール トであ る。

こうしたワー クステー ションの フォール トに対 して,分 散型 データベース システムのサ ー

バをユーザに正常 に提供す るた めに,本 調査研究では,デ ータベ ース内のデータを複数の サ

ーバ に冗長 に配置す る多重化方式を検討す ることとした。冗長 に配置 されたデータを,レ プ

リカ(replica)と す る。

15.2.3ト ラ ンザク シ ョン

次 に,分 散データベース システムでの処理の基本 とな る トラ ンザ クション(transaction)

につ いて検討 した。 トランザ クシ ョンとは,複 数のサ ーバ 内のデータの レプ リカを操作す る,

複数のreadとwrite演 算の実行状態で,原 子的な実行単位 であ る。 ここで は,複 数のデータ

ベ ースサ ーバか ら構成 され るシステムでの トラ ンザ クシ ョンの概念を明確 に し,各 トラ ンザ

クシ ョンが複数のサ ーバ上で並 列 に実行 され る場合を検討 した。特に,複 数のサーバ に冗長

に配置 された レプ リカを更新す る方法 を検討 した。複数のサ ーバが同一のデータを もっ こと

か ら,各 冗長 レプ リカ間での一 致性を保つ必要が ある。 この ための方式 として,(1)す べての

サーバ 内の レプ リカを ロック してか ら更新す る基本方式,(2)一 つのサ ーバを主サ ーバ として

ロ ックは主サーバ に対 してのみ行 う主サーバ方式,(3)す べて のサ ーバで はな く,.あ る一定数

のサーバ を更新す る フォーラム方式を示 した。

更に,デ ータのロ ックを行 うときに生 じるデ ッ ドロ ックにつ いて検討を行 った。冗長 な レ

プ リカが存在する場 合には,ロ ック方式で示 したよ うに,複 数 の レプ リカのすべての ロ ック

を行えな くて もよい場 合が ある。 ここでは,各 プロセス間でのデータの待ち関係 を示す待 ち

グラフを作 り,こ れが有向辺 を もっ ときデ ッ ドロ ックとす る従 来の概念で は,デ ッ ドロ ック

を定義で きない。 このために,互 いに待ち関係 にあ るプ ロセ スの集ま りを結び(knot)と し

て,こ の中に含まれてい るプ ロセスをデ ッ ドロ ック状 態 と した。 このよ うなデ ッ ドロックを
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明確 に し,そ の検 出と解除方法を示 した。

トラ ンザ クシ ョンが複数のサ ーバを操作す る ことか ら,す べ ての サーバの更新が完了 した

ときに,ト ラ ンザ クションが完 了 した とす る ことを補償す る必要が あ る。 ここで,一 つで も

サーバの更新を行えなか った とき,す べ てのサーバの更新を無効 とす る必要 があ る。 このた

めの制御 として,コ ミッ トメ ン ト制御が あ る。 ここで は,コ ミッ トメ ン ト制御の方式 として,

二相 コ ミッ トメ ン トプ ロ トコル,三 相 コ ミッ トメ ン トプロ トコル につ いて示 し,そ の性能を

示 した。

'15
.2.4多 重化方式

フォール ト(障 害)に 対 して頑強 な分散 データベ ースシステムのモデル について検討を行

った。分散 データベース システムのあ るプ ロセスにフ ォール トが起 こると,利 用者 はシステ

ムを使用で きな くなる場合があ る。特に,デ ータベースサーバ のプロセ スにフ ォール トが起

きた場合,そ のサーバの提供す るデ ータベ ースが使用不能 とな る。 このたあに,サ ーバを多

重化 し,各 々異な ったコ ンピュータに配置す る。デ ータベ ースサーバ を多重化 した ものを レ

プ リカ とす る。 フォール トトレラ ン ト分散 データベ ース システムで は,あ る レプ リカが フ ォ

ール トして も残 りの レプ リカによ りサー ビスを継続 して提供で きる。

多重化 の方式 として,本 調査研究 で は,(1)能 動 的多重化,② 受動的多重化,(3)準 能動的多

重化の3方 式を示 した。能動的多重 化で は,全 レプ リカが同 じ処理 を行 うもので ある。 この

方式で は,全 レプ リカで処理が行われ るために,全 処理時間 と通信量 が問題 とな る。 これに

対 して,受 動的多重化では,あ る一つの レプ リカが主 レプ リカと して,サ ーバ と しての処理

を行 う。主 レプ リカは,他 の レプ リカに定期的 にデ ータベースの状 態(又 は状態の変化)を

示す ログを送信す る。他の レプ リカは,送 信 され たログによ り,自 分のデ ータベ ースの更新

を行 う。準能動的多重化で は,全 レプ リカは同 じ処理 を行 うが,ク ライア ン トへの応答は,

主 レプ リカのみが行 う。

以上の方 式は,レ プ リカの停止障害 に対 して は,対 処 できる。 レプ リカの ビザ ンティ ン障

害 に対 して は,複 数の レプ リカか らの応答 を比較す ることによ りフ ォール トを検出で きる。

このためには,フ ォール トした レプ リカ数をfと す ると,2f+1以 上の レプ リカが必要 とな

る。能動的多重化 は,ビ ザ ンティ ン障害 に頑強であるが,処 理時 間 と通信量が大 き くな る問

題があ る。一方,受 動 的 と準能動的で は,処 理時間 と通信量は減少 で きるが,応 答 を返す主

レプ リカが一つで あるたあに,ビ ザ ンテ ィ ン障害 に対処 できない。 このために,本 調査研究

では,主 レプ リカを複数 と して,ビ ザ ンティ ン障害に対処で きるとと もに,処 理時間 と通信

量 を最小化す る複合多重化方 式を示 した。
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16.創 出 キ ー ワ ー ドの 自 動 付 与 に 関 す る 調 査 研 究

16.1概 要

16.1.1背 景 と目的

データベース構築技 術の最 も基本 となる索引では,近 年,テ キス トデータか らの索引語の

自動抽 出が主流 にな ってい る。文中に含 まれ る自然語 を一定のルールに従 って抽出 して検索

キー とす るこの方 式は,大 量 の情報を扱 う上で効率的 であ り,コ ス ト軽減効果が大 きいばか

りでな く,検 索機能 と して も安定性,網 羅性で優れてい る。反面,① 索 引語が膨大 にな って

システムに負荷がかか る,② 文意を離れて抽 出された索 引語が作用 して検索結果 に 「ノイズ」

を生 じる,③ テ キス ト文 中に現れない表記 や,抽 象的な概念が抜 け落ち,検 索 時に 「漏れ」

を生 じる,な どの弱点を抱えてお り,共 通 の悩 み とな ってい る。

㈱エ レク トロニ ック ・ライブラ リー(略 称 「EL=イ ーエル」)は,国 内で発行 されて い

る新 聞 ・雑誌 の記事を対象 に,1988年 か ら記事単位の切 り抜 きイメージを蓄積 ・提供す るデ

ータベ ースサー ビスを行 って きた。 印刷物 その ものを素材 と している関係か ら,コ ンピュー

タで処理で き る文字 データが な く,索 引,入 力など作業の大半を人手 によってい る。 このた

め構築 コス トの負担が大 きく,数 年前か ら作業機械化の本格検討に取 り組んでいる。

ELで は平成5年 度 に,働 データベース振興セ ンターの委託事業 として 「OCR(光 学 的

文字読 み取 り装置)を 利用 したキーワー ドの 自動抽出に関す る調査研究」 を行 い,「 既に商

品化 されてい るOCRと 日本語処理 ソフ トをベー スに,一 定 の補正機能 と自動抽出キ ーワー

ドの絞 り込みル ールを付加す ることによって,人 手作業 と遜色のないデー タベースの品質 を

維持で きる」 との結論を得た。 この成果の上 に立 って,今 回は品質の向上の中身 に一歩踏 み

込 み,自 動抽 出の対 象 とな るテキス トの文 中に現 れな い重要 キーワー ド(「 創 出キ ーワー

ド」)を,自 動的 に付与す る実戦的な方法論を探 る ことと した。

16.1.2実 施 内容 と結果の概略

本調査研究で は,テ キス ト(記 事本文)中 にそのままの形で は現れ ない使用頻度 の高 い重

要 キー ワー ドを,自 動抽 出キーワー ドに対置す る 「創 出キーワー ド」 と定義 し,ELデ ー タ

ベースに蓄積 された350万 件 にのぼ る大量の記事 と関連 データを活用 し,創 出キー ワー ドを

コ ンピュータ処理 で 自動付与す る実戦的な 「創出キー ワー ド辞書」 と付与論理式の プロ トタ

イ プを構築 した。

その結果 おおむね以下 のよ うな諸点が確認 され,比 較 的簡便 で柔軟な手法 によって,テ キ
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ス ト文中に現れない概念的なキー ワー ドを 自動 的に付与す る実戦 的な方法の確立への展望が

開かれた。

(1)「 創 出キーワー ド辞書」モデルの有 効性確認

今回の調査研究の核になった 「創出キ ーワー ド辞書」モデル は,主 題概念 を表す中心的

な語(CoreTerm)を 中心 に,関 係す るキ ーワー ドや文字列の特徴を関連付 けた上,そ れ ぞ

れの語,文 字列の 出現順序 や位置,キ ーワー ドに付与 されて いる情報な どを組 み合わせ た

もので,各 部分 の手法だけをとってみれ ば特 に 目新 しい ものはない。

しか し,こ れ らを 「記事把握機能」 と 「ノイズ排除機能」に整理 して組み合わせ ること

によって,自 動付与 ツール として十分機能す ることが実証で き,今 後の改善 によって実用

にたえ うるとの見通 しを得 た。

② 検索精度の向上 と効率化 に寄与'

実験では自動付与の 「平均再現率87.2%」 の成果が得 られた。 これは同一 データに対す

る人手付与 の再現率(約40%)の 倍以上 になってお り,不 適 キーワー ドによ る 「ノイズ」

を考慮 して も,全 体 と して精度向上 に寄与す る との見通 しが得 られた。一定水準 に達 した

ものか らキー ワー ド自動抽 出の補助 ツール として組み込む ことによって相応の作業効率向

上が期待で きる。

(3)柔 軟 な活用 とメ ンテナ ンスが可 能

「創 出キーワー ド辞書」 はシソーラスのよ うに全体の体系 にこだわ らず,個 別キー ワー

ドごとに対応で きる形 になって いる。 このたあ,利 用頻度の高い重要キー ワー ドで,付 与

結果に一定の信頼性 が得 られた ものか ら順 に組み込む とい った柔軟な対応ができる。

また,構 成要素 も 「記事把握機能」 と 「ノイズ排 除機能 」を縦軸,語 彙や構文情報な ど

の組み合わせを横軸に したモ ジュール構造 に整理 されてお り,キ ーワー ドごとの個別条件

の修正だけでな く項 目ごとの追加 ・修正 ・削除 も容易な仕組みにな っている。新たな事象

の出現,概 念の変化 に対応 して,柔 軟 なメ ンテナ ンスがで きることも実戦 的な特長 といえ

る。

16.2実 施 結 果

16.2.1実 施 方 法 の概 略

本 調査 研 究 は,ELデ ー タベ ー ス に蓄 積 され た3,000の 新 聞記 事 をOCRを 使 って 文 字 デ

ー タ化 し,こ れを 素 材 と して3段 階 に分 けて 行 った 。

(1)「 創 出 キ ー ワ ー ド辞 書 」 モ デ ル の作 成
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(2)自 動付与論理式の構築

(3)自 動付与の実験 と結果の評価 ・分析

対象 となる創出キー ワー ドは,素 材3,000記 事の うち 日本語処理 ソフ トにかけて必要 なデ

ータ処理 を した1 ,000記 事か ら抽出 した 「候補群」を母体 とし,ELデ ータベース辞書に蓄

積 されてい るキーワー ド単位 の記事数データ,ユ ーザ検索式 のキー ワー ド登録頻度情報な ど

を参照 して,利 用度の高 い50キ ーワー ドを選定 した。(表16-1)

表16-1最 終 選 定 され た50キ ー ワー ド

項 番 KW 項 番 KW 項 番 KW

1 システム開発 18 建設工事 35 新会社

2 システム導入 19 研究開発 36 新製品

3 価格改定 20 現地生産 37 人 事

4 価格動向 21 合弁会社 38 生産体制

5 会社決算 22 材料開発 39 製品開発

6 海外進出 23 市場開拓 40 相場動向

7 海外調達 24 市場参入 41 装置開発

8 環境対策 25 市場動向 42 体制強化

9 環境問題 26 施設建設 43 大気汚染

10 企業業績 27 事業強化 44 調査結果

11 企業合併 28 事業戦略 45 店舗展開

12 企業戦略 29 事業展開 46 日米関係

13 企業提携 30 需給動向 47 廃棄物処理

14 技術開発 31 需要動向 48 販売強化

15 金利動向 32 周年記念 49 販売計画

16 経営計画 33 出店計画 50 販売動向

17 建設計画 34 情報提供

次 に,そ れぞれ のキ ーワー ドにっ いて収集 したサ ンプル記事 を材料 と して,創 出キーワー

ドの概念を構成す る語彙の相 関関係や構文上の特性 などを解析 し,適 合す る記事候補 を 「把

握す る機能」 と候補の 中か らノイズを排除する 「絞 り込み機能」に整理。 これを縦軸 とし,

関係語彙 や構文情 報の組み合わせを横軸 とす るモ ジュール構造の 「創 出キー ワー ド辞書 」の
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モデルを構築 した。

自動付与論理式 は,創 出キー ワー ド辞書 に整理 された情報 を実行す るため,① 文字列,②

キーワー ド情報や新聞紙名 コー ドなどの フィール ド情報,③ 出現1順序や出現位 置などの構文

情報 を論理演算で きるプログラムのプ ロ トタイプを開発 した。

素材3,000記 事 の うち2,000記 事を使 って,パ ソコン上で 自動付与の実験を行い,キ ーワ

ー ドごとの付与結果 の適否をELデ ー タベース作成 に係 わっているメ ンバ ー8チ ームで評価

した。 その結果を調 査研究チームの メ ンバ ーが総 合的に分析 し,問 題点 と課題を整理 した。

N16
.2.2「 辞書 」と論理式

(1)「 辞書」モデルの構造

'「 辞書」モデルは創出キーワー ドの意味 を体現 し,適 合す る記事を集め る側 に働 く語彙

群 を縦軸 と し,対 象概念 ごとの語彙群 の組 み合 わせ を横軸 とす る統一 したモ ジュール構成

に組 み上 げた(図16-1)。

IKWNO.OOO9環 境問題

♀81詰 関係KW・Term 構文情報(出現順・位置など) その他条件
'、

濃 ミ
5境さ

窯畜
、㌔♂

.…鋼蟄

竺 鰯

、 、 、'.'

無数
ピれs言' 環境?*問 題

環境?*対 策 転
、〆 ↓「

芯蟹 玉
?廃 棄物*処 理

大気*汚 染
^ン 、,一 ・、 見出し～第2段 落

嬬 ㍊ぐ ＼

宏 竺
♪罫 ク

ぶご

環境?*?汚 染
環境?*自 然保護

?廃 棄物*こ み処理
見出しん第2段落 竃

祭 ㌧ 大気*排 ガス

、ピ ニ

三さ ∫, 一環境問題
すし、"

別項目の創出KW「 環境対策」「廃棄物処理」「大気汚染」の各条件を追加
連c 1

論 理 演 算(ANDORNOT)
「*1はANO 、「一」はNOT。 「?」はトランケーション

図16-1「 辞 書 」 モ デル の 構造

(2)論 理式の機 能

「辞書」の要請によって論理式 は,以 下の四つの機能 を備えた仕様 とした。
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① 論理演算(論 理和,論 理積 論理否定)が できる。

② 文字列検索,キ ー ワー ドの前方一致,後 方一致,中 間一 致(ト ラ ンケー ション)指 定

がで きる。

③ 新 聞紙名 コー ドなどELデ ータベ ースの検索 フィール ド記述 子,日 本語処理 ソフ ト

rINDEXER」 のキ ーワー ド種別が使え る。

④ キー ワー ド及 び文字列の 出現範囲,出 現順が指定で きる。

16.2.3自 動付与の実験 と結果

実験 用素材 と して文 字デ ータ化 してお いた2,000記 事 を対 象 に,プ リテス トで検証 した

「辞書」 の内容 を論理式 に記述 した50の 創 出キーワー ドをかけ,パ ソコン上で 自動付与の実

験 を行 い,そ の結果 を評価 した。

(1)結 果の概要

実験の結果,2,000記 事中1,850記 事 に創出キーワー ドが 自動 付与 された。最 も多か った

「新製品」の183記 事 を筆頭 に100記 事以上が3キ ーワー ド,10記 事未満が9キ ーワー ド。

50キ ー ワー ドの平均 は37キ ー ワー ドだ った。

同 じ記事 に対 しELデ ータベースのイ ンデ クサーが付与 した結果 と比較す ると,総 数で

は人手578記 事 に対 し自動 は1,850記 事。 内訳をみると,双 方 に共通 の もの は384記 事,

人手だ けの ものは194記 事,自 動でだ け付いた ものは1,466記 事 だ った。

評価を集計 した結 果,適 合記事 は全体で1,402記 事(自 動独 自=840記 事,人 手独 自=

180記 事,共 通=382記 事)と な った。 これに対 して不適合 とみ なされた ものは642記 事

(自動独 自=626記 事,人 手独 自=14記 事,共 通=2記 事)で,不 適合記事の97%強 が 自

動付 与 によ るものだ った。人手 と自動の適合記事の合計を創 出キ ーワー ドに対する適合記

事の総数 と仮 定 し,こ れに対す る適合記事数の比率を 「再現率」,自 動,人 手 それぞれの

総数 に対す る適合 記事数 を 「適合 率」 と して,精 度,「 もれ」 などをみた。 自動付与の

「再現率」 は50キ ーワー ド平均 で87.2%(人 手は40.1%),「 適合率」 は66.1%(人 手 は

97.2%)と な った一(図16-2)。

各キー ワー ドの実用度を計 ると尺度 と して 「再現率」80%以 上,「 適合率」70%以 上 の

ところで線を引いてみる と,ほ とん どはどち らかの線 に達 してい ることが分か った(表16

-2の 網掛け部 分) 。 しか し,双 方の条件を同時に満た してい るキーワー ドは20に とどま

った。
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1,402記 事

適合記事(@)

不適合記事(#)

642記事

A(自 動独 自)

A@

840記事

A#

626記 事

B(共 通)

B@

382記 事

B#

2記事

M(人 手独 自)

M@

180記事

M#

14記事

図16-2創 出キーワー ド付与記事数分布(概 念 図)

(2)「 不適合」の原因

創出キーワー ド付 与が不適合 だ った記 事にっ いて,す べて原因を解明す ることは時間的

余裕 もなか ったたあ,再 現率,適 合 率がそれぞれ80%,70%の 線 に達 しなか ったキーワー

ドの中か ら12キ ーワー ドを選んで分 析 した。

① 再現率の低か った7キ ーワー ド

価格 改定,シ ステム開発,販 売強化,販 売計画,事 業 強化,市 場開拓,情 報提供

漏れた記事が8件 あった 「価格改定 」 「システム開発」をみ ると,「 システム開発」

で は論理式中の 「開発」に後方一致 の 「?」 がっいていなか ったため,シ ステムの共同

開発が脱落 した。 また 「実行予 算書 システ ム」 「故障予知 ・診断 システム」 「工程表作

成 システムPATRA」 な どEL辞 書登録語で ない ものは 「?シ ステム」で拾 えなか っ

た。 「価格改定」では 日本語解 析の際,「 値上 げ」 「値下 げ」 「引 き上げ」 「引き下げ」

な どが動詞 と判定 された ことが漏れの原因 とな った。
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② 適合率がいま一 歩の5キ ー ワー ド

出店計画,海 外調達,会 社決算,シ ステム導入,日 米 関係

「出店計画」で は自動付与 した18件 の記事の うち,8件 が ノイ ズ と評価 されたので,

論 理式の絞 り込 みを厳 しくした。企業名,出 店,店 舗な ど周辺語 の3語 の出現条件が

「見 出 しか ら第2段 落 まで」 とあったのを 「第1段 落 まで」 とした ところ,6件 の排除

がで きた。 「日米 関係」では,20件 の ノイズの うち12件 が 「日本 時間」によるいたず ら

だ った。辞書 の内容 を論理式に記述す る際の ミスマ ッチが原因だ った。

(3)改 善テス ト

原因追究のため選 んだ12キ ーワー ドについて,修 正 した論理式でね らい通 りの結果がえ

られるか ど うか再度 実験を した。その結果 は,条 件が異な り,適 不適の判定 も自前で行 っ

たので,本 番 テス トの数字 と単純比較はで きないが,改 善効果があ った といえ る。

特に 「再現率」 は 「情報提供」を除いて11キ ーワー ドが80%以 上 にな った。 「適合率」

は 「システム導入」 「日米関係」 「出店計画」 「販売計画」で改善 はみ られた ものの,70

%台 に乗せ たのは2キ ーワー ドだ った。 「販売強化」 「会社決算」 は 「再現率」で改善が

み られた反面,「 適合率」 は落ち,両 者が トレー ドオ フの関係にある ことを裏付 けた。

改善テス トの結果,7キ ーワー ドが同時に 「再現率80%」,「 適合率70%」 の線を越 え

た ことは,今 後の論理式 の精度ア ップに明 るい見通 しを与 えた。

16.3実 験 結 果 の 評 価 と 展 望

16.3.1評 価

調査研究対象の50キ ー ワー ドの平均 「再現率」が87.2%に 達 した ことは,短 時間の実験結

果 として は高 く評価で きよ う。

今回の実験で は,同 じデータでの人手付与 に較べ倍以上の高 い付与率が確認で きた。論理

式 によ る付与 は均質 ・網羅性 ではす ぐれてお り,ノ イズの排 除(「 適合率」の向上)さ え伴

えば,実 戦 に耐え うるとの展 望を抱かせ るに十分な数字で あった。

12キ ー ワー ドの追加改善テス トで 「再現率」が約18%ア ップす ると同時 に,「 適合率 」 も

約8%上 が っている ことは,改 善へ の展望を裏付 けてい るといえ る。

創 出キーワー ドは概念的要素が高 く,そ れ 自体検索効果 の高 いキー ワー ドといえ る。今回

の調査研究の手法 を踏襲 して,利 用頻度の高 いキーワー ドか ら順 に取 り上 げ,ブ ラ シュア ッ

プを繰 り返 し,一 定の信頼性が得 られ次第,辞 書に組み込む ことで もかな りの検索効率の向
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上が期待で きる。積み重ね方式の可能な辞書の構造が,こ のよ うな実戦的で柔軟な活用を可

能 にす る。

創出キーワー ドの付与 は,イ ンデ クシングの中で も最 も負荷の高い作業 とな って いる。一

定水準以上 の信頼性を もった辞書 と自動付与論理式が増 えて いけば,作 業効率化 に大 き く貢

献す るはずである。

以上の ような諸点か ら,今 回の調 査研 究 は,比 較的簡便 な辞書 と論理式 によって有効な創

出キーワー ド自動付与 システムへの展望を切 り開 くことがで きた と評価 したい。

'16
.3.2展 望

今 回の調 査研究 に当た って,わ れわれ のチ ームの合 い言葉 は 「実戦 的」の一言 だ った。

「コンピュータに意味を解析 させ,概 念的な ものを処理 させ る」 ことは,古 くて新 しいテー

マで ある。研究 レベルではさまざ まの成果が発表 されてお り,デ ータベ ースサー ビスの世界

で も地道 な努力が続 けられて いるが,汎 用的な ツール までにはいた って いない。

われわれ は平成6年 度の委託研究で,商 品化 されて いるOCRと 日本語解析 ソフ トを組 み

合わせ,独 自の絞 り込み方式 を加味す ることによって,比 較的少ないキー ワー ドで効率的な

自動抽出 システム構築への確信 を得 た。今 回はこれを一歩進め,よ り検索効率 の高 いキー ワ

ー ドの 自動付与 の実験 に取 り組 んだ。

今回の調 査研究結果 で,わ れわれ はテーマ とした創出キーワー ドの 自動処理の実用化への

手がか りを得 た と確信す る。

われわれは,電 子メディアの急進展の中にあ って も,な お,印 刷物を素材 とす るデータベ

ース構築技術の有効性 を疑わ ない。簡便で より効率的な技術 を開発,実 用化す ることが真の

情報化時代の一翼を担 うもの と考えて いる。

2年 にわた る調査研究の成果を まず現実のデータベ ース構築 に活かす と同時に,よ り汎用

性 の高 い共通の財産へ と高あてい く決意 を新たに して いる。
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表16-2創 出KW自 動付与テス ト結果集計(全KW)

1

ー

項番 KW A@ A# A計 B@B# B計 M@ M# M計 自動計人手計再現率適合率 適合記事

1 犬気汚染. ] 0 1 】 0.・1 0 0.iO・. 2 .'1 100.0・. 2

2 需給動向 7
'1

8
'o

0 0 0 0 0 8 0 7

3 ・企業合併 5・.1
・・6 ㌦n 0・.:1. 0 o 0 7 1 6

4 現地牢産 10 2 ]2 1 0 1 ・0 0 .0・ 13 ..1 11

5 相場動向 24.
評6 灘30 1. 0 1' 0 0 0 31 漣 25

6 合弁会社 10 3 13
:.

o .0 0 0 9 0 .0 10

7 企業提携 ・'10・ 5 ]5 2'・0' 2 0 0 0 撚 2 12

8 研究開発 団' 6 20 0 0 0'0 o 0 20
'
0 170:0 14

9 海外調達 2 1 3 0 0 0 0 0 0 3 0 '100.0 66.7 2

10 環境問題 27 40 67 0 0 0 0 0 0 67 0 40.3 27

11 金利動向 8 18 26 0 0 0 0 0 0 26 0' 30.8 8

12 市場動向 56 46 102 4 0 4 1 0 1 106 5 56.6 61

13 販売動向 36 36 72 5 0 5 1 0 1 77 6 53.2 42

]4 企業業績 29 97 126 11 0 11 1 0 1 137 12・ 29.2 41

15 会社決算 16 14 30 11 0 11 1 0 1 41 12 .96.鴻 65.9 28

16 環境対策 26 29 55 1 0 1 1 0 1 56 2' 48.2 28

17 体制強化 43
'7 べ5D

1 0' 1・・2 1' 3
'51 '

泡

,

. 46

18 施設建設 12 4. .16 6 0 6 1' 22. 轍7 , 191 0

19 価格動向 24' 3 27 141 0 遜 慾 0 2 31 6 30

20 需要動向 25 34 59 0 1 1 2 0 2 60 3 41.7 27

21 企業戦略 70
'6

76 8 0 8 7 0 7 84
'
.15 92.9 85

22 周年記念' 6:; 0. ..6 5"0 .5. .1 0 :1 ・頂 ・ ・6 ,
,, 12

23 経営計画 41 43 84 2 0 2 4 0 4 86 6 50.0 47

24 建設工事
"28嚢

3 31 .2 '0 2 3 1' 4
'33

・6 33

25 事業戦略 28 3 3] 2 0 2.3. 1 .4 33 6' 90.9 90三9 33

26 日米関係 7 20 27 2 0 2 1 0 1 29 3 90.0 31.0 10

27 店舗展開 21 18 39 5 0 5 3 0 3 44 8. 59.1 29

28 出店計画 10 8 18 6 0 6 2 0 2 24 8 66.7 18

29 事業展開 24 18 42 0 0 0 3 0 3 42 3' 57.1 27

30 システム導 入 8 10 18 6 0 6 2 0 2 24 8 ・8τ.5 58.3 16

31 新製品 15 17 32 150 1 151 25 6 釧 183 ‖82 190

32 技術開発 11 3 14 2 0 2 2 】 3 16 5 86.7 15

33 海外進出 18'・ 9
:27

7 0 7 4 0 4 34 29

34 製品開発 52' ・63 19 ・ 0'19 12 ・
.0 112 一82 , .85.5 , 83

35 材料開発 3 4 7 2 0 2 1 1 2 9 4 55.6 6

36 市場参入 6 3
・・9

2 0 2 i"2
'0

:2 塑 10

37 人事 18 35 53 8 0 8 7 0 7 61 15 78.8 42.6 33

38 生産体制 6 3 9 1 0 1 2 0 2 10 3 77.8 i・ 9

39 事業強化 11 5 16 2 0 2 4 0 4 18 6 76.5 17

40 調査結果 17 16 33 50 0 50 21 1 22 83 72 76.1 88

41 廃棄物処理 2 0 2 1 0 1 1 0 1 3 2 75.0 , 4

42 装置開発 4 4 8 9 0 9 5 0 5 17 14 72.2 18

43 販売計画 7 3 10 2 0 2 4 0 4 12 6 69.2 13

44 建設計画 21 25 46 14 0 14 16 0 16 60 30 68.6 58.3 51

45 市場開拓 2 0 2 2 0 2 2 1 3 4 5 66.7 6

46 新会社 3 2 5 8 0 8 6 0 6 13 14 64.7・. 17

47 販売強化 7 0 7 0 0 0 4 0 4 7 4 63.6 11

48 システム開発 2 1 3 10 0 10 8 0 8 13 18 60.0 鶏2.3 20

49 情報提供 4 0 4 2 0 2 5 0 5 6 7 54.5 11

50 価格改定 3 3 6 4 0 4 8 1 9 10 13 46.7 70:0 15

合計 840 626 1466 382 2 384 180 14 194 1850 578 1402

平均 16.8 12.5 29.3 7.6 0.1 7.7 3.6 0.3 3.9 37.0 11.6 87.2 66.1 28.0

注)① 網掛けは再現率80%、 適合率70%以 上のKW。

② 自動計=A+B人 手計=M+B

③再現率=自 動適合記事(A@+B@)

適合記事(A@+B@+M@)

-157一

再現率の高い順でソー ト。

適合率=自 動適合記事(A@+B@)

自動計(A+B)
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